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第一章　お金が欲しいです





「こんにちは」

　部室として使っている教室のドアを開ける。

「こんな感じですかー！」

「そうです。いい感じです」

　部室には二人の少女がいた。一人がカメラを構え、もう一人が動き回りながら様々なポーズをとっている。

「おい！」

　ぼくは教室の中に入ると、眼鏡めがねをかけた小柄な少女に向かって言う。

「なんですか？　今、いいところなんですから話しかけないでください」

　その少女、荒あら瀬せはるかはぼくの方をちらりとも見ない。その口調は平淡で感情のかけらも感じられなかった。コンピューターのテキスト読み上げソフトでも、もう少し愛あい嬌きようのある話し方をするぞ。

「何をやっているんだよ」

　話しかけるな、と言われたって訊きかずにはいられない。だって、どう考えてもおかしいだろ、この状況は。

「何って……撮影です。見て分かりませんか？」

　そう言いながら、ようやくはるかはぼくの方を向いた。体は小柄で幼児体型に近いボディラインだが、腕を組んでこちらを見る態度は尊大そのものだ。ショートカットの髪は、窓から入ってくる風に揺れ、中性的な顔立ちは表情を全くつくっていない。眼鏡めがねの奥にある瞳ひとみも、ビー玉が入っているのではないのか、と思うほどに無感情だった。

「いや、見れば分かる」

「それなら、質問しないでください」

「そうじゃなくて、どうして幽実香ゆみかさんが水着なんだ！」

　ぼくはもう一人の少女、五百蔵いおろい幽実香を指さした。

　そう。水着なのだ。

　ぼくの指の先には白いビキニを着た幽実香さんがいた。大きな瞳をしばたたかせ、不思議そうにぼくを見ている。

「え？　わたし？」

　幽実香さんは水着姿でこちらに近づいてきた。子犬みたいに人懐っこい顔で見つめられると、恥ずかしくて顔が熱くなる。これは、彼女がアイドル級に可愛かわいらしいことも原因の一つだが、それ以上に幽実香さんが水着姿なのが大きい。彼女のプロポーションは一般の女子高生をはるかに凌りよう駕がしている。健全な男子高校生のぼくには、直視することすらできない。



    

  
    
      



    

  
    
      「わたしの水着、変かな？」

　幽実香ゆみかさんがぼくの前で一回転する。少しクセのある長い髪がふわりとなびき、素敵な二つの丘はゴム毬まりみたいに揺れた。ぼくは視線を下げ、自分の足元の先を見て心の平静を保つ。

　まじまじと幽実香さんを見たい。なぜ水着なのかは分からないが、こんなチャンスはそうないだろう。だけど、なめまわすように見れば絶対ににやけてしまい、幽実香さんに嫌われてしまう。

「これ、この夏の新作なんだよ」

「そういうことじゃなくて、どうして教室で水着を着ているんですか！　それに、どうしてそれを写真で撮影しているんですか！」

　ぼくは幽実香さんの顔を見る。だが、眼球は己の意思とは無関係に、時々胸元を向いてしまう。

「そんなこと言いながら、幽実香さんの水着をいやらしい目で見ているわけですから、本当に業の深い人ですね」

　幽実香さんの隣ではるかが冷たく言い放った。気づかれてしまった。

「い、いや、別に見たくて見たわけじゃないっていうか、体が勝手に反応したというか……」

　ぼくは必死で弁明するが、はるかは眉まゆひとつ動かさないし、幽実香さんは不審そうにぼくを見ている。

「この人、幽実香さんでよからぬ妄想をしている可能性が非常に高いですよ」

「……なんか、怖い」

　教室の中で水着の写真を撮とっている二人の方が、絶対におかしいはずなのに、ぼくの方が変人扱いされているぞ。こんなの絶対におかしい！

「と、とにかく！　事情を説明してくれ！」

　無理やり話を引き戻す。

「わざわざ夏休み中に呼び出されたんだ。何か大事な用があるんだろ？」

　そう。今は夏休み。

　蝉せみたちがやかましく鳴き、太陽光が容赦なく降り注ぐ道を歩き、ぼくはここまで来た。わざわざ休み中に呼び出されて学校に来たんだ。

「竜たつ弥や君は別に夏休み中に用事なんてないじゃないですか」

　はるかははっきりと言う。竜弥というのはぼくの名前。山やま伏ぶし竜弥、この僥ぎよう倖こう学園に通う、健全で一般的な高校一年生である。

「まぁ、そんなに忙しいわけじゃないけど……」

「それに、夏休み中に部活動があるのは、そんなに不自然なことではないと思います。むしろ、当たり前のことです」

　はるかは足を肩幅に開き、腕を組んで、ぼくを睨にらむようにして言う。

「そりゃあ、部活動で学校に来るのは普通のことかもしれないけど……。だけど、ここは化学・物理部だろ？　今から何をやるんだ？」

　化学・物理部、通称は化ばけ物もの部ぶ。とても、夏休みにまで出てきて何か活動することがあるとは思えない。

「別に、何かの実験をするわけでも、研究をするわけでもないだろ？」

「そんなことするわけないじゃないですか」

　部活動で学校に来るのは当たり前、と言いながら、当たり前の活動はしないのかよ。

「それじゃあ、何をするのか説明してほしいな、部長」

　化物部の部長、はるかは軽く頷うなずく。

「永と遠わさんが来たら説明します……っと、どうやら来たみたいですね」

　教室のドアの磨すりガラスに巨大な物体の影が映った。

　高さはおよそ二メートル。ドアが開かれると、ドアの前に立っていたものの正体が明らかになった。

　それは円筒状の金属の塊だった。円筒の上部には、人面を模したレリーフが施されている。

　アイアンメイデン、和名は鉄の処女。教室の前に立っていたのは、アイアンメイデンという名の拷ごう問もん器具だった。なぜ、アイアンメイデンが教室の前に置かれているのか。いや、そもそもこのアイアンメイデンは誰だれかがここに置いたわけじゃない。

　アイアンメイデンは自ら歩いてそこまで来たのだ。

「随分と騒がしいな」

　アイアンメイデンが喋しやべる。正確には、喋ったのはその中身だ。この鉄の塊の中には女子高生が収納されている。

　アイアンメイデンの底からにょきっと足が生えてきて、それがちょこちょこと歩いてくる。

「永遠さんは聞いているんですか？　今日の部会の目的って」

　梶かじ原わら永遠。それが、アイアンメイデンの中に入っている少女の名前だ。今回の緊急部会にやってきた最後の一人である。

「大体は、な」

　もしかして、何も知らずに召集されたのはぼくだけなのか？

　永遠さんはぼくの隣に立つ。そして、足分だけ宙に浮いていた鉄の塊は、勢いよく着地した。

「……！」

　唐突に、足の甲に猛烈な痛みが走る。肉と骨が潰つぶされ、神経がちぎれそうになる。

　アイアンメイデンがぼくの足に落下したのだ。

「痛い！　痛い痛い痛い！」

「どうしたんですか、急に」

　はるかは極めて冷静だ。

「とにかく！　痛いんだ！」

「何が痛いんですか？」

「足！　足！」

「足がなぜ痛いんですか？」

　ああ、もう！　なんでこいつはこんなに冷静なんだ！

「踏んでる！　踏んでる！　永と遠わさん！」

　ぼくはアイアンメイデンをばしばし叩たたき、動かそうとする。しかし、永遠さんにはよく伝わっていないらしくアイアンメイデンは自ら動こうとしないし、ぼくの力ではアイアンメイデンは微動だにしなかった。

「あ！　永遠さん！　竜たつ弥や君の足を踏んでますよ！」

　幽実香ゆみかさんが目を見開いて、悲鳴に近い声をあげる。そう！　その通り！　早く助けて！

「今、助けます！」

　幽実香さんはぼくの足元に駆け寄ると、思いっきりぼくの左足を引っ張った。しかし、足の上に乗っている金属塊はそんなことでは何も変わらないくらい重い。

「痛い痛い！　ていうか、もっと痛い！」

「ん？　ああ、悪い」

　ようやく気づいた永遠さんが、アイアンメイデンを持ちあげる。足が生えたアイアンメイデンは、ちょこちょこ歩いて、少し離れたところで着地した。その振動で教室がわずかに揺れる。どれだけ重いんだ、あれは。

「竜弥君、大丈夫？」

　幽実香さんは泣きそうな顔でぼくの足を覗のぞき込む。いえ、絶対に大丈夫じゃないです。

　ぼくはその場に座り込み、上靴と靴下を脱いだ。潰つぶれた足の指は真っ青になっており、見ただけでダメージの大きさが分かる。そこに血が流れ込むたびに、ずきずきと痛む。

「……痛いてて」

「任せて！」

　そう言って、幽実香さんがぼくの足の指をぎゅっと握った。柔らかな手の感触が患部をそっと包む。

　心臓の鼓動が速まり、足のずきずきが速まる。

　この鼓動の高鳴りは、女の子に体の一部を握られたからだけじゃない。彼女の体がぞくっとするほど冷たかったからだ。

　この感覚は、何回目になっても慣れない。だけど、水着を着た美少女に足の指を握られるっていうこの構図は、悪い気がしない。

「どう？」

「ありがとうございます。ちょっと楽になりました」

「へへ。幽霊でよかった」

　そう言って、幽実香ゆみかさんは笑顔でピースサインをつくる。幽実香さんは何かの冗談を言っているわけではなく本当に幽霊である。交通事故で他界した女子高生が成仏できずに現世にとどまった存在。それが、彼女なのだ。

「それにしても、そのアイアンメイデンって、どれくらいの重さがあるんですか？」

　ぼくの力じゃ少しも動かなかった。そりゃあ、ぼくは腕力の強い方ではないけど、それでも全く動かせなかったのはショックだ。

「さぁ、量ったことないから分からないが、多分一トンもないとは思うぞ」

　そんなにあったら、ぼくの指は骨まで粉々に砕けているだろう。だけど、その数字にかなり近い重さはあるんじゃないだろうか。

「まさか、こんなに重いとは思ってもいませんでした……。よく持ち上げられますね」

「一応、吸血鬼だからな」

　永と遠わさんは普通に言う。これも冗談ではない。永遠さんは吸血鬼である。

　幽霊の少女。吸血鬼の少女。ぼくたちはこういった生物を化け物と呼ぶ。

　神話や昔話、童話の世界に閉じ込められた不思議な生き物たち。そういった化け物の存在は、一般社会では認められていない。だが、彼らは確かに存在する。

　ぼくたちが所属する化学・物理部、通称『化ばけ物もの部ぶ』は二人の本物の化け物が在籍する、世にも奇妙な組織なのだ。

「あの、無理を承知でお願いなんですけど……部室の中では危ないので、それを脱いでいてもらえませんか？」

　ぼくは遠慮がちにお願いしてみた。事実、ぼくは足を怪け我がした。こんなことがまたあったらたまったものじゃない。

「無理だ」

　永遠さんははっきり言う。

「えっと、それはやっぱり……」

「恥ずかしいからに決まってるだろ！」

「やっぱり、それか……」

　ぼくは肩を落とす。永遠さんは病的なほどに恥ずかしがり屋だ。いや、これはもう恥ずかしがり屋なんていう言葉で片付けられるようなものじゃない。人間の常識では計り知れないほどに他人の目を気にするのだ。だから、普段はアイアンメイデンの中に隠れて、人目につかないようにしている。そっちの方が逆に目立つ、という正論は、彼女には未来永えい劫ごう通じないと思う。

「全員揃そろいましたので、部会を始めます」

　はるかは冷たく言う。ぼくの足の心配は全くしていないらしい。この冷酷非道っぷりから考えるとはるかも化け物っぽいんだけど、意外なことにはるかは人間だった。

　全員が自分の席につく。永遠さんだけはアイアンメイデンの中に入りっぱなしのため座っていないけどね。

「さっそくですが、今回の議題を発表します」

　はるかはぼくたちを見まわして、静かに切り出した。夏休み中に無理やり集められ、一体何の話し合いが始まるというのか。

「正直に言いまして」

　全員がはるかに注目する。

「すごくお金が欲しいです」

　はるかは真面目まじめな顔をしている。

「ん？」

　何かの聞き間違いか？

「すごくお金が欲しいです」

　何でだろう。さっきと同じようにしか聞こえないぞ。

「おーかーねーがーほーしー」

　ぼくの納得していない表情を見て、はるかはわざとらしくゆっくりと同じ内容の言葉を口にする。

「金が欲しいってどういうことだよ！」

　ぼくは思わず立ち上がった。こっちは、休みなのにわざわざ地下鉄に乗ってここまで来ているんだ。ちゃんと説明を受けなければ納得できないぞ。

「そのままの意味です。お金が欲しいのです。どのセンテンスが理解できませんでしたか？　もしかして、日本語は苦手ですか？　一度、日本語学校でちゃんとした教育を受けることをお勧めしますよ。もしくは幼稚園に入りなおすか」

　こいつは基本的に毒舌だ。というか、言葉に対して配慮がなさすぎる。

「意味は分かってるよ！　ぼくだってお金があれば嬉うれしいからな。そういうことじゃなくて、どうして、それが今回の議題なんだよ！」

　はるかは何も言わずに黒板に大きく文字を書き始めた。何が始まるんだ？

　化ばけ物もの部ぶ財政難対策会議。黒板に書いた文字を、はるかは示す。

「現在、この部の財政は非常にまずい状態にあります」

　はるかは永と遠わさんに目配せをする。すると、アイアンメイデンの一部が開き、中から白い腕が生えてきた。その手は机の上に書類の束をのせると、再びアイアンメイデンの中に収納された。

「昨今の世界的な金融危機の煽あおりを受けて、銀行からの融ゆう資しがいくつか止められました。今、永遠さんに出してもらったのがそれに関する書類です」

「今まで銀行から融資を受けてたのかよ」

　そんな部活動聞いたことないぞ。

「ユーシ……」

　幽実香ゆみかさんが首を傾かしげている。もしかして、言葉の意味が分からないのかもしれない。

「融資というのは、お金を貸すことです」

　ぼくはこっそりと言う。

「そ、そんな言葉くらい知ってるよ！」

　そう言うと、幽実香ゆみかさんは顔を赤くした。そして、普段は滅めつ多たにしないのに腕を組んで、ふんぞり返った。

「わたしはバカじゃないもん」

　どうして、こんなに可愛かわいいんだろう。

「わたしたちの活動にはお金がいるのです」

　はるかははっきりと言った。化ばけ物もの部ぶの活動。それは、残念ながら化学や物理の道を進み、科学技術の発展を願うものではない。

　この部活動の真の活動。それは、この世界から化け物を駆く逐ちくすることだった。

「退魔師の活動にどれくらいのお金がかかるのか、知らないわけじゃないですよね？」

　はるかは肩をすくめ、ため息をつく。

　退魔師とは化け物を討伐する仕事。そして、ぼくとはるかは高校生でありながら、退魔師なのだ。とはいっても、情けないことにぼくは退魔師としてはかなり未熟者だ。そもそも、ぼくは今まで退魔師になることをずっと嫌がってきた。それが、最近になってようやく退魔師としての仕事の意味を理解してきた。

「それは知っているよ。ぼくだって退魔師だからな」

「ほう」

　はるかは目を細めた。

「昔はあんなに退魔師になるのを嫌がっていたのに、言うようになりましたね」

「まぁ、昔はな……。でも、今は前ほど化け物が怖くはなくなったし、色々と練習もしているんだ」

　はるかはさらに目を細める。

「多少は成長しているみたいですね」

「多少はね。それで、お金がかかるから、お金を集めなくちゃいけないってことか？」

「お金持ちのボンクラ息子が持つソラマメみたいな脳みそでは一ナノメートルも理解できないかもしれませんが、資金繰りというのは大変なのです」

「資金繰りは大変っていう一言でいいだろ」

　確かに、うちは名門と呼ばれる家柄だ。だけど、ぼくはそのことを引き合いに出されるのが嫌いだった。ぼくには自分の家は重荷すぎる。

「金が必要だから、緊急で部費を徴収するってことなのか？」

　夏休みに呼ばれて、金を払えというのも滅め茶ちや苦く茶ちやな話だが、本当に困こん窮きゆうしているのなら仕方ないか。

「徴収するだけでまかなえればいいんですが、なかなか難しいと思いますよ」

「どれだけ金がいるんだ？　まさか、万単位なのか？」

「ええ、まぁ」

「それじゃあ、ちょっと高いな……」

　持ち合わせでは払いきれないかもしれないな。

「とりあえず、今月中に一〇〇万円ほど用意する必要があります」

「えー！」

　ぼくと幽実香ゆみかさんの声が重なる。そりゃ、普通の感覚を持っていれば、叫び声もあげたくなるよ。

「銀行は部活にもお金を貸してくれるんだー！」

　……話題がずれすぎていた。彼女の宇宙と、ぼくらの宇宙では流れる時間の速さが違うんだと思う。

「ええ。若干、強ゆ請すり気味ではありますが」

　いや、その話題はもういい。

「今月中に一〇〇万円用意なんて、無理に決まってるだろ！」

「しかし、一〇〇万円を調達しないと、一部の銀行に返済ができません。一度でも不渡りが出ると、もうどの銀行からも融ゆう資しが期待できず、化ばけ物もの部ぶは破は綻たんします」

　どんな運営をしてきたんだ、この部活は。

「今からみんなでバイトしたとしても、さすがに一〇〇万円は返せないだろ」

　しかし、はるかの表情は変わらない。

「竜たつ弥や君、用意できませんか？」

「できないよ！」

「そうですか……。返せないとなると、もうアノ方法しかないですね」

「おい、なんだよアノ方法って！　絶対、なんか犯罪的なことを考えてるだろ！」

「そんなわけありません」

　はるかは真顔で言う。だけど、この顔を信じちゃいけない。絶対にこいつは、倫理に反する方法で解決しようとしていると思う。荒あら瀬せはるかという人間は、目的達成のためならば手段を選ばない。化け物を倒す目的の化物部に、化け物を仲間として招き入れているくらいなんだから。

「こんなことを言うのもアレだけど、一〇〇万円も借金したのははるかだろ？　そこは部長として、はるかがきっちりと返すべきだろ」

　いくら部の費用とはいえ、一〇〇万円もの借金をした責任は重い。そもそも、何にそんな大金を使ったんだ。

「随分とひどいことを言いますね。それでは、この部室のクラムチャウダーを無料で飲んでいる人には責任がないということですか？」

「え？　あれって部費で買ってたのか？」

　確かに、ぼくは部室にあるスープやらお菓子やらを、食べていいと言われていたし、実際に食べたこともある。

「でも、そんなの一〇〇万円には全然届かないだろ！」

「あれは外国から取り寄せているものなので、一パック五万円はします」

　絶対に嘘うそだ！　仮に本当だとしても、そんなことに金を使っているのなら、やっぱりはるかの経営に大きな問題があるだろ、どう考えても。

「さらに、紙です。竜たつ弥や君が『符ふ』をつくる時に使う紙。あれが高いんです。そういえば、最初に用意した紙と、完成した符の数を比べると、何枚か足りなくなっているようですが……」

　符というのは、紙に特殊な記号を描いたもので、ぼくのここでの仕事は、おもにその符をつくることだった。ぼくたちは化け物と対たい峙じする時に、符を使って戦うことが多い。

「えっと、あれは……」

「何十枚もミスをしていますね？」

　はるかは淡々と言う。だけど、その言葉には信じられないほどのプレッシャーを感じる。

　確かに、ぼくは記号を間違えたり、線の引き方を間違えたりして、何枚かの紙を無駄にしていた。

「だけど、実際に符をつくる時は、ミスはつきもので……」

「ミスを認めましたね」

「確かにミスをしたことは認めるけど、人間がやる作業なんだからミスも出るだろ。……そこは分かってほしい」

「ヒューマンエラーの範囲を超えています。竜弥君は人間じゃなくて、類人猿か何かなんですか？」

　確かに、ちょっとミスが多いかもしれないけど、そこまで言われたくはない。

「繰り返しますが、あの紙は特殊なもので、とても高価なのです。竜弥君はその認識がないんですか？　大した仕事もしないくせに、損失ばかり出すのは得意なんですね。厄介な穀ごく潰つぶしですよ」

「うぅ……」

　ミスを責められるのが怖くて、ぼくは何枚もの紙をこっそりと処分してきた。その部分には負い目もある。

「その分の損失、実費で払ってもらいましょうか」

「……いくらくらいなんだ」

　はるかは指を五本立てる。

「五千円か？」

　それくらいならまだ何とかなるか。

「本当にボンクラですね。桁けたが違いますよ」

　はるかはため息をついた。

「五万？」

　今までためてきた貯金を使わなくちゃいけない。

「一度、世間の常識を勉強した方がいいみたいですね。まぁ、この歳としでまだそんな寝ぼけたことを言っている人は、どれだけ勉強しても無駄でしょうけど」

「じゃあ、五〇万なのか？　さすがにそれは嘘うそだろ！」

「わたしが五〇万だと言っているんですから、間違いなく五〇万です」

「一枚一万円以上もするってことか？　そんなのあり得ないだろ！」

　符ふをつくるのに使う紙が特殊なのは知っているが、そんな値段ではないはずだ。昔、符の話を父さんから聞いた時の記憶では、せいぜい数百円だったと思う。

「何を勘違いしているんですか。ドルですよ、ドル。五〇万ドルです。外国から取り寄せているので、高いんです。関税がかかりますからね」

　絶対に、関税以外の何かが値段を一〇〇倍以上にしているだろ！

「そんなこと信じられるか！」

「納品書を見せましょうか？　こんなこともあろうかと用意してあります」

　そう言って、はるかは微笑ほほえむ。絶対に偽装したものを用意してあるな。はるかはそういうことが極めて得意なのだ。

「そんなの払えないぞ！」

「払ってもらえないとなると……アレがいいですか？　それともアッチがいいですか？」

　はるかが何を想定してアレやアッチを使っているのか分からないが、すさまじい悪寒だけは感じる。

　はるかに今までされてきた拷ごう問もんや虐待の記憶が甦よみがえる。

　こいつはやると言ったら、本当にやる女だ。

「……分かった。ぼくが悪かった。みんなで一〇〇万円集めよう」

　もう、そう言うしかなかった。

　しかし、一〇〇万円なんてどうやって集めるんだ？

「それで、部長。どんな策を用意してあるんだ？」

　永と遠わさんが静かに問う。はるかと永遠さんの付き合いは、部内の人間関係の中で最も長い。永遠さんははるかのことをよく知っているのだ。永遠さんは何かに気づいたのかもしれない。

「ええ、これからその話をします」

　そう言うと、はるかは一枚のチラシを取り出した。原色に近い色で派手に書かれた文字が並んでいる。

「渚なぎさの女王コンテスト？」

　ぼくと永遠さんがそのチラシの文字を読む。

「そうです。東ひがし浦うら海浜公園で毎年行われる、夏の一大イベントです」

　ぼくはチラシの内容を目で追う。どうやら、ミスコンの一種らしい。参加資格、開催日時、場所……。そして、ぼくの目はある場所で留まった。

「優勝賞金……一〇〇万円！」

「そうです」

　はるかは満足そうに頷うなずく。まさか……。

「化ばけ物もの部ぶは渚なぎさの女王コンテストに出場し、どんな手を使ってでも優勝し、一〇〇万円を奪取します」

「そんなに簡単に言うけど、一体誰だれが出るんだ？」

　そう言いながら、はるかの作戦がぼくにも分かってきた。

　本当に優勝を狙ねらえる人物をぼくは一人知っている。この化物部にはアイドルの卵が一人いるのだ。

「幽実香ゆみかさんです」

　はるかに指名されても、幽実香さんは気づかない。何か別のことを考えているようだった。

「確かに、幽実香さんならいけるかもしれない……」

　幽実香さんは生前、デビューイベントまで計画されていたアイドル予備軍だった。見るものを癒いやすその笑顔と、男性の視線をくぎ付けにするそのスタイルなら、素人参加のミスコンくらいなら勝ちぬけるだろう。

「考えたな」

　永と遠わさんも感心したように言う。

「わたしはいつも考えています。他ほかに一〇〇万円を稼ぎ出す方法がないのなら、この手段でいきますよ」

　他に手段など思いつかない。ぼくたち高校生には、一ヶ月もかけずに一〇〇万円を稼ぐことなんて絶対にできない。それこそ、こういった特殊なイベントに参加するくらいしかないと思う。

「異議なし。それなら本当に一〇〇万円を稼げるかもしれない」

　ぼくは賛成票を投じる。

「わたしも賛成だ。幽実香ならばいけるだろう」

　永遠さんもすぐに賛成した。それらの言葉を聞くと、はるかは軽く頷く。

「決定ですね。まぁ、初めからこの方法でいくつもりだったので、先ほどまで渚の女王コンテストのエントリーシートに貼はる写真を撮とっていたんですが」

　相変わらずのワンマンプレーだな。

「それなら、わざわざ集まって決をとる必要なかっただろ！」

　はるかは片かた眉まゆだけ上げる。

「決まっていることとはいえ、民主主義の鉄則を守ったまでです」

　言っていることは正しそうだが、絶対に心の中ではそんな殊勝な気持ちはないぞ、こいつ。

「そういうことなら、海で撮影した方がいいんじゃないのか？」

　アイアンメイデンの中から手が出てきて、写真を撮るようなジェスチャーをする。

「せっかく水着の写真を撮るのなら、室内の辛しん気き臭くさい写真より、広々とした海で明るい写真を撮とった方がいいだろう」

「確かに、ぼくもそっちの方がいい写真が撮れると思うな」

「そうですか。書類選考を突破するために、少しでもいい写真を撮らなければならないですからね。竜たつ弥や君も海で他ほかの女性の水着姿を見たいと言っていますし、海に行きましょうか」

「ぼくはどれだけ誤解されているんだよ！」

　ぼくとはるか、永と遠わさんが立ち上がる。主役の幽実香ゆみかさんだけが座ったままだった。

「そっかあ、部活にも銀行はユーシしてくれるんだ……。ユーシ、ユーシ……。ユーシってなんか可愛かわいい……」

　ぼくが彼女を理解するのに、あとどれだけの月日がいるのだろうか。





「わたしも海に来たかったんだ！」

　幽実香さんはぐっと握った拳こぶしを掲げる。

　学校からバスに乗って三〇分ほど。そこは人がごった返す海水浴場だった。都市の沿岸部は完全に工業地区で遊泳などできるわけもないのだが、少し離れた場所、ここ東ひがし浦うら海浜公園は夏の人気スポットだった。

「それじゃあ、もう一回、水着に着替えてきます！」

　さすがに、水着姿でバスに乗ることはできなかったため、幽実香さんは制服姿に戻っている。そこで、もう一度水着に着替えるため、幽実香さんは簡易更衣室へと走った。

　幽霊の服というのは、どうなっているのだろう。服までが幽霊なのか？　そうなると、幽実香さんは着替えをする時どうやっているんだろう？　学校では水着を着ていたから、他の衣装になることはできるみたいだけど……。ぼくはそんなことを考えながら、たくさんの人が遊ぶ海を眺めていた。

　そういえば、海水浴なんて最近はずっとしていないな。たまには海に入るのもいいかもしれない。楽しそうに遊んでいる人たちを見て、ちょっとうらやましくなってきたぞ。

「遊びに来たんじゃないですからね」

　ぼくの心を読むように、はるかが隣で小さく呟つぶやく。彼女は腕組みをして、冷めた瞳ひとみを海水浴場に向けている。

「でも、なんか海に来ると解放的な気分になるだろ？　海を見ているだけでテンションが上がる感じがしないか？」

「しません」

　はるかはばっさりと切り捨てる。

「海派じゃなくて、山派か？」

「海派とか山派とかいう言葉の意味が分かりません。わたしの気分が解放的になるようなことはありませんし、海でも山でもそこにいるだけでテンションが上がることはありません」

「それじゃあ、どういう時にテンションが上がるんだ？」

　はるかはぼくを睨にらむ。

「基本的に上がりません」

　やっぱりそうか……。

「あと、竜たつ弥や君が興奮しているのは、海が原因というよりも、ここにいる人たちの服装が原因なのではないですか？」

「そ、そんなことないよ」

　少し慌てるぼくの横で、低いうなり声が聞こえる。永と遠わさんだ。彼女はバスの中でもこの砂浜でもずっとアイアンメイデンの中。直射日光をガンガン浴びている鉄の拷ごう問もん器具は、中の温度をかなり高くしていることだろう。大丈夫なのか？

「暑い……これは……まずい……」

　心なしか、永遠さんの声に元気がない。これ、絶対に大丈夫じゃないぞ！

「暑いなら出た方が……」

　アイアンメイデンの中の温度がどれくらい高いか分からないが、かなりの高温になっていることは間違いない。そんな中に籠こもっていたら、いくら吸血鬼でも健康でいられるわけがない。

「こんなに人がたくさんいるところに出られるか！」

　アイアンメイデンから白い腕が生えてきて、ぼくの頭を殴った。女の子の力とは思えない剛腕だ。ダメージが脳にくるよ、脳に。

「そんなこと言っても、永遠さんが脱水症状か熱中症で死んでしまいますよ！」

「わたしは大丈夫だ」

　え？

「大丈夫じゃないのは、パソコンの方なんだよ。熱はパソコンの大敵だというのに……」

　永遠さんは早口にそう言う。

「パソコン？　それより、永遠さんの体の方が心配ですよ！」

「バカか！　今のノートパソコンを自作するのにどれだけ苦労したと思っているんだ！」

　ぼくは再び永遠さんに殴られた。彼女は命よりも大事なのがＣＰＵだし、現実世界にいる時間よりも、ネット世界にはまり込んでいる時間の方が圧倒的に長いらしい。

「でも、ここから出た方が……って、熱ッ！」

　ぼくはアイアンメイデンに触れた手をすぐに引っ込めた。既に、アイアンメイデンは目玉焼きが焼けるくらいの温度まで上昇している。

「アイアンメイデン自体に放熱ファンをつけておかなければいかんな」

　いや、絶対にもっと別の解決策があるはずだ。出てくるとか。

「お待たせしましたー！」

　そう言って、ビーチに一人の天使がやってきた。教室で見たのと同じ、真夏の太陽の光に輝く純白のビキニ。

　素晴らしい。

「いつまで、じろじろと見ているんですか」

　ぼくの横で、はるかが冷たく言う。

「別にじろじろとは見ていないぞ！」

「犯罪者扱いされても文句言えないレベルの卑ひ猥わいさでしたよ、顔が」

「どんな顔だよ、それ！」

　幽実香ゆみかさんはぐるっと回り、微笑ほほえみかけた。

「どうかな？」

「え、えっと、その教室で見たのとはまた違って……」

　どうかな、と問われても、ぼくはすぐに答えられない。そりゃ、可愛かわいいとか、美しいとか、セクシーとかいくらでも言葉はあるだろうけど、ぼくにはどれも素直に口に出すのは恥ずかしかった。

「と、とても……」

「いやらしいです」

　どぎまぎするぼくの言葉の続きをはるかが続けた。

「えー……。やっぱり、そういう風に見ているんだ。竜たつ弥や君を見る目がちょっと変わるかも……」

　胸元をおさえながら、幽実香さんはぼくから一歩遠ざかった。明らかにひいているじゃん！

「そんなこと思ってないですって！」

「嘘うそですね。そういう目をしていましたよ」

　弁明しようとするぼくをはるかが邪魔する。どうして、ぼくの部内での地位を下げようとするんだよ。

「しかし、撮影するにはそれくらいの方がちょうどいいと思います。それでは、さっそく撮影しますよ」

　そう言って、はるかがカメラを構える。すぐに、幽実香さんがポーズをとった。その姿はとても様になっていた。

　ぼくと永と遠わさんはずっとその様子を見ていた。

「やっぱり、幽実香さんは写真を撮とられるのに慣れてますね」

「ああ……。冷めないなぁ……」

「あのポーズ可愛いですよね」

「ああ……。メモリ高かったのにな……」

「ほら、周りの人たちも幽実香さんの方を見てますよ」

「ああ……。ハードディスク出しておいた方がいいかな。バックアップとっておけばよかった……」

「……聞いていますか？」

　ぼくは隣のアイアンメイデンを見る。

「ん？　何か言ったか？」

　ダメだ、この人。それからも永と遠わさんは中で、熱が、パソコンが、とずっとぶつぶつ言っていた。結局出てこなかった。

　その後も、撮影している幽実香ゆみかさんをずっと見ていたのだが、それもだんだんと飽きてきた。永遠さんもパソコンを冷やすことに手いっぱいらしくて、話し相手になってくれない。

「ちょっとその辺りを歩いてくるよ」

　一応、はるかに声をかける。しかし、はるかは片手を上げただけで何も言わなかった。あいつもあいつなりに熱中しているのかもしれない。

　夏の海だ。周りは水着かラフな格好の人ばかり。制服姿のぼくはかなり浮いている。そこで、できるだけ砂浜から離れ、海の見える松林を歩いた。木陰に入ると、幾分か暑さが誤ご魔ま化かされる。

　海浜公園の海水浴場から少し離れた場所。砂浜ではなく岩がむき出しになっている場所に出た。ここにはほとんど人がいない。

「ん？」

　遠くの方から誰だれかの声が聞こえてくる。歌声だ。ぼくはその声の方に誘われるように岬みさきの方に向かった。

　歌声はどんどん大きくなってくる。波が岩にぶつかり、白い泡粒が飛び散る。その音に負けないくらい大声で一人の少女が海に向かって歌っていた。

　……この人は何をしているんだろう。

　周りには誰もいない。その少女はアコースティックギターを首から下げ、それを必死でかき鳴らしている。

　右足はリズムをとるようにその場で岩を強く踏んでいた。

　少女の熱唱はどんどん勢いづいてきて、足踏みも勢いづいていく。

　その様子を見て、ぼくはだんだんと心配になってきた。曲の盛り上がりにあわせて、少女の動きも激しくなる。あのままだと……。

「ふぎゃ！」

　少女は全力で足を踏み外した。

「わ！」

　ぼくも思わず声をあげる。

　少女が海へと落ちた！

　急いで、少女がいた岩石の上に駆け寄り、少女が落ちた海を覗のぞき込む。数メートル下では白い泡が渦を巻き、打ち寄せる波がその上にのしかかる。

　少女の姿はない。

「どうしよう……」

　ぼくが飛び込んで助けるべきか？　だけど、そんなことをしたらぼくまで波にのまれて海中に引きずり込まれるに違いない。

　助けを呼びに行かなくちゃ！　きっと、海水浴場の方にはライフセーバーがいるはずだ。

「おーい」

　下から声がする。ぼくはぎょっとして、もう一度、岩の下を覗のぞき込んだ。すると、ちょうど岩の窪くぼ地ちにはまるように、先ほどの少女が座り込んでいた。

「そこの少年、ちょっとわたしを助けてくれないか？」

　少女はぼくの方に向かって手を振る。

「はい！　えっと、今から何か掴つかまるものを持ってきます。そこで待っていてください」

「いや、手を伸ばしてくれれば届くと思う」

　ぼくと少女の間はおよそ二メートル。いくらぼくが手を伸ばしても、少女の元には届かない。

「無理だと思います」

「大丈夫。できるって！　歌の力は無限大だから！」

　訳の分からないことを言っている。落下のショックで頭がおかしくなったのか？

「早く手を伸ばして！」

　仕方なく、ぼくは岩に寝そべって、右腕だけを彼女の方に伸ばした。

「オッケー。じゃあ、いくよ」

　少女は軽く何度かジャンプすると、思いっきり跳び上がった。女の子にしてはかなりのジャンプ力だったが、ぼくの手まではまだ届かない。そこで、彼女はギターを振り上げた。

　ぼくの手にギターのストラップが届く。その革製の紐ひもをぎゅっと掴み、ぼくは力いっぱい彼女を引き上げた。

　重い。想像以上に重いぞ。本人には口が裂けても言えないが、一人の人間というのは、女の子でも案外重い。それでも、歯を食いしばって彼女の体を引っ張り上げる。

　彼女の方も岩を蹴けるようにして崖がけを登り、何とか岩石の上まで這はい上がってきた。予想外に体力を使う仕事に息を切らせながら、ぼくは彼女と目を合わせた。

「いやぁ、悪いね、少年」

　少女は立ち上がると、ぱっぱっと自分の体についた砂やら土やらを払う。

　髪は日に焼けて茶色がかっており、肩くらいまでの長さで二つ結びにされていた。丸っこくてくりくりした目はじっとこちらに向けられている。大きな音符の書かれたシャツを着ていて、下は七分丈のジーンズ。地味ではあるが、いかにも夏っぽい。

「あたし、波は多た野の愛あ海み。礼を言うよ、少年」

　波多野さんは手を差し出してきた。一瞬戸惑ったが、その手を握り返し握手する。女の子らしい小さな手だった。背丈もはるかと同じくらいで小柄だ。

「無事でよかったです」

「少年の名前は？」

「山やま伏ぶし竜たつ弥やっていいます」

　波は多た野のさんが目を細める。

「山伏……」

　ぼくの家は退魔師の名家だ。同じ退魔師の中ではそれなりに有名である。もしかして、ぼくの家のことを知っているのか？

「珍しい名字だな。初めて聞いたよ」

　波多野さんは首をすくめてみせた。

「ここで何をしていたんですか？」

「歌っていたんだぜ、少年」

　いや、それは見ていたから知っている。そうじゃなくて、どうして、こんなところで歌っているのか、というところが疑問なのだ。

「えっと、波多野さんはよくここで歌っているんですか？」

「そうだね。最近はこの辺りが多いかな」

　ミュージシャンを目指す人が外で歌うことはよくあること。だけど、それはどちらかというと、人に聴いてもらうためであり、こんなほとんど人の通らないようなところで歌うこともないだろう。

「どうして、ここで歌っているんですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「どうしてかって？」

　波は多た野のさんはギターを首にかける。

「そんなの決まってるだろ？　ほら、見てみろよ」

　そう言って、波多野さんは両手を広げた。

　……え？　どういうこと？

　波多野さんはそのままの格好で動かない。自分で探せ、ということなのか？　ぼくは周りを見回すが、何かここで歌うメリットになりそうなものは見つからないぞ。

「分かりません」

　そう言うと、波多野さんは小首を傾かしげて、困ったように目を細めた。

「ここからは海が見える。波の音も聞ける。遠くには船が見える。それ以上に何か理由がいるかい？」

「そ、そうなんですか。何というか、歌の世界って奥が深いんですね」

「おうよ。歌の世界は無限大だからな。あたしはこういうところで歌うのが好きなんだ」

　そう言って、波多野さんはにかっと笑った。綺き麗れいに並んだ白い歯が印象的な笑顔だった。少し変わった人だが、本当に歌うのが好きなんだろうな、というのは分かった。

「少年、少し歩かないか？　引っ張り上げてくれたお礼に、いいものを見せてやるよ」

　波多野さんはぼくの返事を待たずに歩き始めた。

　不思議な人だ。それにやっぱり変な人だ。自分の話をずんずん進めていく強引さははるかと同じだが、はるかのような嫌味っぽさはない。どちらかと言えば、天てん真しん爛らん漫まんな印象。

「どこに行くんですか？」

「いいから来いって」

　スキップするように、波多野さんは進んでいく。

　ついていくべきなのかな。でも、あの人ちょっと変わっているし、関かかわらない方がいいかもしれない。

　先を行く波多野さんが振り返り、戻ってくるとぼくの手を引いた。

「え、えぇ？」

　いきなりのことに体がこわばり、心臓がぎゅっと小さくなった。

「さ、行くぜ」

「は、はい！」

　断じて言うが、彼女に対して下心があるわけじゃない。ただ、波多野愛あ海みと名乗る少女に不思議な魅力を感じたことは確かだ。

　今まで出会ってきたどの女の子とも違う、強引さと自由さと明るさ。

　ぼくの足は動きだした。もう少しだけ、彼女と一緒にいてもいいかな。

　しばらく歩くと、波多野さんは手を離し、ぼくの先を歩いた。波多野さんを追いながら、背中に話しかける。

「どこに行くんですか？」

「いいからついてこいって」

　しばらく松の並木道を進むと、再び海が見えるところに出た。そこは、遊歩道も整備されていないような、岩肌がむき出しになった崖がけの上だった。

「ここは？」

「ほら、サスペンスドラマとかでさ、犯人が追いつめられる場所あるだろ？　そんな感じじゃないか？」

　そう言いながら、波は多た野のさんは崖の縁に座る。手招きされて近づくと、さっき波多野さんが落ちたところよりもはるか下に海が見える。少なく見積もっても一〇メートル以上はありそうだ。

「こ、怖くないんですか？」

　男子が女子にこんなことを訊きくのも情けないが、岸壁に腰かけて、足をぶらぶらしている波多野さんを見ていると、こっちの方が怖くて見ていられなくなる。ましてや、この人は実際に一回落下している。さっきの落下の様子がフラッシュバックした。

「大丈夫だよ。ここに座ってみな。海は広いぜ」

　そう言われて、高いところは怖いから無理です、と言うほど情けない男でもない。やるしかない。男を見せろ、山やま伏ぶし竜たつ弥や！　ぼくは勇気を振りしぼって、波多野さんの隣に座った。

　下を見ないように、視線をまっすぐ前に向ける。すると、目の前に広がる海が、空に溶け込む世界が広がった。青い空と青い海の境界は曖あい昧まいで、その様子を見ていると、自分が海面から少し高いところにいることなど気にならなくなってくる。

「ここ、いい場所だろ？」

　波多野さんはヒマワリみたいに笑う。

「本当ですね」

　潮風が吹き抜ける。街の中にいた時は我慢できなかった暑さは、不思議とここでは感じられない。

「よく一人で歌いに来ているんですか？」

「ああ。歌はいい。歌っている時はさ、何ていうか、自由だよな」

　歌は自由、か。なんだか、吟遊詩人みたいだな。

「少年、歌は好きか？」

「カラオケに行くことはありますけど、そんなに上う手まくないんで……」

「おいおい。歌は上手いかどうかじゃないだろ。歌は相手に魂を伝えられるかどうかだろ」

「ロック歌手みたいですね」

「自分の魂が伝われば、相手の魂もこっちに伝わる。それが音楽だぜ」

「そうなんですか」

「そうなんだ」

　波多野さんはギターを構え、弦をはじいた。

　綺き麗れいな音だ。

「ところで」

　そう言いながら、波は多た野のさんはぐっとぼくの方に寄ってきた。さっき手を握られた時と同じように、心臓がぎゅっと縮む。

　彼女は首を伸ばして、顔をぼくの顔の目の前に持ってきた。

「少年はここで何をしているんだい？　あたしの歌を聴きに来たのかい？」

　いや、普通に考えてそれはないだろ。

「知り合いが、今度東ひがし浦うら海浜公園でやる渚なぎさの女王コンテストに出場するんです。だから、そのエントリーシートに使う写真を撮とりに来たんです」

「へぇ、そんなのがあるんだね。少年もそれに出場するのかい？」

「いや、女性限定ですから。応援には行くと思いますけど」

「そうか」

　そう言うと、波多野さんはにやりと笑う。

「いいこと聞いたよ」

　そう言うと、波多野さんはギターを弾き始めた。

「今の話でインスピレーションが湧わいてきた。一曲聴いていくかい？」

　ジャンジャンとギターをかきならし、波多野さんは歌い始めた。歌には歌詞がなく、音楽に合わせてラララと言っているだけだ。

　その時、ぼくの携帯電話が鳴った。永と遠わさんからのメールだ。

『もうすぐ撮影が終わるから、部長が怒りだす前に帰ってきた方がいいぞ』

　永遠さんの心遣いに感謝。ぼくの合流が遅れたら、はるかにどんなひどいことをされるか分からない。

「ごめんなさい。そろそろ、ぼく行きます」

「そうかい？　もう少し聴いていってもいいんだぜ？」

　ギターを止め、波多野さんは残念そうな顔をした。

「いえ、友達が待っているんで」

　そう言いながら立ち上がった。

「こんないい場所を教えてくれてありがとうございました」

　一礼すると、ぼくは松並木の方に戻った。

「おーい、少年！」

　振り返ると、波多野さんが絶壁に立ち、こちらに向かって手を振っている。

「あたしの魂は伝わったかい？」

「はい！」

　ぼくはできるだけ大きい声で言った。すると、波多野さんは満足そうに頷うなずくと、海に向かって歌い始めた。

　やっぱり変な人だ。



　砂浜の方に戻ると、既に写真撮影は佳境に入っていた。

「いいですよ、いいですよぉ。もっと誘うような表情で」

　はるかはそう言いながら、シャッターを切る。幽実香ゆみかさんは恍こう惚こつの表情だ。完全に、はるかに乗せられている。

「もう、いっそその水着を脱いでしまいましょうか」

　幽実香さんが催眠術にでもかけられたように、肩ひもに手をかけたところで、慌ててストップをかける。

「何をさせているんだよ！　そんな写真が、エントリーシートに使えるわけないだろ！」

　はるかは残念そうな顔をしてカメラを下ろした。

「他ほかに使い道があると思いまして。もしかしたら、ミスコンなどに出なくても、一〇〇万円を稼ぎ出せるかもしれませんよ」

　堂々と外道なことを言ってのけるはるか。こいつは、本当にダメだ。

「そんなことは絶対に許さないぞ！」

「冗談ですよ」

　絶対に本気だっただろうな。

「まぁ、とりあえず必要な写真は揃そろいました。これくらいでいいでしょう」

　そう言って、はるかはカメラをしまった。

「あのぉ」

　幽実香さんが遠慮しがちに手を挙げる。

「せっかく水着を着ているので、ちょっとだけ海に入ってきていいですか？」

　周りはみんな海で遊んでいる。幽実香さんもその雰囲気に流されているのだろう。はるかは後ろで手を組み、首だけ動かして海の方を見た。

「別にいいですよ。せっかくですから、海で遊んでいる写真も撮とりましょうか。そちらの写真の方が、もしかしたら渚なぎさの女王にはふさわしいかもしれませんね」

　そう言われると、幽実香さんは大喜びで、跳ねるように海へと走っていった。

　僕も水着だったら一緒に海辺で遊びたかった。ビーチボールで簡単なバレーをしたり、スイカ割りをしたり……。そんな妄想が頭を駆け巡る。

　大はしゃぎの幽実香さんが海に飛び込んだ時、そこからまばゆい光が広がった。周りの一般客たちも突然の発光に驚いている。

　何が起こったんだ！　ぼくも突然のことに驚き、目を細めて、光の中心がどこなのかを探す。

　光源は幽実香さん……？

「めきゃー！」

　幽実香さんは日本語以外の言語で悲鳴をあげている。光は幽実香さんの足元から放たれている。

「あ。まずいですね」

　呆ぼう然ぜんとするぼくの横ではるかが冷静に言う。

「あれは成仏しかけてますよ」

「は？」

　ぼくははるかの肩を掴つかんだ。

「どういうことだ！」

「海水は塩分を含んでますからね。塩で霊体が清められているんです」

　淡々と放たれた言葉に、ぼくは目を丸くする。

「早く助けてあげてください。放ほうっておくと成仏しますよ」

　はるかの言葉を最後まで聞く前に、ぼくは幽実香ゆみかさんの元に走り出していた。幽実香さん自身はもう意識が遠くにいっているらしく、天を見上げたまま固まっている。

「大丈夫ですか？」

　ぼくは幽実香さんを砂浜に引きずりだす。

「お……お花畑が……おいしいです……」

　完全に幽実香さんがおかしくなっている。……いや、おかしいのはいつも通りか。

「どうしよう」

　慌てるぼくの横にはるかがいつの間にか立ち、普段通り腕組みをしている。砂浜に横たわって少しも動かない幽実香さんをぼくたちは見つめる。

「大丈夫ですよ。これくらいの状況なら、何もしなくてもそのうち回復すると思います」

「そうなのか？」

「ええ、多分。……いや、まずいですね」

「まずいって……、やっぱり大丈夫じゃないじゃないか！」

　ぼくはいつもの無表情かつ無関心な態度に腹が立った。バケモノとはいえ、幽実香さんは化ばけ物もの部ぶの大事な仲間だ。そりゃ、幽霊にしてみたら成仏した方が幸せなのかもしれないけれど、こんなお別れの仕方はあんまりだ！

「そういうことではありません。幽実香さんが海に入れないことがまずいのです」

　は？　この状況で何を言っているんだ？

「どういうことだよ？」

「チラシに書いてあったでしょう。渚なぎさの女王コンテストは一次審査と二次審査があるんです」

　確かにそう書いてあったような気がする。だけど、ぼくはその内容まで読んでいなかった。

「まさか、読んでないんですか？」

「いや、ぱっと見ただけだから、詳しくは読んでないけど……」

「この世界には、文字の勉強をしたくてもできない人がたくさんいるというのに、竜たつ弥や君ときたら……。すぐに文章を読む能力を世界中の恵まれない子どもたちに分けてきてください。ついでに、お腹なかが空すいたので、何かお菓子を買ってきてください」

　相変わらず無茶を言う奴やつだ。あと、最後の一言はいらない。

「見落としただけだって。それで、一次審査と二次審査って何なんだ？」

「一次審査が水着でみんなの前に出て行う自己アピール。その一次審査を通過した人が出場する二次審査は……」

「遠泳だ」

　隣に移動してきた永と遠わさんがはるかの後に続けた。アイアンメイデンの中から手が出てきて、近くの島を指す。

「あの島まで泳いでいき、またこっちに帰ってくる」

　島まではそれほど距離があるようには見えないが、泳いでいくのは大変そうだ。

「往復で一キロメートル近くある。泳ぎ慣れていない人間には結構ハードだぞ」

　一キロメートルの遠泳なんてしたことない。

「どうしてミスコンで遠泳しなくちゃいけないんだよ」

「そんなの知りませんよ。渚なぎさの女王というくらいですから、泳げなくちゃダメなんじゃないんですか？」

「そんな大おお雑ざつ把ぱな理由じゃないだろ……」

「理由はともかく、遠泳は毎年恒例です。そして、遠泳で一番早く戻ってきた女性が、渚の女王になるのです」

　はるかが眼鏡めがねのつるに手をかけ、位置を直す。その視線の先には、未いまだに意識の戻らない幽実香ゆみかさんがいた。

「まぁ、最初から幽実香さんの泳ぎにはあまり期待していませんでしたが、これは本格的によくないですね」

　よくないどころか、完全に出場不能だろう。そんな話をしているうちに、幽実香さんがぴくりと動いた。

「ダメだよ……。それは食べるものじゃなくて、すりつぶして敵にぶつけるもの……。はう！」

　目を見開いた幽実香さんは辺りをきょろきょろと見回してから、ふぅ、と安あん堵どの息をもらした。

「どんな夢を見ていたんですか……」

　ぼくはいつも通りの幽実香さんが帰ってきたことに、ほっと胸を撫なでおろす。本当によかったぁ。

「わたしは一体……」

「成仏しかけていました。幽実香さんに塩は危険なようですね。今後は、しょっぱいものを食べる時も気をつけてください」

　はるかに注意され、幽実香さんは敬礼のポーズをとって了解の旨を伝えた。だけど、幽実香さんはあと数時間すれば自分の弱点が塩だということを忘れてしまうだろう。そうなれば、塩ラーメンが食べたいとか、塩辛が食べたいとか、ポテトチップスは塩味がいいとか言い出しかねない。幽実香ゆみかさんはそういう人なのだ。ぼくがしっかりと見ていなくちゃ。

「困りましたね」

「どうするんだ？」

　永と遠わさんが、あまり困っているようには見えないはるかに尋ねる。はるかは基本的にどんな状況でも表情を変えないので、彼女がどれくらい困っているかの判断は難しかった。

「出場自体を再考する必要がありますね」

「えー！」

　幽実香さんが悲鳴をあげる。

「わたし、出たいです！」

「でも、一次審査を勝ち抜くと、二次審査で遠泳があるんですよ」

　ちゃんと幽実香さんに説明しなくちゃいけない。

「幽実香さん、海に入ったら成仏してしまうんですよ！」

　幽実香さんは目を丸くする。

「でも！　……わたし、自分がどれくらいみんなに認められるか確かめたいんです！」

　彼女の目は真剣だった。

　幽実香さんは元々アイドル志望。その実力がどこまで認められるのか、チャレンジしたいのか。凄すごいアイドル魂だ。

　幽実香さんとぼくの視線がはるかに向けられる。はるかは腕を組んだまま数秒間沈黙した。

「……まぁ、できるだけ幽実香さんに出場してもらう方向で考えていきます」

「本当ですか！」

「ええ。とりあえず、写真撮影は終了したので、今日は解散にしましょう」

　幽実香さんは跳ねるように、更衣室の方へと走っていった。

「実際問題として、あの様子じゃ遠泳は無理だろ」

　幽実香さんが見えなくなると、ぼくは言った。その言葉にはるかは素直に頷うなずいた。

「それで、どうするんだ？」

　今度は永遠さんが尋ねる。彼女の声も心配そうだった。

「明日、幽実香さんには秘密で、三人で集まりましょう。朝八時に学校に来てください。実は、もう一つ考えていることがあるんです」

「一〇〇万円稼ぐ方法が、他ほかにもあるのか？」

　他に大金を稼ぐ方法があるとは思えない。

「ええ。幽実香さんは想像以上に渚なぎさの女王コンテストに対して乗り気ですから、彼女には秘密にしておきましょう」

　何かの聞き間違いか？　今、はるかが人の気持ちを慮おもんぱかるような発言をしたぞ！　明日、地球が滅亡するんじゃないのか？

「邪魔されても困りますからね」

　そういうことか。

　幽実香ゆみかさんが帰ってくると、水着を受け取ったはるかは永と遠わさんと一緒に先に歩き始めた。幽実香さんもその後をついていく。それは、学校の方へ向かうバスが停まるバス停の方向だった。東ひがし浦うら海浜公園からなら、ぼくの家の方に直接向かうバスが出ている。僕は一人だけ、三人とは違う方向へと歩き出した。

　潮騒の海辺を後にして、蝉せみがやかましく合唱するバス停までの道。そこで、予想外の人物に出会った。

　さっきギターを弾いていた女の子、波は多た野のさんだ。彼女はギターのケースを背負い、突然横道から現れた。彼女のギターケースは深い緑色に塗られており、甲羅のような模様が描かれていて、少し気持ち悪い。

「あ！　さっきの少年！」

　波多野さんの方から先に声をかけてきた。

「また会ったな」

　真夏の太陽もかすむような底抜けに明るい笑顔だった。

「そうですね。帰るところですか？」

「ああ、バスで帰るんだ」

　アスファルトの熱気に揺らめく遠くから、バスが迫ってくるのが見えた。

「あ。バスが来ましたよ」

　ぼくはバス停の時刻表の近くへと走った。波多野さんも走って追いかけてくるかと思ったが、彼女は走らない。ゆっくりと動くだけだ。

「バス来てますよ。急いだ方が……」

「そう急ぐなよ、少年。焦るウサギは負けたんだぜ？」

　何を言っているんだ、この人は。ぼくは波多野さんを置いて、バスに乗り込む。案の定、波多野さんは乗り遅れ、バスは無情にものっそりと歩く波多野さんを取り残した。運転手さんに、もう少し待ってください、と言う隙すきもなかった。

　最後部の座席に座ったぼくが後部ガラスからバス停の方を確認すると、焦ることなくバスを見送る波多野さんと目が合った。やっぱり、焦っているようには見えない。

　彼女は微笑ほほえんでいた。鼻歌を歌うように、わずかに唇を動かしながら。

　何だろう。急に胸に不安が湧わいてくる。心が不安定になり、恐怖とも嫌悪ともいえない、妙に落ち着かない気分になる。

　彼女は何をしているんだ？　何を歌っているんだ？

　次の瞬間、耳を劈つんざくようなブレーキ音とともに、体が激しく横に揺れた。

　いきなりのことで、防御の体勢をとることもできないまま、ぼくはバスの通路へと投げ出された。他ほかの乗客も突然の出来事に右へ左へと翻ほん弄ろうされ、人が折り重なって倒れる。人々の激しい悲鳴があちこちでサイレンみたいに鳴り響いた。

　追い打ちをかけるように、高音と重低音が混じり合った激しい衝突音と衝撃が体を貫いた。ぼくは床に顔をへばりつけながらも、バスの先頭が道みち脇わきの崖がけに正面から追突したのを見た。

　フロントガラスが砕け、いかれたワイパーが歪いびつな音を立てながら動き出す。

　血を流している人がいた。泣きじゃくる子どもがいた。

　ぼくはふと背筋に冷たいものを感じる。

　よろよろと立ち上がり、バスの窓から外を見ると、そこには波は多た野のさんがいた。

　彼女は、まだ笑っていた。嬉うれしそうに。楽しそうに。





「たっちゃん！」

　家に帰ったぼくに、姉さんがいきなり飛びついてきた。こういうことは日常茶飯事なので、別に取り立てるほどのことではないんだけど、ぼくは事故でちょっとだけ首を痛めていた。抱きつかれると、そこに鈍にぶい痛みが走った。

「痛いよ、姉さん！」

「その痛みが愛の深さよ。やがて、その痛みが気持ちよさに変わるから」

　そんな日は絶対に来てほしくない。

「というか、本当に痛いんだよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「なんでよ。これくらいの抱ほう擁よう、いつものことじゃない」

　そう言って、振り回すくらいの勢いで、姉さんはぼくを揺さぶった。

　彼女は山やま伏ぶし椛もみじ。神様の試練なのか、ぼくとこの見た目だけは美しい女性の関係は姉弟。山伏椛はぼくの姉だった。

　ポニーテールの綺き麗れいな髪と整った顔立ち。普段の身のこなし方は大和やまと撫子なでしこそのもので、とても繊細で女性らしい。そのため、姉さんのことを知っている人は、男女問わずぼくのことをうらやましがったりする。だけど、実際はそうじゃない。みんな姉さんの本性を全く知らないだけなのだ。

「何かあったの？」

　姉さんは心配そうに尋ねてくる。仕方なく、ぼくは先ほどバスで事故にあったことを伝えた。

「一応、バス会社の人が後から正式に謝罪に来るって言ってたけど……」

　姉さんの顔が一気に青ざめる。

「バ、バスが、じ、事故？」

　姉さんは心配性である。いや、『心配性』なんて普通の言葉では、彼女の猟りよう奇き性せいは全然表現できていないな。そう、姉さんの心配性はもはや危険なレベルなのである。心配しているのに危険、という矛盾なんか粉々に打ち砕くほど、姉さんはパワフルかつ超越的にぼくのことを大事にしてくれる。心配されすぎて危ないっていう、本当に訳の分からない人なのだ。

「さっき、テレビで事故のニュースをやってたけど、あれにたっちゃんが乗ってたの？」

　姉さんは唇を震わせながら尋ねてくる。

「う、うん」

「怪け我がしたの？」

　姉さんの声色がだんだん怖くなる。

　やばい。これはまずい兆候だ！

「いや、全然怪我はしてないよ！」

「でも、さっき痛いって言ってたじゃない」

　姉さんは微笑ほほえむ。その笑顔の底には、悪鬼が潜ひそんでいることを直感する。彼女の中の修羅を感じ取り、体が戦おののく。

「嘘うそだよ、嘘！　姉さんに抱きつかれて痛いわけないじゃないか」

「壊してこようか、たっちゃんを傷つけた奴やつら」

　体から冷たい汗が噴き出す。やばい、これは本当にやばい。

「うっわーい！　なんだか、体が軽いよ。こんな爽そう快かいな気分は初めてだ！」

　痛みを我慢し、満面の笑みでぼくは叫んだ。

「無理、してるよね？」

　まずい。まずい。まずい！

　姉さんの体が小刻みに震え始める。怒ってる！　姉さんが怒ってるよ！

「人間相手に本気だしても……いいよね。たっちゃんを傷つけたんだもん。そんな奴やつは人間じゃなくて、鬼畜と同じ」

「ちょっと待ってよ！　姉さんが本気出したら、本当に死人が出るよ！」

　姉さんが本当にバス会社に対して怒りをぶつけたら大事件になる。絶対になる！　テレビや新聞に、凶器を持った女子高生が暴れた、なんていうニュースを提供するというレベルじゃない。街は燃え、人々は泣き叫び、怪け我が人にんはもちろん、戦死者が出るかもしれない。

「本当に平気だからいいよ！」

「フル装備でいくわ。安心して」

　安心どころか不安が倍増したよ！

　姉さんの喧けん嘩かは一個人が起こす事件のレベルではない。凶悪なテロ組織の犯罪、あるいは局所的な紛争レベルの事件に発展する可能性がある。

「お願い。本当に大丈夫だよ。そりゃ、怪我はしたけど、大したことはないから！」

　姉さんには全すべてを燃やしつくし、ありとあらゆるものを破壊しつくす。それを可能にするだけの火力がある。

「そこまで言うのなら、いいんだけど……」

　姉さんが少し落ち着いてくれた。よかった。今回の事故でバス会社はかなりの社会的ダメージを負っているはずだ。もちろん、制裁は受けなければならないにしろ、不必要な物理的攻撃を受けることもないだろう。

「だけど」

　姉さんは不思議そうにぼくを見つめた。

「どうしてバスなんかに乗ったの？　いつも学校に行く時は地下鉄でしょ？」

「ああ、東ひがし浦うら海浜公園に行っていたんだよ」

「え？　どうして？」

　なんだか、別の方向で話が面倒になってきた気がする。

「簡単に説明すると、友達が渚なぎさの女王コンテストに出場するんだよ。だから、そのエントリーシートに使う写真を撮とりに行ったんだ」

「な、な、な……」

　姉さんの肩がわなわなと震え始める。その様子を見て、ぼくもなんだか恐ろしくなってきた。何か触っちゃダメなスイッチに触ってしまったらしい。

「渚の女王コンテスト！」

　姉さんが吠ほえる。ぼくは思わず五歩ほど後ろに下がった。

「渚の女王コンテストに友達が出る？　友達っていうのは、つまり女の子？　渚の女王だから、つまり女の子なのね！」

「は、はい」

　なおも後ずさりするぼくに、姉さんはものすごい勢いで迫ってくる。ぼくは壁際まで追いつめられた。

「そのお友達とは、どんな関係なのかしら？　何以上何未満なの？」

「他人以上恋人未満だよ。友達なんだから」

「それじゃあ、その人をクォークレベルでこの世界から消してしまっても構わないってことね？」

「どういう発想だよ、それ！　たとえ赤の他人だったとしても、そんなの認めないよ！」

　ああ、と言って姉さんが崩れた。いきなりのことに、ぼくも驚いた。繰り返すが、姉さんは心配性なだけなのだ。ただ、それが病的なレベルだからこうなってしまう。

「渚なぎさの女王コンテストといえば、参加者は水着着用強制の欲望渦巻く淫いん靡びな盛り場……」

　この人は海辺の爽さわやかなミスコンにどんなイメージを持っているんだろう。

「その自称友達とやらは、真夏の解放的な雰囲気と自らの肉体を武器にたっちゃんを誘惑する気なのね……」

「いや、そういうのじゃないから。本当に」

「たっちゃんは免疫がないから、あっという間に陥落されちゃう！」

「おーい、帰ってきて」

　ぼくは姉さんの顔の前で手を振ってみる。しかし、目の焦点は合っておらず、独り言のようにぶつぶつと言葉を呟つぶやくだけだ。

「きっと、自分の体をたっちゃんにすりつけといて、ごめんね、とか言って、偶然を装ってたっちゃんの意識を自分の方にもっていく作戦ね」

「妄想はその辺で……」

「たっちゃんは優しいから、きっと女の子に手を上げることなんてできない。はう！　もしかしたら、人ひと気けのない岩場に連れ込まれ、服を無理やり……。悲鳴をあげても、誰だれも助けに来られない状況で無理やり……そんなの許せない！」

　ぼくはどれだけ女々しい男だと思われているんだろう。

「たっちゃん、渚の女王コンテストの当日には行かないよね？」

　幽実香ゆみかさんの晴れ舞台だ。応援に行かないわけがない。

「行くよ、友達が出るわけだし」

「薬物で眠らせて、鎖で縛られても？」

「そんなことしたら、姉さんとは永遠に口をきかないからね」

　はっきり言っておかないと、本当にやりかねない。

「……ぬぬ。あ！　それじゃあ、決めた！」

「決めたって、何を？」

　にんまりとする姉さんを見て、ぼくは確かに身の危険を感じた。まさか、ぼくを全身打撲にして動けなくするとか？　冷たい汗が背中を伝う。

「わたしも出る！」

「は？」

「だから、わたしも出場する！」

　一体、何を言い出すんだ。

「な、何に？」

　一いち縷るの望みをかけて、一応訊きいてみる。

「そんなの話の流れから分かるでしょ？」

「近所の盆踊り大会？」

「そんなの一言も出てないでしょ！　渚なぎさの女王コンテストよ！」

　姉さんはにやりと笑う。

「たっちゃんに、わたしの魅力をしっかりと教えてあげるわ♪　たっちゃんを惑わすバカ女なんかより、わたしの方がずっと素敵だってことをね！」

　面倒なことになった。とても、面倒なことになってしまった。

「うふふ……ぶっ潰つぶしてあげる……」

　姉さんは拳こぶしからボキボキと音を立たせ、独り言を言いながら、自分の部屋の方に消えていった。大会の趣旨を誤解していないか？

「お坊ちゃま」

　いきなり背後から声をかけられ、ぼくは驚いた。声の主は西さい園おん寺じ是これ清きよ。この山やま伏ぶし家にずっと仕えている使用人だ。白髪の老人で、ずっと昔から同じような見た目の人だ。いつも音もなく現れ、ぼくの心配事や悩みを解決してくれる。

「東ひがし浦うら海浜公園周辺はお気をつけください」

「うん。姉さんが本気みたいだからね」

　本当に恐ろしいことが起こる気がする。

「そうではございません」

　そう言って、西園寺はぼくに新聞紙を渡した。西園寺が示したページには、原因不明の海難事故、という文字があった。

「東浦の辺りでございます」

　記事をざっと読むと、多くの船が行方不明になっているらしいことが書いてあった。中には、船は見つかったものの船員がいなくなっていたという、メアリー・セレスト号事件のような例もあるらしい。

「でも、これって船が行方不明になるって話だろ？　ぼくたちがやるのは遠泳だから大丈夫だよ」

「そうだとよいのですが……」

　西園寺は心配そうに頷うなずく。海難事故なんかより、姉さんの方が何万倍も恐ろしい。ぼくは本気でそう思っていた。



    

  
    
      
第二章　死ぬ気で稼げ一〇〇万円





　翌日の朝八時。ぼくたちは学校の正門にいた。幽実香ゆみかさんを除く化ばけ物もの部ぶのメンバーだ。

「それで、どうやって一〇〇万円も稼ぐんだ？」

　はるかは私服。ぼくも動きやすい服装で来いと言われたので私服だ。永と遠わさんはいつも通りの格好、つまり拷ごう問もん器具だった。

「バイトをします」

　はるかははっきりと言う。

「バイトをするって言っても、一〇〇万円をすぐに稼ぐのなんて無理だろ」

「いえ、それが可能なバイトを見つけてきました」

　はるかは無表情のまま、当然のことのように言い放つが、そんな言葉を素直に受け入れられるほどぼくだって世間知らずじゃない。わずかな時間でそれだけ稼げるバイトなんて、いかがわしい仕事しかないはずだ。

「絶対に怪しい仕事ばっかりだな」

　ぼくは断言した。絶対に、間違いない！

「そんなことありません。わたしがそんな仕事を選んでくるわけないじゃないですか」

　はるかは腕を組み、上目遣いでこちらを睨にらんできた。

「いや、はるかだから心配なんだよ！」

「それは、どういうことですか。銀河で一番信頼できる人物ですよ、わたしは」

「よくそんなことが言えるな」

　はるかの真面目まじめな表情を見ていると、冗談ではなく本気でそう信じているのが分かる。

「具体的に、どんな仕事を調べてきたんだ？」

「例えば、永遠さん向けのやつですとこんなのがありますよ」

　そう言って、はるかはかばんから紙の束を取り出した。かなりの量のバイトを調べ上げてきたみたいだ。

「えっと、個室で男の人と二人っきりになって、その男の人のいいところを見つけて、一時間言い続ける。これが時給一万円です」

「どう考えても怪しすぎるだろ！」

　そんな仕事が成立している時点で、現代社会の闇やみを見た気分になるな。

「もしも、変な客で永遠さんに手を出そうとしてきたらどうするんだよ」

「基本的にお店が守ってくれますし、いざとなれば永遠さんに敵かなう人間はそうそういませんから、拳こぶしでお店のルールを教えてあげればいいと思いますよ」

　確かに、吸血鬼の腕力は人間の何十倍もある。相手がまともな人間なら永遠さんに傷ひとつ負わせることはできないだろう。

「もしも、相手のいいところが見つからなかったらどうするんだ？」

　永と遠わさんが質問する。まぁ、普段から褒められるところが多いような人は、そんなお店には来ないだろうからな……。

「どうなんでしょうね。とりあえず、名前とか、雰囲気とか、そういうところを褒めておけばいいんじゃないですか？」

　そんなんでいいのか？

「そうか。簡単なんだな」

「ちょ、ちょっと！　まさか、やるつもりなんですか？」

「いや、ちょっと気になったから聞いただけだ。それに、初対面の人と話すなんて無理だ！」

　そりゃそうだ。いざとなれば人間を軽くひねりつぶせる永遠さんでも、そもそも会話ができないのなら仕事にならない。

「それじゃあ、これはどうですか。箱の中に足を突っ込んで、中にいる男の人を踏むバイトです。靴下ありで時給一万円。靴下なしだとなんと時給一万五千円です」

「もっと怪しいだろ！」

　そんなの高校生がやっていいバイトじゃない。絶対に、社会の風紀を乱すことになる。

「それは、話さなくてもいいのか？」

「基本的に踏むだけです」

「力加減を間違えると、踏みつぶしてしまうかもしれないんだが……」

「そういう問題じゃないですよ！」

　そんな仕事、やっぱり永遠さんにさせるべきじゃない。

「まぁ、別に踏みつぶしてもいいんじゃないですか？」

「ダメ、絶対！」

「竜たつ弥や君用にはこんなのがあります。えっと、写真モデルです」

　写真のモデル？　ぼくが？

「雑誌などに掲載されるものではなく、一般の写真愛好家たちのためのモデルです。基本的な仕事は被写体になることですが、バイト中は何を言われてもその通りにすること、体を触られても文句を言わないこと、絶対に後で裁判などを起こさないこと、などの条件がついています。撮影が三〇分でその後の親しん睦ぼく会かいが二時間です。親睦会中もバイトの時間に含まれ、あわせてバイト代が八万円です」

「怖すぎるよ、その仕事……」

　悪寒が体を駆け抜ける。親睦会の方が長いってどういうことだよ。しかも、その間も何されるか分からないんだよね……。

「もっと、普通の仕事はないのか？　ウェイターとかさ」

　自分で言ってみたものの、そんな仕事で大金をすぐに手に入れられるわけがない。やはり、人間は真面目まじめにこつこつ働くのが一番なんだ。

「ウェイターですか。……実は、ちょうどそういう仕事もあるんです」

　はるかは紙をぺらぺらとめくり、ぼくに一枚の紙を渡した。

「日給二〇万円……」

　確かに、給与のところにはそう書いてあった。

　運ぶものは港の倉庫にある荷物。それを山奥の工場に運ぶらしい。秘密厳守で、仕事が終わったら仕事に関かかわったものは全すべて焼却処分すること、と記されている。

「これ、明らかに本当は運んじゃいけないものだろ！　日給二〇万円って怪しすぎるし、犯罪の匂においがぷんぷんするぞ」

「そうですか？　物を運ぶという点では、喫茶店のウェイターとほとんど変わらないという気がしますが」

　それを本気で言っているのなら、この女の感覚は完全に狂っている。

「でも、日給二〇万円はちょっと安いですよね」

「なんだか、もう金銭感覚が狂ってきたよ……」

「そこで、わたしが今回やろうと思っているのはこれです」

　そう言って、はるかが一枚の紙を出した。

「キグルミのバイト……？」

「はい。これなら、永と遠わさんも姿を隠したままできますよ」

　確かにこの暑い季節に暑苦しいキグルミを着て働くのは大変そうだ。それなりに給料はよさそうなのだが……。

　日給三五万円。

　一度目をこする。何か、違うものを見たのか。

　日給三五万円。

「これ、嘘うそだろ」

「いえ、本当です。三人でやれば、わずか一日で一〇〇万円の荒稼ぎが可能です」

　いくら、大変な仕事だといってもこれは多すぎる。しかし、はるかは鼻を高く上げて胸を張り、自信満々の様子だ。

「一〇〇万円返済しても、五万円余ります。残ったお金はみんなで分けましょう」

　一人あたり一万七千円くらいか。一日働いて、それだけもらえれば確かに嬉うれしい。

「竜たつ弥や君は五〇円くらい持っていってもいいですよ」

「小学生でもその額じゃ喜ばんぞ」

　均等配分するつもりないな、こいつ。

「ということで、これでいいですね？」

「おい、ちょっと待ってくれ！」

　いくらなんでも、この給与はおかしい。

「確認なんだが、本当にただキグルミを着ていればいいのか？」

「キグルミを着て、子どもをあやしていればいいんです」

　怪しいが、それなら大丈夫か。キグルミのバイトならあまりアングラな感じもしないし。

　でも、やっぱり給与がおかしすぎる。

「これ、本当に大丈夫なのか？　あまりにも給与が高すぎる気が……」

「高い給与が嫌なら、さっきのモデルの仕事をしてください。あっちは一日八万円ですから、一三回繰り返せば一〇〇万円になりますよ」

　それは絶対に嫌だ。

「分かった。やるよ。その代わり、ちゃんと余った金は均等配分しろよ」

「わたしもやろう。キグルミを着て立っていればいいんだろう？」

「だから、子どもをあやすんです」

　こうして、ぼくたちはバイトをすることになった。





「それで、ここはどこなんだ」

　ぼくはパンダのキグルミを着ている。場所は遊園地でも何かのイベント会場でもない。広大な日本家屋だ。ぼくらはその屋敷の広い庭に面した縁側にいた。家のあちこちには黒いスーツのいかつい男たちがいる。

「指定暴力団牛うし頭がしら組の組長、権ごん田だ馬うま太た郎ろう氏の邸宅です」

　トラのヌイグルミを着たはるかが言う。

　どうして、暴力団の家にぼくたちはいるんだろうか。そして、どうしてキグルミを着ているんだろうか。

「わたしはパンダさんがよかった……」

　小さく呟つぶやいたのは、ウシのヌイグルミを着た永と遠わさんだった。

「組長の孫娘の権田アキホちゃんが、抗争中の違う組に狙ねらわれているという情報を得て、組長は戦々恐々です。その襲撃日が今日らしい。そこで、自分の部下だけではなく、その他ほかの警備ということで我々に仕事が回ってきたのです。アキホちゃんは動物さんが大好きだということで、我々はキグルミを着てアキホちゃんの身辺警備です」

「おい、ぼくはただ子どもをあやしていればいいと聞いたぞ」

　キグルミが暑いだけならば我慢できる。だが、命を狙われている子どもを守るとなれば、話が全然違う。そんなの、ぼくができる仕事の範はん疇ちゆうを超えている。

「基本はあやしていればいいんです。まぁ、このご時世です。暴力団同士の抗争といっても、派手な戦闘なんてそうそうありませんよ。こっちの世界でもお金で抗争を解決することも多いと聞きます。今回も、そんな大事にはなりません、きっと、多分、恐らく」

「断定的な語句が一つも入ってないぞ！」

　今日一日子どもを守りきる。それだけの仕事。もしも、襲撃の情報が誤りならば、楽なバイトであることは間違いない。

　嫌な予感で胸がいっぱいのぼくの手を誰だれかが引く。

「パンダさん」

　小さな女の子だった。すぐに、はるかが女の子の正体を教えてくれた。

「その子がアキホちゃんです。現在、太陽幼稚園に通う年長さんです」

　アキホちゃんはぼくの腕をぶんぶんと回す。

「ねぇ、遊ぼ！　遊ぼ！」

　どうしていいのか分からない。とりあえず、アキホちゃんの頭を撫なでてみる。

「パンダさんの手、おっきいねー」

　アキホちゃんは嬉うれしそうに笑い、足元に抱きついてきた。子どもは可愛かわいいな。

「どうやら、パンダさんはアキホちゃんに気に入られたようですね」

　はるかにそう言われ、子どもが嫌いではないぼくとしては嫌な気はしない。

「ということで、パンダさんがアキホちゃんの警備主任です。わたしは暑いので、あっちの部屋でキグルミを脱いで休んでいます」

「おい、お前も働けよ！」

「十時間したら交代しましょう」

　そう言いながら、はるかは屋敷の中に消えていった。あいつ、よく暴力団の組長の家の中であんなに自由に振る舞えるな。

「わ、わたしの方にも……おいで！」

　永と遠わさんが恐る恐るアキホちゃんに手を伸ばす。しかし、アキホちゃんはぼくの足にしがみついたまま、動こうとしない。

「やだー。ウシさん嫌い！　アキホ、牛乳嫌いだもん！」

　いかにも子どもらしい拒み方だ。

「やっぱり、わたしはパンダさんの方がよかった……」

　永遠さんは暗い声で言う。キグルミを着ている彼女の視線はどこを向いているが分からないが、なんだか睨にらまれているような気がした。

「お前、後で覚えておけよ」

　え？　ぼく？　ぼくが悪いのか？

　なぜか、永遠さんに恨まれてしまった……。永遠さんはもしかして子ども好きなのだろうか。

「アキホね、将来パンダさんと結婚するの」

　アキホちゃんは朗らかに言う。

「そうなんだね。大きくなったら結婚しようね」

　可愛い約束だ。この子も、組長の孫娘として苦労することがあるかもしれないが、すくすくと純粋に大きく育ってほしい。

　ぼくとアキホちゃんは庭へと出た。外の暑さは厳しかったが、アキホちゃんはぼくの手を引いて庭の真ん中へと連れて行こうとしている。鬼ごっこでもするのかな。その後を、永遠さんがついてきた。

「ウ、ウシさんとも結婚しないか？　モ、モォー……」

　その時、玄関の方で大きな音がした。びくっと震えるアキホちゃんがぼくの足にすがりつく。

　男たちの怒声が聞こえる。ここは都会のど真ん中だ。そんなはずはない。そんなはずはないと思いながら、足が震え始めた。

　銃声。

　本格的に体が硬直する。本当に抗争中の組が襲撃してきたのか！

　庭にいかにも柄の悪そうなチンピラたちが乱入してくる。

　その手には、黒光りする拳けん銃じゆうが！

　ぼくはアキホちゃんを抱きかかえると、家の中へと飛び込んだ。

「なんだ、このキグルミ野郎！」

　そう言いながら、チンピラが銃をこちらに向ける。なれないキグルミで激しい運動をしたため、室内の畳で足を滑らせる。早く奥へと逃げなければ、銃で撃たれる！

　銃声。今度の距離は近い。ぼくは泣き始めたアキホちゃんを、上から覆いかぶさるようにして抱いた。

　別にお金が欲しいから守るんじゃない。

　子どもが銃で狙ねらわれている。守る理由なんてそれだけで十分だ！

　再び銃声。もうぼくは動いていない。当てるにはいい的だろう。

　自分に弾が命中したかと思った。しかし、体のどこも痛くない。恐る恐る顔を上げてみると、ぼくとチンピラの間に、白と黒の模様のキグルミが立っていた。

「ウシさん！」

　ぼくは思わずキグルミの名前で呼んでしまう。永と遠わさんは両腕を広げ、ぼくたちの盾になってくれている。

「なんだ！　今度はウシか？　死にてぇのか！」

　チンピラがまた銃弾を発射する。弾丸は確かにウシのキグルミの中にめり込んだ。しかし、永遠さんはそこから微動だにしない。

「それで終わりか？」

　永遠さんは広げていた手を下ろすと、ゆっくりとチンピラに近づく。庭には、他ほかのチンピラたちも集まってきた。全部で五人。全員、手には何かしらの凶器を持っている。

「ウシさん……」

　お腹なかの下から這はい出てきたアキホちゃんが永遠さんの勇姿を見ながら、涙声で言う。ぼくは彼女の顔を手で覆った。ここから先の様子は、彼女には少し刺激が強すぎるだろう。

　人間では、どう頑張っても吸血鬼には勝てない。吸血鬼は化け物だ。通常の兵器では、ダメージを与えることはできても、完全に倒すことはできない。あのチンピラの中に化け物を倒す専門の人間でもいない限り、勝負はついたも同然だ。

「わたしのアキホちゃんが……」

　永遠さんは左手で、銃を撃ったチンピラの頭を掴つかむ。銃声が二発続いた。全すべて永遠さんに命中するが、やはり永遠さんはうめき声ひとつ出さない。

「ば、化け物！」

　チンピラは手足を滅め茶ちや苦く茶ちやに動かして逃げようとするが、永と遠わさんの腕は少しもぶれない。

「怪け我がしたらどうするんだ！」

　永遠さんは逃げられない相手の顔面に、思いっきり右ストレートを叩たたきこんだ。チンピラは顔面を変形させられ、後ろに吹き飛ばされた。そのまま塀へいにめり込み、動かなくなる。一撃で意識を失ってしまった。

　他ほかのチンピラたちはその様子を茫ぼう然ぜん自じ失しつの様子で見ていた。銃を撃っても効果がない。しかも信じられないほどの豪腕。そんなウシさんが目の前にいるのだ。恐怖ですくみあがってもおかしくない。

「次はどいつだ？」

　チンピラたちは手にした銃を構える。だが、それより先に永遠さんが切り込んだ。一番手前の男の頭を、グーで上から叩き落として沈め、その隣の男には右の膝ひざを腹に入れて五メートルほど吹き飛ばした。

　残った男たちが動揺している隙すきをつき、さらに詰め寄った永遠さんは、二人の首根っこを掴つかんで、二つの頭をお互いにぶつけた。離れた場所にいるぼくにも聞こえるほど大きな鈍にぶい音を出し、二人はそのまま意識不明になった。

　強い。強すぎる。遅れてようやく出てきた黒いスーツのいかつい男たちに、倒れているチンピラを縛りあげる以外の仕事は残っていなかった。

　永遠さんは大またでこちらに戻ってきた。一仕事終えた後の職人のような風格がある。

「アキホちゃん、怪我はないか？」

　ぼくはアキホちゃんの顔から手をどかす。すると、恐ろしさで顔を歪ゆがめたアキホちゃんの顔が露あらわになった。

「ウシさん……怖い……」

　永遠さんが近づくと、アキホちゃんは泣き出した。

「なぜだ……」

　永遠さんは天に向かって叫ぶ。

「なぜなんだぁぁ！」

　どこまでも不ふ憫びんな人だ。

「何かあったんですか？」

　奥から涼しげな私服姿のはるかが出てきた。もう、お前は二度と出てくるな。



「孫が世話になったな」

　ぼくたちは組長の前で正座をしていた。机をはさんだ目の前には強面こわもての老人がいる。彼が組長の権ごん田だ馬うま太た郎ろうだ。組長が組むあぐらの上にアキホちゃんが乗っていた。

　ぼくとはるかは私服で、永遠さんはまだウシのキグルミを着ている。

「いえ、お孫さんがご無事で何よりです。命をはった甲か斐いがありました」

　はるかはのうのうとそんなことを言う。お前、何もしてないだろ。

「わしはね、孫娘を本当に愛しとるんだ。もしも、孫娘に何かあれば、そいつには地獄の苦しみを与えるだけじゃあまだ足りぬ。生まれたこと自体を後悔させてやらんとな」

　組長は平然と恐ろしいことを言う。この人が言うと、本当に怖い。

「まぁ、あとは男だな。今はまだ平気かもしれんが、もしも孫娘に変な虫がよろうものなら……まぁ、そいつは早く殺してくれと叫びながら、この世界の苦痛を全部体験できることになるだろうな」

　組長の口元は笑っているが、目は全く笑っていない。こういう世界の人はみんなこうなのか。ここにはあまり長居したくない。

「そのお気持ち、よく分かります」

　はるかは微笑ほほえむ。本当かよ。

「それでは、報ほう酬しゆうの方なのですが……」

「ねぇ、じいじ」

　アキホちゃんが組長の服を引っ張る。組長は先ほどまでの相手に畏い怖ふを抱かせる表情から一変、孫煩悩の優しい老人の顔になった。

「どうしたぁ、アキホ？」

「アキホね、パンダさんと結婚するの」

　空気が凍る。

「パンダさん？」

　組長はぼくらの方を見る。

「アキホ、どれがパンダさんだ？」

　明らかに組長の言葉に殺気が満ちている。嫌な汗が体を流れる。

　お願いだ、アキホちゃん！　そこは間違えてくれ。

「あのお兄ちゃん！」

　アキホちゃんの指は間違いなくぼくを指す。

「パンダさんもアキホと結婚してくれるって言ったんだよ」

「そうか……」

　組長が立ち上がる。

　まずい。すごくまずい。ぼくの足は正座とは全く違う理由で痺しびれ始めている。

「報酬はいただけるのでしょうか？」

　はるかがもう一度問う。

「報酬をやってもいいが……」

　組長が顔にしわをつくり、目を吊つり上げた。

「これから死ぬ奴やつらが、何に金を使うんだ？」

「そうですか。残念です」

　はるかが素早く永と遠わさんに目配せする。組長が銃を取り出すのとほぼ同時に、永遠さんが机をひっくり返す。

「逃げますよ」

　そう言って、はるかが走り出した。ぼくもはるかに続く。永遠さんはしんがりをつとめ、そのままぼくらは屋敷から飛び出した。

「竜たつ弥や君がロリコンだったおかげでひどい目に遭あいました」

　はるかは何の迷いもなく、永遠さんの背中に飛び乗った。自分で走るつもりはないらしい。ぼくたちは全力疾しつ走そうで屋敷から離れる。

「別にロリコンじゃないよ！　あの爺じいさんの方がどうかしてるよ！　あれくらいのことで人を撃とうとするなんて！」

「もしかしたら、初めから報ほう酬しゆうなんて払うつもりがなかったのかもしれませんね」

　はるかは平然とそんなことを言うが、命を失ってもおかしくない状況だったのだ。もっと深刻に受け取ってほしい。

「やはりバイト作戦はなしです」

　こうして、ぼくの人生最初のアルバイトは命がけのリスクを背負ったものの、給料抜きという最悪の結果に終わった。





「ということで」

　ぼくたちはまた旧校舎の化ばけ物もの部ぶの部室に集合していた。今日は幽実香ゆみかさんも加えての、化物部フルメンバーでの部会だ。ぼくの仏頂面など全く意に介していない様子のはるかは、黒板に今日の議題を書いた。

　場合によっては皆殺し！　絶対勝とうね、コンテスト。

「念のために言っておくが、皆殺しはダメだぞ。たとえ、比ひ喩ゆ的な表現だったとしても問題がある」

　ぼくははるかに釘くぎを刺しておく。

「竜弥君は良心的ですね。それでは、何人ならいいんですか？」

「いや、一人でもダメだから！」

　ぼくははるかの常識のずれを修正するために大きな声を出すが、はるかは全く気にしていない。

「本日は、いよいよ間近に迫った渚なぎさの女王コンテストで優勝するための作戦会議です」

「黒板を読む限り、非合法な方法も辞さないってことなのか」

　ぼくは一応質問してみる。

「非合法だなんてとんでもない。ルールは守りますよ、ちゃんと。ただ、ルールブックに禁止されていないことは何でもやります」

　何でだろう。別に、おかしいことは何も言っていないはずなのに、とてつもない不安が胸の奥から湧わいてくる。

「まぁ、場合によってはルールの方を変えますけどね」

　はるかは腕組みをして、平然と言いきる。

「へ？　ルールを変えられるの？」

　幽実香ゆみかさんが不思議そうに首を傾かしげた。そりゃ、そういう疑問も出てくるだろう。

「ということは、成功したのか？」

　永と遠わさんは何か知っているらしく、はるかに尋ねた。

「少し苦労しましたが、渚なぎさの女王コンテストの実行委員の上層部連中はほとんど買収済みか弱みを握っています」

「おい！　その時点でルール違反だろ！」

「ルールはこれからわたしがつくります」

「なんてことを……」

　とんでもないことしやがる。

　ん？　待てよ。ふと、疑問が浮かぶ。

「買収してるんだったら、その人たちにお願いして優勝にしてもらえばいいじゃないか」

「だから、二次審査は遠泳なんですよ？　遠泳の優勝者がコンテストの優勝者なのですから、そこは頑張って泳がなければいけません。あと、一次審査も会場に来ているお客さんの投票ですからね。全員を買収するのは難しいんです。一秒くらいは頭脳を使ってから喋しやべってください。地球の酸素がもったいないです」

　酸素が減ることより、ぼくの心がすり減ることを心配してほしいお言葉だ。でも、そうなると実行委員の人を買収しても、あまり意味がないんじゃないのか？　いや、はるかのことだ、きっと何か卑ひ怯きようなことを考えているのだろう。

「まぁ、とりあえずわたしに任せておけば、確実に幽実香さんは一次審査を通過できるので大丈夫ですよ」

「はい！　部長の言う通りにします！」

　幽実香さんははるかのことを信じきっているが、こいつの言う通りにしてハッピーエンドがやってくるなんて絶対に信じられない。

「それで、今日の部会って具体的には何をやるんですか？」

　幽実香さんの質問に、はるかは一度頷うなずいてから答える。

「先まずは一次審査で行う自己アピールで何をやるか決めましょう」

「自己アピール？」

「基本的にはミスコンですから可愛かわいい子が一次審査を通過します。一次審査では、その可愛さを表現する自己アピールをしなければいけないんです」

　なるほど。何か一芸を披ひ露ろうしなければいけないということか。

「はい！」

　幽実香さんが元気よく手を挙げる。

「歌とダンスがいいです！」

　幽実香ゆみかさんの歌とダンスを見たことがある。ぼくはそれに感動した。ダンスも歌が単純に上う手まいことはもちろん、それ以上に彼女は本当に楽しそうに舞う。そんな彼女を見ていると、ぼくも自然と笑顔になってしまうのだ。

「却下」

　はるかは無情に、そして何の迷いもなく言い放った。

「何でだよ」

　思わず、ぼくが声を出す。

「歌とダンスはあまりにありきたりです。永と遠わさん、データを」

　そう言われ、アイアンメイデンの中から資料が差し出される。

「見ていただければ分かるように、昨年の参加者のおよそ六割の特技が歌やダンスです。はっきり言って、その特技では個性をアピールできません」

「でも、幽実香さんのダンスなら大丈夫だろ」

　幽実香さんは涙ぐんだ目で、ぼくとはるかを見比べていた。

「ダメです。わたしたちは確実に勝たなければなりません。そのためには、よりインパクトのある特技が必要です」

　インパクトのある特技？

「可愛かわいい特技とか、セクシーな特技とかじゃないのか？」

　はるかは眼鏡めがねをくいっと上げる。

「そういうのは使い古され、もうみんな見飽きています。もっとも憂ゆう慮りよすべきは、他ほかの参加者と均一化してしまうことです」

「そうなのか……」

「誰だれも想像しないような、飛びぬけた何かが必要です」

「例えば？」

「宙返りを連続三〇回」

　幽実香さんの顔が青ざめる。そんなの、今から練習してできるようになるわけがない。幽実香さんは幽霊だが、身体能力は人間と同じなのだ。

「そ、そんなの無理ですぅ……」

　幽実香さんはがくがく震えながら、遠慮がちに言った。

「あくまで一例です。でも、それくらいのインパクトが必要なのです」

「インパクトも大事だけど、もっと現実的なやつじゃなきゃダメだろ」

　ぼくが言うと、はるかは腕組みをして少し考えた。

「それでは、唐辛子を五〇個連続丸のみというのはどうでしょうか？」

「もっと無理です！」

　幽実香さんは今にも泣きそうだった。

「おい、はるか！　真面目まじめに考えるつもりないだろ！」

　そんなの全然可愛かわいくない。ミスコンでの特技としては問題がありすぎるぞ。

「で、でも、ワサビならもしかして……」

　幽実香ゆみかさんは真剣な顔をして、じっと自分の膝ひざを見つめながら言う。

「幽実香さんもそっちの方向で考えなくていいですよ！　あと、絶対にワサビでも無理ですから！」

　ワサビをむさぼるアイドルなんて見たくない。

「さっきから、否定的なことばかり言っていますが、竜たつ弥や君には何かいいアイディアがあるんですか？」

「いきなり言われても……」

　はるかの質問に、ぼくはすぐに答えられない。

「人の意見に反対しているだけで何も変わりません。竜弥君は屁へ理り屈くつをこねるだけで、全く生産性のあることをしていません。そんな人に他人の意見を批評する資格はありません。あと、生きる価値もありません」

「どこまでぼくの価値が落ちるんだよ」

　まぁ、はるかの言うことには一理ある。それに、もっとまともな自己アピールをぼくが考えないと、幽実香さんにとんでもない悲劇が訪れることになりそうだ。

「……えっと、じゃあモノマネなんかどうかな？」

　しばらく考えたあげく、ぼくの脳裏に浮かんだものは、比較的ありがちな選択ではあった。でも、無難な意見であると思う。

「モノマネ？」

　そう尋ねたのは幽実香さんではなく、永と遠わさんだった。

「他ほかの人の真ま似ねをするんです」

「それは面白いのか？」

「上う手まくいけば、結構うけると思いますよ」

　ぼくの言葉を聞きながら、はるかは過去の資料に目を通す。

「過去、モノマネを特技とした人は何人かいますね。……モノマネを特技とした人の一次審査通過率は約九割。発表する特技としては賢い選択であると言えそうです」

「モノマネかぁ……」

　幽実香さんが考え込む。

「何かできそうなものはありますか？」

　ぼくは幽実香さんに尋ねた。

「えっと、あ！　じゃあ、行くよ。見ててね」

　そう言って、幽実香さんはまっすぐ前を見てじっと固まる。

　何も言わない。みんなの視線が幽実香さんに集まる。

　夏の強い日差し。

　古ぼけた校舎に延びる影。

　雄大な空を舞う一羽の鳥。

　野球部の打撃練習の音。

　ぼくらの青春の一ページ。

「……えっと、それは石像のマネですか？」

　ぼくは固まったまま動かない幽実香ゆみかさんに声をかける。

「永と遠わさんのマネ」

　どうやら、アイアンメイデンのマネだったらしい。

「えっと……何というか……伝わりません」

「え、本当に？　かなり自信あったんだけどなぁ……」

　そして、幽実香さんは、はっとした顔をして指を一本立てた。

「もう一回やらせて！」

　そして、幽実香さんは腕組みをすると、もう一度固まる。

　青く澄んだ空。

　遠くにそびえる巨大な入道雲。

　爽さわやかな風が揺らすカーテン。

　サッカー部のランニングの掛け声。

　二度と帰ってこない、ぼくらの高校の夏。

「……えっと、それは銅像のマネですか？」

「脳みそをしっかり使ってから喋しやべってください、このゴミ屑くず男」

　幽実香さんはぼくに向かって思いもよらぬセリフをぶつけた。そのあまりの衝撃に、ぼくは一瞬目の前が真っ白になった。

「えへ、部長のマネでした」

　そう言って、可愛かわいく舌をだす幽実香さん。よかった……。

「あの、幽実香さん。そういう身内ネタは、分かる人しか面白くないので、渚なぎさの女王コンテストには似合わないかと思います」

「むぅ。そっか」

「もっと、みんなが知っているものじゃなきゃダメだと思います」

　幽実香さんは難しそうな顔をして頷うなずいた。

　なんだか、すごく心配になってきた。

「有名人とか、何か動物とか。そういう誰だれでも知っているものですよ」

「動物かぁ……」

　幽実香さんが低く唸うなる。本当に大丈夫かな？　これは、モノマネ以外の何かを考えた方がいい気がしてきた。

「まぁ、幽実香さんの特技はモノマネでいいでしょう」

「え！　本当に？」

　提案者であるぼくが一番驚いた。今の様子を見て、何を基準にはるかがゴーサインを出したのか全く分からないぞ。

「その代わり、しっかりと練習をしておいてくださいよ」

「はーい！」

　幽実香ゆみかさんが両手を挙げて返事をした。本人にやる気があるのはいいことだけど……やっぱり心配だ。

「それでは」

　はるかはそう言うと、立ち上がった。

「次の問題についてです」

「次の問題？」

「遠泳ですよ」

　ああ、その話か。そういえば、この前はるかは考えがある、というようなことを言っていたな。

「それは、どうするつもりなんだ？」

「幽実香さんを強化します」

　強化する？

「そういう術式を研究していたんですが、それを試してみるいい機会です」

　術式。それは、退魔師だけが使える秘伝の技だ。退魔師とはこの世界の化け物を駆く逐ちくする存在。退魔師は術式を駆使して、化け物を狩る。霊れい子しという物質でできている化け物たちは、人間が使うような通常兵器では倒せない。ダメージを与えることはできても、完全にとどめをさすことはできない。化け物を倒すことができるのは、術式だけなのだ。

　術式はその応用で、様々なことができる。以前、ぼくははるかに『逆らえば体温が下がり、場合によっては死ぬ』という非人道的な術式をかけられて、実際に死にかけたことがある。

　はるかもぼくも退魔師だ。ぼくも術式を使うことができるが、一般の退魔師の術式に比べると少しだけ……いや、結構劣るところがある。それに対して、はるかはその年齢に対してかなり高い術式の力と知識を持っている。

「そんなこと言って、幽実香さんを実験台に使うつもりなんじゃないだろうな」

　この女ならやりかねない。しかし、はるかはいつになく真剣なまなざしをこちらに向ける。

「ちょっと待ってください。幽実香さんは部員です。部員は心から信頼する仲間です。わたしがそんな大事な仲間を……フフ」

　そう言って、はるかはにやけた口に手を当てる。

「すみません。心の準備もせずに歯の浮くようなセリフを言ったので、つい笑いがこみ上げてきてしまいました」

「大丈夫だ。初めから信用してない」

　ただ、はるかならば、本当に幽実香さんを塩に耐えられる幽霊に変えられるかもしれない。危険だが、はるかに任せるしか方法はない。

「物は試しです。一度やらせてください。こういう術式実験のために幽霊をわざわざ部員として迎えたのですから」

「嘘うそでもいいから、本人の前では幽実香ゆみかさんの人格的な部分が部に必要だったと言ってくれ」

　幽実香さん本人は、話も聞かずにぼうっと窓の外を見ていた。きっと、アイアンメイデンのモノマネをしているのだろう。

「幽実香さん。隣の教室に移動しましょうか」

　はるかは幽実香さんを連れて、隣の教室に行ってしまった。ぼくと永と遠わさんだけが残る。

「幽実香さん、塩が平気になりますかね」

「さぁな」

　永遠さんは短く答えた。

「永遠さんは海に入っても大丈夫なんですか？」

「は？　どういう意味だ？」

「いや、吸血鬼は平気なのかなぁ、と思って……」

「海に入るとまずいのは、幽霊とナメクジぐらいのものだろう。少なくとも、わたしは平気だ」

　それじゃあ、とぼくは続ける。

「永遠さんも渚なぎさの女王コンテストに出ればいいんじゃないですか？　二人出場すれば、優勝者が出る可能性が……」

　突然、アイアンメイデンの底から足が生え、永遠さんがぼくの方に突進してきた。そして、目の前で停止するとドスンと着地した。

「絶対に嫌だ！」

　全力の否定に、ぼくの体は硬直する。そんなに力強く言わなくてもいいじゃないか。

「ど、どうしてですか？　やっぱり、泳げない……」

「そんなの、恥ずかしいからに決まってるだろ！」

　ぼくはそのひと言で納得した。

「それに、わたしなんかが出ても、優勝できるわけないし」

　語尾はかなり小さくなり、聞き取りにくい。

「そんなことないですよ。永遠さんは結構可愛かわいいと思いますよ」

　ぼくは純粋に思ったことを言った。アイアンメイデンの中の少女は、実際に可愛い。白い肌と銀の髪。西欧風の美少女が、アイアンメイデンの中には収納されている。

「い、今何て言ったんだ？」

「ぼくは可愛いと思います」

　アイアンメイデンの中がガタッと揺れ、中で人が動いているのが分かる。かなり、動揺しているな。

「バ、バ、バカなことを言うな！」

　そう言って、アイアンメイデンから伸びてきた腕がぼくの首を掴つかむ。突然のことに、ぼくはほとんど無抵抗だった。

　まずい。力を込められる前から、恐怖が体の内側から噴き出した。

　吸血鬼の本気の力は、人間をはるかに凌しのぐ。それは、既に前のバイトの時にも目の当たりにしている。

「そ、そんなこと言ったって、わたしは少しも喜ばないし、お前の評価だって上がらないんだからな！」

　そう言って、永と遠わさんが手にぎゅっと力を込める。指が喉のどに食い込み、肉と骨を歪ゆがめる。

　ねじ切られるような腕力で、皮膚や筋肉が裂けるような痛みが首に広がったが、しばらくすると、痛覚は死んだ。

　完全に押しつぶされた気道からヒューヒューと音が漏れ、うめき声すら出せない。首から上が痺しびれ始め、顔がむくんで熱くなる。

　目の前がかすむ。世界が次第に黒くフェードアウトしていく。

　このままだと死ぬ。いや、既に五分の四ほど死んでいる。

　ぼくは腕を何とか持ち上げると、アイアンメイデンを叩たたいた。もう、ギブアップです……。

「可愛かわいいなんて、言われたことないし、それに、ほら、普段は恥ずかしいから顔見せないから、あんまりそういう外見的なことを言われることないだろ……」

　永遠さんに、ぼくの意図は伝わっていない。

　これは、もうダメだ。

　目の前は真っ暗になった。いつの間にか瞼まぶたが閉じていたらしい。永遠さんの声も、もはやほとんど何を言っているのか聞き取れない。

「いや、ほら、そりゃ嬉うれしいか、嬉しくないかって言ったら嬉しいぞ。だけどな、……って、なにしてるんだ？」

　永遠さんがようやく手を離してくれた。ぼくはその場に倒れこむと、内臓が全すべて体の外に飛び出すほどせき込んだ。首の痛みが甦よみがえり、ずきずきと痛んだが、これが生きていることの証あかしだと思うと安心する部分もあった。

　脳にも酸素をふくんだ血液が流れ始め、ようやくいつも通りの思考力が戻ってくる。

「……お願いですから、ぼくが人間で、永遠さんが吸血鬼だということを忘れないでください」

　腕力の差で言えば、ライオンが子猫と遊ぶようなものだ。その気がなくても、永遠さんはぼくを簡単に壊すことができるだろう。

「フシャー！」

　隣の部屋から、この世のものとは思えない悲鳴が聞こえてきた。幽実香ゆみかさんの声だ。続いて、激しく何かが暴れる音。窓ガラスが割れ、机が倒れる音。

　そして、沈黙。ぼくと永と遠わさんは黙って、隣の部屋と部室を隔てる壁を見つめた。

「な、何が起こっているんですか？」

「よく分からないが、きっと幽実香ゆみかにとっては一生忘れられない思い出になるだろうな」

　そういうのをトラウマというのだ。

　部室のドアが開き、はるかが帰ってくる。

「ダメでした」

　はるかは一度眼鏡めがねをはずすと、目をこすった。隣の部屋で、何が行われたというのだ。

「やはり、塩に対する抵抗値を上げることは難しそうです」

　そんな実験結果よりも、さっきの幽実香さんの悲鳴の方がずっと気になるぞ。

「実験段階の術式では限界がありますね。でも、安心してください」

「ということは、何か他ほかの策が思いついたのか？」

　永遠さんの質問の答えに期待しながら、ぼくははるかを見つめた。

　はるかは無表情のまま首を横に振る。

「おかげで、実験データが取れました。やっぱり、幽霊の部員がいてよかった。彼女の苦痛も無駄ではありませんでした」

「今の問題はそういうことじゃないだろ！」

「え？　違いましたっけ？」

　はるかは少し目を大きくした。多分、こいつは本気でそう思っているから救えない。

「遠泳はどうするんだ？　というか、まず幽実香さんは無事なのか？」

　ああ、というとはるかはつかつかと教室の中に入ってくる。

「そんなこと、竜たつ弥や君に言われなくても分かっています。ですので、作戦変更でいきます。あと、幽実香さんは大丈夫です。原形は保っています」

「原形を保っているってのは、大丈夫の最低条件だろ！」

「ちゃんと成仏せずにいるから大丈夫ですよ。心配性ですね」

　はるかはちょっとむっとしたように言う。いや、絶対にぼくの感覚の方が常識的なはずだ。

「……それで、作戦変更っていうのはどういうことだ？」

　幽実香さんが泳げないとなると、どんな作戦を立てるつもりなんだ？　まさか、また他のバイトをやるとか言い出すんじゃないだろうな。

「永遠さんに出場してもらいます」

　意外な言葉にぼくは驚く。だが、もっと驚いたのは永遠さんだったのだろう。アイアンメイデンの中から金属同士がぶつかるような音が鳴り響き、アイアンメイデン自体も左右に大きく揺れた。

　ちょうど今、その話をしていたところだ。彼女が激しく抵抗することは目に見えている。

「何を言っているんだ、部長！　わたしが出ると思っているのか？」

「しかし、それしか方法はありません」

「言っておくが、絶対に出ないぞ。絶対にだ！」

　はるかはアイアンメイデンを冷たく見つめる。

「それでは、一〇〇万円はどうするんですか」

「幽実香ゆみかに頑張ってもらうしかないな」

　その時、幽実香さんが這はいながら部室に入ってきた。髪は乱れ、体中のあちらこちらが焦げついている。隣の部屋で何があったというのだ。

「わ、わたしが出たいです」

　幽実香さんは消え入りそうな声で言う。あんな風になりながらも出場を希望するとは、アイドル根性とはすさまじい。

「ほら、本人もそう言っているぞ」

「しかし、幽実香さんでは遠泳に勝てません」

「じゃあ、今回のコンテスト出場はなしだ！」

「無茶を言いますね。それでは一〇〇万円はどうするんですか？」

　はるかと永と遠わさんが睨にらみ合う。

「部長、あんたの頑固さはわたしも知っている。だけど、部長だってわたしの頑固さは知っているだろう？」

「言って分かっていただけないのでしたら……」

　空気が変わる。

　え？　本当に？

　はるかの目は真剣だった。アイアンメイデンが開き、中から永遠さんの本体が出てくる。長い白銀の髪の下には白人の少女の顔があり、その表情は険しい。弾丸を受けてもびくともしなかった体は細くしなやかで、とてもさっきぼくを絞め殺そうとした人の体だとは思えない。

「アレをやるのは久しぶりだな」

「ええ、本当に」

「何が始まるんですか？」

　幽実香さんは二人の様子を不思議そうに見ている。ぼくは幽実香さんの横に駆け寄り、床にはいつくばる彼女に肩を貸し、立ち上がらせた。

「何が始まるかは分かりませんが、ここは危険になるかもしれません」

「勝った方が、コンテストの出場者を決める。それでいいな。今回は絶対に負けない！」

　永遠さんが意気込んでいる。

「い、一体何が始まるんですか？」

　幽実香さんが震える声で訊きく。

「わたしたちがもめた時、決着をつける方法があるんです」

　そう言って、はるかは五本の鉛筆を出した。赤鉛筆と青鉛筆がそれぞれ二本ずつ、そしてもう一本は真中から赤色と青色に分かれているタイプの赤青鉛筆だった。五本とも鉛筆の両端が削られていた。

「今から、紙に丸を書きます。二人がうった丸の色が同じならば、永と遠わさんの勝ち。違う色なら、わたしの勝ちです」

　はるかは次に袋を取り出した。

「ただし、完全に見えない状態で丸をつけるのです。鉛筆の選び方は、同じ色どうしの鉛筆の組み合わせ、違う色の鉛筆の組み合わせ、赤青鉛筆と赤鉛筆か青鉛筆の四通りです」

　確かにそうだ。

「もしも、同じ色どうしの鉛筆が選ばれれば、同じ色でしか丸が描けません。その場合は永遠さんの勝ちです。お互いが違う色の鉛筆を選んだ場合、違う色の丸しか描けませんからわたしの勝ちです。赤青鉛筆をどちらかが選べば、両端のどちらの色で丸を描いたにしても、袋に残った鉛筆は赤と青が二本ずつですから、丸の色が同じになるか違う色になるかは同じ確率です」

　何だろう。説明を受けていて、とても違和感がある。この賭かけ事は本当にフェアなのか？

「よし。それじゃあ、やろうか」

　既にこのゲームは何度もやってきているらしく、永遠さんはすぐにゲームを始めようとする。五本の鉛筆を全すべて袋の中に入れられた。そして、永遠さんがそれをかきまぜる。はるかは紙を袋の中に入れ、二人が同時に袋の中に手を入れた。

「今回は本当に負けないぞ」

　永遠さんがはるかを睨にらむ。はるかは余裕の顔だった。

　お互いに鉛筆を選び終わったらしく、今度は両端のどちらで丸を書こうか悩んでいるらしい。ぼくは頭の中で、丸の色の組み合わせを考えていた。

　ん……。やっぱりおかしい！　この勝負は明らかに、違う色の丸がうたれる確率が高いぞ！　永遠さんはいつもはるかに騙だまされて、もめた時は自分が明らかに不利になるゲームをさせられていたのか。

「よし。描いたぞ」

「わたしも描きました」

　二人はお互いに手を出した。はるかがぼくの方を見る。

　何も言うな。彼女はそういう目をしている。

　ここで、この勝負の不正をただすことは簡単だ。しかし、もしも永遠さんが勝つようなことがあれば、幽実香ゆみかさんが無理やり出場させられることになるかもしれない。海での様子を見たぼくからすれば、そんなことを幽実香さんにさせるわけにはいかなかった。

　永遠さんには悪いけど、ここは黙っていよう。とはいえ、はるかの方が勝ちやすいというだけで、永遠さんが勝つ確率がゼロではない。勝負は運任せだ。はるかが袋の中を覗のぞき、手を入れる。その場にいた全員が袋から取り出された紙を見守った。

「赤と青」

　袋から出された紙には、赤い丸と青い丸が確かにうたれていた。

「わたしの勝利ですね」

　はるかが言うと、永と遠わさんががくっと肩を落とした。

「それでは、最初の約束通りわたしがコンテスト出場者を決めます」

「ま、待ってくれ！」

　永遠さんがはるかの肩を掴つかむ。

「確かに、わたしは負けた。だが、頼むからコンテストの出場だけは許してくれ！」

　はるかは目を細める。

「ダメです」

「わたしは死んでしまうぞ！　わたしを殺す気か？」

　いくらなんでも、それは言いすぎでは……。だが、必死の形相の永遠さんを見ていると、その可能性もあるのではないか、と思えてくる。

「いい機会じゃないですか。その恥ずかしがり屋の性格を直したらどうですか？」

　はるかは無表情のまま、容赦なく言い放つ。永遠さんは泣きそうな顔で膝ひざをついた。

「頼む！　渚なぎさの女王コンテストにエントリーする以外のことならなんでもする！」

「立ち上がってください。わたしは勝ち、あなたは負けた。その事実は覆くつがえりません」

　永遠さんは頭を下げ、頼む、ともう一度言った。悲ひ愴そう感に満ちたその様子は、普段の永遠さんからは想像もできない。本当に嫌なんだろうな……。はるかはそんな永遠さんを、いつも通りの無感情な顔で見下ろしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　どれくらい時間が経たっただろう。数分間、永と遠わさんは頭を下げ続け、はるかは腕を組んでその様子を見ていた。

「……仕方ないですね。さっきの言葉、忘れないでくださいよ」

　そう言って、はるかは永遠さんに手を差し伸べた。永遠さんの表情がぱっと明るくなる。

「恩にきるよ、部長！」

「渚なぎさの女王コンテストは、当初の予定通り、幽実香ゆみかさんにエントリーしてもらいます」

「え！　やったー！」

　幽実香さんは飛び跳ねて喜ぶ。そして、両手の拳こぶしをぎゅっと握り、目に情熱の火が灯ともる。

「わたし、頑張ります！」

「おいおい、遠泳はどうするんだよ」

　はるかに尋ねると、彼女は眼鏡めがねを持ちあげ、もう片方の手を腰に当てる。

「何とかします」

「どうするつもりなんだよ」

「竜たつ弥や君に言う必要はありません」

　腹立つな、こいつ。

「まぁ、遠泳さえ何とかなれば、幽実香さんは優勝候補だと思うよ」

　何と言っても、こちらはアイドル予備軍なのだ。

「そうとは限りませんよ」

　そう言って、はるかは資料を取り出した。たくさんの紙の束は、コンテストのエントリーシートだった。

「おい、そんなのどうしたんだ！」

「だから、大会の実行委員はわたしたちの仲間なんですよ」

　他ほかの出場者の情報は筒抜けということか。

「近代戦の基本は情報です。情報は武器であり、防具であり、兵士です」

　かっこつけて言っているけど、お前のやっていることは反則行為だからな。

「これを見ると、現役グラビアアイドルなども出場しますね」

「本当かよ！」

　ぼくははるかが見ているエントリーシートを横から覗のぞき見る。すると、そこには時々雑誌に出てくる女の子の写真があった。

「何でプロが出てくるんだよ」

「まだ、認知度が低い子ですから、お金が欲しいんじゃないですか？　あるいは、安易な売名行為か。本名でエントリーしていますから、事務所には秘密なのかもしれませんね」

「わたし、負けません！」

　幽実香さんのアイドル魂に火がついた。

「わたしだってアイドルの卵だったんです！」

「そうですよね！　ぼくは幽実香さんを応援しますよ」

　幽実香ゆみかさんは強く握りしめた拳こぶしを高く振り上げた。

「燃えてきました！」

「この人は、事務所に情報をリークして出場を止やめてもらいましょう」

　そう言って、はるかはその人のエントリーシートにバツ印をうつ。凄すごい。何のためらいもなく、ライバルを蹴け落おとすんだな。

「ふしゅぅ……。ライバルが……」

　そして、燃え上がった幽実香さんの情熱は、すぐに冷めてしまった。

「お。この人は」

　次に出てきたのは、この前のオリンピックで水泳の日本代表として出場していた女性だった。

「顔も可愛かわいいってことで、テレビにも結構出ていた人じゃないか」

　こんな人に、遠泳で勝てるわけがないぞ。

「この人も強力なライバルです」

　他ほかにもぱらぱらと見ながら、はるかは幽実香さんの対抗馬になりそうな人間を次々とピックアップしていく。強力なライバルはそれほど多くないにしても、幽実香さんが楽勝できる、というわけではないことが分かった。

「この人で最後のエントリーですね……あれ？」

　最後の一人。それは姉さんだった。

「山やま伏ぶし椛もみじって、竜たつ弥や君のお姉さんなんじゃないですか」

「ああ、そうなんだよ。姉さんも出るって言ってるんだ」

　はるかは腕組みをして、低く唸うなる。

「それはまずいですね。山伏椛と言えば、隠れファンクラブがあるくらい、学園内では人気のある女子生徒です。さらに、スポーツ万能で水泳も全国レベルの実力があると聞きます」

　姉さんがなんでもこなすことは知っていたが、そのレベルまでとは知らなかった。

「なんではるかは姉さんのことをよく知っているんだ？」

「そりゃあ、化物狩りの名門である山伏家の御令嬢ですから。同じ退魔師として、知っておいても損はないと思ったわけです。あ、同じ山伏家でも竜弥君のことは特に知りたくありませんから」

「そうですか。そりゃ、どうも。ぼくも知ってほしくないからちょうどよかったよ」

「しかし、山伏椛さんの参戦は予想外でした。……仕方ありません」

　そう言って、はるかはカバンの中から薬の瓶を取り出した。

「お姉さんに、これを飲ませてください」

「……今の話の流れから考えると、これは健康にいい薬じゃないだろ」

「よくはないですね。ほんのちょっと、体調が崩れる薬です」

「そんなの姉さんに飲ませられるか！」

　ぼくは怒鳴る。確かに、姉さんは滅め茶ちや苦く茶ちやな人で、ぼくが迷惑を被かぶることもよくあるけど、実の姉だ。家族なんだ。そんな人に毒を盛ることなんてできるわけがない。

「ほんのちょっと熱が出て、嘔おう吐と、腹痛、めまいが出るだけです」

「十分に毒だろ、それ！」

「化ばけ物もの部ぶの勝利のためです」

「絶対に嫌だ！」

　ぼくは断固拒否する。

「そうです！　そんなことしなくても、わたしは勝ちます！」

　幽実香ゆみかさんが言う。先ほど消沈したアイドル魂に再び火がついたらしい。ライバルが強ければ強いほど燃え上がる。彼女のガッツは素晴らしい。

「そうですか……。分かりました」

「絶対にそんなことはしないからな。あと、さらりと流したけど、どうしてお前は毒薬を持ち歩いているんだ」

「まぁ、それはそれとして。わたしもちょっと準備しなくちゃいけないことができましたので、今日は解散にしましょう。まだ、エントリーは締め切られていないので、もしかしたらこれからさらに強力なライバルが現れるかもしれませんよ」

　はるかはそう言いながら、携帯電話を取り出して誰だれかにメールをうちはじめた。

「わたしは勝ちます！」

　幽実香さんはますます燃え上がる。

「次に集合するのはコンテストの前日の夕方にしましょう。海水浴の客が帰った後の東ひがし浦うら海浜公園に集合です」

「東浦海浜公園の遊泳時間は六時までだ」

　パソコンをいじりながら永と遠わさんが言う。すぐにインターネットで調べたらしい。どうやら、永遠さんにははるかの意図が分かっているようだった。

「なんでそんな時間に海に行くんだよ」

「そんなの決まっているじゃないですか」

　はるかは呆あきれたように言う。ビー玉みたいに感情を感じさせない目に、ぼくは少しだけ恐ろしさを感じた。

　こいつ、絶対によくないことを企たくらんでいる。

　教室からの去り際。ぼくははるかが座っていた場所に一枚の紙が落ちていたことに気がついた。それは、二つの丸がうたれた紙。丸は両方とも赤色だった。

　あいつ、袋から紙を出す時に、すり替えたな……。どこまでも、恐ろしい女だ。



    

  
    
      
第三章　いつも通り手段は選びません





　コンテスト前日の夕方六時。ぼくたちは東ひがし浦うら海浜公園にいた。日はだいぶ落ちているものの、まだ夕焼けという感じではなく、海水浴客たちの中にはまだ遊び足りないようで海に残っている人たちもいた。

「ああいう、ルールを守らない人がいるから世の中が乱れるのです」

　はるかが海にいる人たちを見ながら毒づく。

「まぁ、少しくらいいいじゃないか。そのうち上がるだろう」

　ぼくがなだめると、はるかが冷たく睨にらみつけてきた。

「そうやって、ルール違反に甘い人間がいるから、ルールを守らない人間がつけあがるのです。そういう意味では、竜たつ弥や君は彼らと同罪か、それ以上の罪です。時代が時代なら市中引き回しのうえ、打ち首獄門ですよ」

　そんな時代はない。どうして、海から上がらない人の肩を持っただけで、街中引きずりまわされて、斬ざん首しゆされたうえにその首を晒さらされなくちゃいけないんだ。

「まぁ、いいでしょう。実験するにはちょうどいい」

「実験ですか？」

　幽実香ゆみかさんが指をあごに当て、首を傾ける。これから、一体何が始まるんだ。

「永と遠わさん、一号から三号を起動してください」

「自動操縦で入水」

「ソナーを使って索さく敵てきさせましょう。能力を確認したいです」

　はるかと永遠さんの会話の内容が全く分からない。

「一体、何をするつもりなんだよ」

「あ！」

　幽実香さんが沖合を指さす。ぼくが目を細めてみると、遠くに何かの影が見える。それらはこちらにゆっくりと近づいてくる。

「サメだ！」

　幽実香さんは震えた声で言った。ぼくも、その影が海面から突き出したサメのヒレであることを確認する。何人かの海水浴客も気づいたらしく、海の中はざわつき始めた。

　ヒレは全部で三枚突き出ている。それらがまっすぐに海水浴客の方へと向かっているのだ。

「どうしよう、どうしよう」

　幽実香さんがぼくの肩を揺らしながら慌てている。そんなことをされても、ぼくにはどうしようもない。サメを三匹も退治することなんて、とてもできない。

「心配いりません」

　いつも通り、極めて冷静なはるかが言う。

「あれは本物のサメではありません。サメの形をした魚雷です」

「魚雷！」

　どっちにしても危ないだろ！

「沖合にある無人の小島に、勝手に魚雷基地をつくらせてもらいました。そこから、魚雷は発射されます」

「どうして、そんなものを持っているんだよ！　それに、何で今それを使うんだ！」

「いきなり本番では不安が大きいでしょ」

　本番？

「ま、まさか……」

「あれは明日使う道具です」

　やっぱり！　こいつ、一体何を考えているんだ！

「全員、海から上がったぞ」

　永と遠わさんが言う。サメのパニックで、人々は海から逃げ出し、浜辺にはサイレンが鳴り響いていた。

「それでは、爆破してください」

「ラジャ」

　海面が一気に盛り上がる。水柱が爆破音とともに立ち上がり、一〇メートル近い高さにまで噴きあがった。

　浜辺にいた海水浴客たちは呆ぼう然ぜんとその様子を見ていた。

「まずまずの威力ですね」

　はるかは腕を組み、満足そうに頷うなずいた。

「って、おい！　明らかにやりすぎだろ！　戦艦でも相手にするつもりか！」

「大は小を兼ねる、という言葉があります。小さな魚雷で巨大な敵は倒せなくても、大きな魚雷で小さな敵を倒すことはできるのです」

「そもそも、倒す必要がない！　遠泳ってそういう競技じゃないからな！」

　こいつは、戦争でもするつもりなのか？

　遠くでクラクションの音がした。砂浜の近くにまでトラックが乗り込んでくる。今度は何が始まるんだ？

　トラックから明らかに日本人ではない人が降りてきた。肌の浅黒いサングラスをかけた男だった。その男が片手を挙げると、はるかも片手を挙げてそれに応こたえた。

　え？　なに？　知り合いなの？

　二人は日本語ではない謎なぞの言語で喋しやべりはじめた。一通りの会話が終わると、男はトラックの方に戻って、荷台のドアを開けた。

「だ、誰だれですか？」

　幽実香ゆみかさんは不安そうな目をあっちこっちに向けている。さっきの魚雷のこともあるし、心細くなるのは仕方ないだろう。ぼくだって、これから何が起こるのか怖くてたまらない。

「メル友です」

　はるかは堂々と嘘うそをつく。もしくは、ぼくたちが使うメル友という言葉と、はるかの使うメル友という言葉がかなりかけ離れている。

「トラックの中のものをおろしましょう」

　そう言って、はるかはトラックの方を指した、

「ほら、竜たつ弥や君の仕事ですよ」

「やっぱりか」

　ぼくはトラックの荷台へと駆け寄り、その中を覗のぞく。

　薄暗いその中には、見たこともないような金属の塊などがたくさん積まれていた。

「全部おろしてください」

　はるかは平気な顔で言うが、一つ一つが結構重い。ぼくとはるかのメル友の二人で、砂浜に謎なぞの金属塊を運び出した。

「これ、何なんだ？」

　ぼくは肩で息をしながら、はるかに尋ねた。既に西の空は茜あかねと群青ぐんじよう色が混じった色に染まっていた。

「地雷です」

「おい！　そんなのどうするつもりだ」

　答えはなんとなく予想されたが、一応訊きいておく。わずかな希望を、ぼくはその質問にかけた。人道的な返事がありますように。

「もちろん明日の参加者をぶっ飛ばすために仕掛けるんです」

　予想通り、ぼくの最後の希望は爆破された。

「何をどう考えたら、コンテスト前の砂浜に地雷を仕掛けるっていう発想になるんだよ」

「遠泳では海に入るために砂浜を走ります。そこで、主だった参加者を刈り取るのです」

　こいつの思想は危険すぎる。

「お前、人殺しになるつもりなのか？」

「これはオモチャ地雷ですから大丈夫です。当たり所がよければ死にません」

「そういうのは、当たり所が悪ければ死ぬっていうんだ！」

「冗談です。音と光だけの本当のオモチャですよ」

　こいつ、目が少しも笑っていないぞ。

「あのぉ、わたしこんなのなくても……」

　おずおずと幽実香ゆみかさんが挙手する。しかし、はるかは全くやめる気はないらしい。

「まぁまぁ。念のためですよ、念のため」

　地雷で進路妨害なんて、念を入れすぎだろ。

「まだまだやることはありますよ。沖合五キロメートルの地点に、他ほかのメル友が待っています。海は機雷原にしますからね」

　そう言って、はるかはほくそ笑む。こいつ、どこまでやるつもりなんだ。

「なんだか、楽しくなってきましたね」



　辺りはすっかり暗くなっていた。そんな中で、ぼくらはほとんど手さぐりに近い状態で地雷を埋めていた。機雷の方は永と遠わさんと幽実香ゆみかさんが船に乗って設置している。どこの国の人か分からないはるかのメル友と、永遠さんや幽実香さんがどんな風に意思の疎そ通つうをしているのかがとても気になる。

「これで、終わりですね」

　そう言って、はるかが最後の地雷を埋めた。ぼくたちの周りには一本筋のルートを示すように旗が立っており、そのルートを正確に歩いて帰らないと、自分が埋めた地雷を踏むことになる。

「本当に、踏んでも驚くだけなんだろうな」

「踏んでみますか？」

「いや、そこははるかが踏めよ。安全だって言っているのはお前なんだから」

「嫌ですよ。びっくりしたら、寿命が縮むじゃないですか。竜たつ弥や君なら寿命が縮んでも問題ないかもしれませんが、わたしは人類の宝ですよ」

　はるかは相変わらずだ。

　空には月が出ている。綺き麗れいな満月だった。

「そういえば、死霊食いを倒した時も、こんな月だったな」

　砂浜に座り、ぼくは空を見ながら言う。幽実香さんたちの仕事が終わるのを待っていなくちゃいけない。

「そうでしたっけ？」

　そう言って、はるかは隣に座った。さざ波の音がはるかの声に重なる。

「よく覚えているんだ。初めて自分で倒した化け物だったから」

　ぼくは退魔師。その仕事は化け物を狩ること。だけど、ぼくはつい最近まで化け物を狩ったことのない、落ちこぼれ退魔師だった。いや、落ちこぼれっていうのは今も変わってないかもしれないけどね。

「名門山やま伏ぶし家が抱えた幸せを運ばない座敷わらし君は、随分と過去のことに拘こだわるんですね。記念日などをやたらに覚えているタイプですか？　男だと気持ち悪いですよ」

　どうして、余計な一言を付け加えるんだ。

「ぼくだって大切な人を守れる。初めて、そう思ったのはあの時だった。自分が変わった日だから、覚えているんだ」

　はるかはつまらなそうに、そうですか、と呟つぶやいた。

「化け物を倒したことで、随分と自信をつけたみたいですね」

「ぼくにもできるって分かったからな」

「自意識過剰は危険ですよ」

「別に、自意識過剰っていうわけじゃ……」

　ぼくはそこで言葉を切る。はるかはいつも通りの無表情で、ぼくをバカにしているのだと思っていたが、違った。彼女はぼくを睨にらむようにじっと見ていた。

「自信を持つのは別にいいですが、あまり自分を過大に評価しないことですね。何でも自分でできると思うのは不ふ遜そんです」

「で、でも！　ぼくだってできたんだ。だから、これからもみんなを、大切な人たちを守っていけると……思う」

　確かに、ぼくはちょっと調子に乗っているのかもしれない。だけど、それくらいの心意気を持っていなければ、誰だれも守れないじゃないか。

「大切な人を守る、ですか……」

　はるかは月に向かって小さく言う。

　月明かりが照らす彼女の横顔は、今まで見たどの表情とも違った。

　相手を嘲あざけるような瞳ひとみでも、どこまでも尊大で自意識過剰な瞳でもない。頼りなげで、不安そうにも見える。

「何かあったのか？」

　ぼくは勇気を出して問うた。普段は感情なんか微み塵じんも見せない鉄仮面。ぼくに向ける言葉は、猛毒のついた毒矢かメガトン級のミサイルばかり。そんなはるかが、夜空を見上げて表情を曇らせているのだ。何かあったとしか思えない。

「何もありません。あったとしても、竜たつ弥や君には関係ないので心配いりません」



    

  
    
      



    

  
    
      　はるかと目が合う。眼鏡めがねのグラス越しに見えたその眼球はガラス玉のように無む垢くで、人間的な色に全く染まっていなかった。

「そうか……」

「わたしの心配をするなんて一阿あ僧そう祇ぎ年早いです」

　阿僧祇なんて単位は、普段は使わないぞ。というか、それがどれくらいの単位なのかすらすぐには分からない。

「それならいいんだけどさ」

　ぼくらは二人で海を見た。寄せては返すさざ波を、ただ見ていた。

「何かあったら、その、相談とかしてもいいからな」

「だから、何で竜たつ弥や君に相談しなくちゃいけないんですか」

「そりゃ、同じ退魔師として、分かる部分もあるだろうからさ」

「退魔師ですか……あんなに嫌がっていたのに、変わりましたね」

　確かに、ぼくは変わった。自分でも人を守れることを知った。自分の仕事の本当の意味が分かった。

「ああ、人々を守るのが退魔師の仕事だからな」

　少しかっこつけすぎたかな。はるかは何も言わなかった。

　恥ずかしいこと言ってしまった。二人の間に妙な空気が流れた。

「守る、ですか」

「ああ」

「本当に調子に乗っているみたいですね。なんでそんなことが言えるんですか？」

「は？」

　お互いに黙る。ぼくははるかの言っていることの意味がよく分からなかった。

「竜弥君の実力、少し試してみましょうか？」

　不意にはるかが沈黙を破る。

「どういうことだよ」

「そのままの意味です。竜弥君がどの程度の力をつけたか試そうと言っているのです」

「体力測定でもするのか？」

　冗談を言ったつもりはないが、はるかの言葉からはそういう意味しか受け取ることができなかった。

「あなたどうしてそんなに頭が悪いんですか？」

「そういう意味でしかとれないだろ！」

「『分からない』には三種類あるんです。一つ目は『何が分からないかは分かっているが理解できない』。これは、一番救いがあります。二つ目は『何が分からないか分からないから理解できない』。これは少し困りものです。しかし、時間をかければ何とかなります。そして三つ目。竜弥君はこれに分類されます」

　はるかはため息を一つつくと、肩をすくめた。

「『自分が分かっていないことを分かっていない』タイプです。これは、場合によっては永遠に理解できません」

　そうか。とりあえず、ものすごくバカにされたことは理解できたよ。

「それじゃあ、一体何をするんだ？」

「退魔師としての実力を試すと言っているのです。だから、やることは一つしかありません」

「術式か？」

「もちろんです」

　はるかは真面目まじめな顔をしている。冗談で言っているわけじゃないらしい。

「ここで、術式を見せればいいのか？」

　どうして、こいつはいきなり実力を試したいなどと言いだしたのだろう。

「実戦で緊張して術式を発動させられない人に、デモンストレーションだけ見せられても参考になりません」

　悔しいが、はるかの言うことは正しい。予行演習でどれだけ上う手まくできても、ぼくが本番でも上手くできる保証は少しもない。

「それじゃあ……」

　そこまで言いかけて、ぼくは体をこわばらせる。

　はるかの手が動いている。指が形をつくって止まり、再び動いて次の形をつくる。

「印！」

　これは、印だ！

　術式を発動させるのには三つの方法がある。その一つが印である。手で発動指式を組み、発動させる。

「おい、まさか」

「かわさないんですか？」

　ぼくははるかの指の動きをじっと追う。そして、繰り出される術式を予想した。

　まずい、こいつ本当にぼくを攻撃するつもりだ！

「どういうことだよ！」

　そう言いながらも、ぼくは急いではるかと距離をとる。

　近距離で直撃を受ければ、多分死ぬ。

「いきますよ」

　はるかが最後の発動指式をつくり、術式が発動した。

　まっすぐとこちらに向けられるはるかの指先から巨大な氷柱つららが現れる。宙に浮いていたそれは、彼女の指が下りると同時に、ぼくの方へ突進してきた。

　想像以上に速い！

　ぼくは倒れこむように横に飛び出し、飛んできた氷柱をかわす。

「次、いきますよ」

　はるかは淡々と言う。

「ちょっと、待てよ！」

　はるかの指は既に動いている。本当にやるつもりらしい。

　反撃すべきか？　人間相手に術式を使うなんて、本当は絶対に許されないことだ。しかし、今ならば正当防衛が成立すると思う。

「やめろ！」

　はるかは何も言わない。

　再びはるかの前に氷柱つららが現れる。今度は、先ほどより小さいのが三本。

　ぼくは腰を落とし、その三本の動きに集中する。

　一本目が最初と同じように、弾丸のような速さでぼくに迫る。

　攻撃はしっかりと目で追えている。

　大丈夫。そう自分に言い聞かす。冷静になればかわせない攻撃じゃない。

　先ほどとおなじ要領で左にかわす。耳のすぐ横を、氷柱が通る。それでも、目ははるかの方に向けている。

　次の攻撃に全神経を集中させろ。

　続けざまに二本目が飛んできた。

　砂浜に左足を埋めるくらい深く踏み込み、今度は右へと飛んだ。

　落ち着いている。

　次の攻撃を読むために、はるかに意識を向ける。

　はるかは微笑ほほえんでいる。

　心臓が跳ねた。

　氷柱がもう全すべてなくなっている。

　どこだ？

　どこだ？

　どこだ！

　一瞬で、砂浜全体を見回すがそれらしいものはない。

「上か！」

　ぼくが上空を見上げると、真上から猛烈な勢いで氷の凶器が落下してきていた。

　頭をおさえながらその場から飛び出す。目をつぶり、間に合ってくれることだけを祈りながら、砂の上に倒れこんだ。

　巨大な落下物が地面に落ちる音。

　目を開けてみると、すぐ足もとに氷柱が突き刺さっていた。その大きさはぼくの身長の半分くらいはある。

　体温が一気に下がった。

　はるかは本当にぼくを殺すつもりか？

「いい反応です」

　はるかは説明文を朗読するように、淡々と言う。

「反撃はしないんですか？」

「これ以上攻撃してくるなら、反撃するぞ！」

　情けないことだけど、ぼくの膝ひざは震えている。次の攻撃をまともにかわす自信がない。

　はるかの唇が恐ろしい言葉を紡ぎ始める。

「ニブルヘイムの氷ひ室むろの扉……」

　詠！　術式を発動させる、二つ目の方法。発動文言を唱えることで、術式を発動するつもりだ。

　どうする？

　はるかより先に術式を発動させることは不可能。それならば、逃げるしかない。逃げながら、反撃の準備を！

「ヘルの輝く涙の飛礫つぶて　か弱き亡者に慈悲の粒を」

　はるかの詠が終わった。術式が発動する。

　ぼくは震える足を引きずりながら走りだす。

　はるかの周りが青く光り、そこから無数の氷の塊が上空に向かって飛び上った。それが上空で止まり、ぼくに向かって次々と降ってくる。いや、撃ちだされてくる。

　先ほどの氷柱つららと違い、一つ一つは小さく拳げん骨こつほどの大きさだが、数が多い。走り続けなければ氷の弾丸に貫かれる。

　ぼくははるかの周りを回るように逃げる。はるかはその場から動かず、逃げ惑うぼくを目で追うだけだった。

「逃げるだけでは勝てませんよ？」

　逃げ続けるぼくにはるかが話しかけてくる。そんな分かっている！　ぼくはひたすらに走る。はるかの裏をかくためには、これしかない。

「疲れてませんか？　そろそろ当たりますよ？」

　はるかの言葉通り、一発の氷弾がぼくの右太ももをかすめる。鋭い痛みが走るものの、ぼくはスピードを緩めない。ここで、跪ひざまずくようなことがあれば、ぼくの体はハチの巣にされてしまう。

　はるかはぼくの方を見るだけだ。ぼくの企たくらみに気づいているのか。

　さらに右肩に一発、左の二の腕に一発かする。

　もう少し。もう少しだ！

　はるかの周りを一周すると今度ははるかに少し近づき、再び回り始める。

「ニブルヘイムの氷室の扉……」

　はるかが再び発動文言を唱え始める。だけど、今度はぼくの方が速い！

「はるか、悪いが反撃させてもらうぞ！」

　はるかを囲むように文様を描いた。砂浜に足を引きずりながら、描いたものだ。

　特別な文様を描くことによって術式を発動させる。これが術式を発動させる最後の方法。陣と呼ばれるものだ。ぼくが一番得意な術式の発動の方法。というか、陣以外でまともに術式を発動させることができない。

　最後の一画！

　ぼくは砂浜に足を思いっきりめり込ませ、文様を完成させる。文様全体が青く光りはじめる。

　もともとは爆破系の術式だが、その威力をできる限り弱めて、光と音だけの術式の陣にした。これではるかを驚かせて、攻撃を止めさせる！

　はるかは動じない。こいつなら陣の形を見ただけで、どんな術式が発動するか分かるだろう。威力が小さいのを見て安心しているのか？　こっちは手加減しているのに、向こうは全力なのだから不公平だ。

　ぼくは陣から離れる。そろそろ発動するはずだ。

　陣の光がどんどん強くなる。

　おかしい。光がどんどん強くなるばかりで、全く術式が発動しない。

　どうしてだ？　文様の形はあっているはずなのに……。

　あ！

　そこで、ぼくは大変なことに気づいた。波打ち際の線が波によって消えていたのだ。陣が途中で改変されてしまった。

　陣は線の一本一本に意味があり、それが少しでも変われば術式全体の意味も変わってしまう。発動途中で線の一部が変われば、どんな術式が発動されるか分からない。

「はるか、逃げろ！」

　ぼくは自分が描いた陣の中に飛び込む。この行動にははるかも驚いたらしく、珍しく目を見開いて意外そうな顔をする。

　青い光はますます強さを増し、辺りは昼間よりもずっと明るくなる。その中を突進し、はるかとのすれ違いざまに彼女の体に腕を回し、そのまま陣の外へと無理やり連れ出す。

　光は最高潮に達した。発動する！　心の中でそう直感した。

　ぼくははるかと一緒に海に飛び込む。

　沈黙。

　波の音だけしか聞こえない。

　ぼくは浅瀬に突っ伏しながら、体をこわばらせていた。しかし、何も起こらない。

「離れてもらえますか？」

　そう言ったのは、ぼくの隣で同じように浅瀬に体を浸したはるかだった。

　既に陣の光は消えていた。夜は平穏を取り戻し、月がぼくらを不思議そうに見下ろしている。

「あれ？」

「離れてください。あと、どこを触っているんですか」

　そう言われて、ぼくははるかの体からぱっと離れた。

「もしかして、危険な術式が暴発したとでも思ったのですか」

　はるかは立ち上がると言葉の氷弾をぼくに放つ。

「え、でも暴発したんじゃ……」

「あんな単純な陣が暴発したところで、そんな危険なことが起こるわけないじゃないですか」

　はるかはため息をつく。ぼくの顔は熱くなった。自分だけ騒いでいたのが恥ずかしくなる。

「で、でも、ほら、何が起こるか分からないだろ」

「分かります。少なくとも、ある程度の予想はできます」

　そこまではっきり言われてしまうと、こちらとしても立つ瀬がない。

「竜たつ弥やくんがあまりにも大きな声を出したものだから、驚いて詠を途中で止めてしまいましたよ。とどめを刺そうと思ったのに」

　そう言われると、ぼくは怪け我がをしているところに塩水が晒さらされていることが意識され、痛みが倍になって甦よみがえった。

「とどめって……おい！　一体どういうつもりなんだ！　いきなり、攻撃してくるなんて！」

「何かを守りたいなら、強くなければいけません。竜弥君は弱い。だから、守りたいものがあっても守れません。それを証明しようとしただけです」

　こいつ、本当に一体何を考えているんだ？

「前回、死霊食いを倒したことは一つの成果です。しかし、だからといって竜弥君が誰だれでも守れるわけではないんです。調子に乗るのもいい加減にしてください」

「べ、別にぼくは調子に乗っているわけじゃ……」

「乗っています。竜弥君の実力から考えれば、本当はそんなことは言えないはずです」

　そこで、はるかはわずかに下を向く。

「わたしも、もっと強くならなくてはいけません」

「ぼくが退魔師として未熟なのは分かっている。だからって、いきなり殺しにかかることはないだろ！」

「戦闘は常に突然です。その中で実力を発揮できなければいけません。いきなり化け物に殺されかけることだってあります。竜弥君もそうだし、あなたが守ろうとするものだって同じ危険にあいます」

　はるかの目は真剣だった。確かに、いつも無茶なことをするはるかだが、今回はちょっと異常だ。いくらなんでも、はるかがこんなことをするとは思わなかった。

「おい、本当にどうしたんだよ、お前……」

「どうもしませんよ。ただ、守る守ると言いながら、大した力もない人を見て……少し腹が立っただけです」

「腹が立つ？」

　こいつにそんな感情があったのか？　確かにやることは滅め茶ちや苦く茶ちやな奴やつだが、怒りとか興奮とかそういう感情は完全に欠落していると思っていた。

「なんか変だぞ」

　いつも変だとは思っているが、今日は違うベクトルで変だ。

「そうですか？」

　はるかはいつも通り、表現力ゼロの無味乾燥な顔をしている。

　だけど、その中には間違いなく違和感があった。

「話したくないなら話さなくてもいいけどさ、その……何かあるんだったら本当に相談に乗るぞ」

　ぼくははるかの目を見ながら言う。はるかは少し目を大きくし、そして、視線をずらした。

「だから、竜たつ弥や君に相談に乗ってもらうくらいなら、サンショウウオに相談します」

「あんな爬は虫ちゆう類るいより役に立つと思うけど」

「サンショウウオは両生類です」

「そうだっけ？　まぁ、あいつよりは役に立つと思う。多分」

　はるかの顔がこちらを向く。

　目が合った。

　やっぱり、いつもと違う。

　不安そうな、頼りなさ気な、か弱さが彼女の中にある。

「絶対に様子がおかしい」

「しつこいですね」

　はるかはため息をつく。そして、砂浜に座ると、小さな声で話し始めた。

「退魔師になりたての女の子が、最初の狩りで失敗した話です。陳腐でありがちな、つまらない話ですよ」

　ぼくは隣に座り、頷うなずく。

「その女の子は中学一年の時に、死霊系小型種のリトルホロウという化け物を相手にしました。知っていると思いますが、リトルホロウは凶暴性が少なく、非常に攻略しやすい化け物です。その女の子は自分の力に自信を持っていました。リトルホロウくらいなら難なく倒せると信じていたのです。まぁ、事実として冷静に対処すれば、問題なく倒せる相手だったでしょう」

　はるかは海の方を見たまま、ぼくの方に顔を向けなくなった。仕方なく、ぼくも同じ方向を見る。

　海の上に浮かぶ月が水面に光を散らしている。波は静かにうねり、光の粒はその上を舞った。

「非常に甘かった」

　波の音とともに、はるかの言葉が耳に届く。

「世間知らずの愚か者でした。リトルホロウには追い詰められると仲間を呼ぶという習性があります。そのこともちゃんと理解していたはずだったのですが、その少女はリトルホロウに仲間を呼ぶ隙すきを与えた」

　そして、とはるかはそこで言葉を切る。

「それは余裕だったのか、驕おごりだったのか。まぁ、そのどちらもあったのだと思います」

　ぼくは次の言葉を待つ。きっと、それは彼女が自分のタイミングで切り出すはずだ。

「その少女は死にかけました。それだけではありません。その少女を助けようとした両親は殺されました」

　何も言えなかった。きっと、今のぼくが何を言ったとしても、彼女の心を慰めることなんてできない。いや、きっと彼女は慰めや同情なんて求めていない。

　求められたから話している。ただ、それだけなんだ。

　はるかの中で、既に決着はついている。それについて、ぼくがもはや口出しをすることはない。

「少女はその時悟りました。自分がいかに無力であるかということを。そして、目の前の敵を殲せん滅めつするためにはどうすればいいのかということを、必死で考えました。単純に死にたくなかった。その時の少女はとても冷静でした。今考えても、とても的確に動き、攻撃し、敵を全滅させた。それ以来、少女が驕ったことは一度もありません。実戦において、最も重要なことは勝利すること。そのためには手段を選んではならない。とにかく敵を殲滅し、勝利を収めなければならない」

　普段の偉そうなはるかからは想像もできない言葉だ。しかし、戦闘中のはるかを思い出すと、確かに慌てることなく常に冷静さを保っている。なんだかんだと無茶なことを言うが、勝利に最も近づく方法を提示してくる。

「両親を殺されたから……」

「両親を殺したのは化け物ではありません。少女の愚かさです。少女自身が、両親を殺したんです」

「そんな……」

「間違いありません」

「だけど、それが理由で化け物を恨んでいるんだろ？」

　はるかの横顔は無機質で、そこから彼女の思考を読み取ることはできなかった。彼女の口から出てくる言葉が、彼女の本心だと信じるしかない。

「恨みや怒り、そういった感情は判断を鈍にぶらせます。ただ……」

　風が砂浜を走りぬける。はるかの髪がそれに揺れた。

「わたしが退魔師として化け物狩りを続けている気持ちの根底には、そういう感情があるのかもしれませんね」

　ぼくはその言葉を素直に信じることにした。きっと、彼女は嘘うそをついていない。

　どうして、はるかはぼくに自分のことを話す気になったのだろうか。今まで、自分の話など一度もしたことがない奴やつだ。夏の海で解放的な気分になったというわけでもないだろう。

「化ばけ物もの部ぶなんていう部活を使ってまで化物狩りをするのは、そういう理由なのか？」

　両親を亡くし、化け物を狩ることに人生をかけたはるか。彼女の化け物を狩ることに対しての執念はすさまじいものがあるのだろう。

「化物部は……そうですね。わたしの数少ない居場所ですから」

「居場所？」

「化け物を狩る時、一人ではどうしようもないこともあります。そういう時に、仲間が必要になります」

　仲間。はるかの口からそんな言葉が出てくるとは思わなかった。協調性とかチームワークという言葉から最も離れた位置にいるような奴なのに。

「仲間、か」

　はるかにとって、化物部が仲間と呼べる人たちと一緒にいられる唯一の空間なのかもしれない。はるかが必死になって一〇〇万円を集めて、化物部の活動を続けようとしている理由が少し分かった気がした。

「竜たつ弥や君は弱いです」

「それは、もう何回も聞いたよ」

「何度でも言います。あなたは弱い」

　はるかはぼくを睨にらむ。いや、目つきがきついだけで、本当は睨んでいるんじゃない。

　ぼくはようやくはるかの意図を理解した。

「……弱い奴は仲間じゃないって言いたいんだろ？」

「違います。強くならなければ、誰だれも守れないと言いたいんです。結局、他ほかの人を不幸にする結果が待っています」

　そう言うと、はるかは少し俯うつむいた。

「そのままでは、昔のわたしと同じになります」

　人を守れると驕おごり、結局大事な人を失ってしまう。

「……分かってるよ」

　分かっているけど、そんなにすぐに強くなれるわけじゃない。

　それは、当たり前のこと。当たり前のことだけど、自分が情けなくなる。焦っても仕方ないことは分かる。だけど……。

「仲間として竜弥君には期待していませんが……」

　ぼくははるかをじっと見ていた。そんなぼくと、不意に横を向いたはるかは目を合わせる。月光に照らされたその顔は、何か悪わる巧だくみをしている時の意地悪な笑みを浮かべていた。

「山やま伏ぶし家の財産と情報には期待していますよ」

　結局は厭いや味みで締めくくるつもりか。全く、相変わらず嫌な奴だ。

　だけど、こんな風にはるかと話したのは初めてだ。最初に会った時は、マネキンみたいで人間性を感じないと思っていたが、少しずつ見えるはるかの内側には、確かに人間の血が通っていると分かる。

「終わりましたぁ！」

　遠くから幽実香ゆみかさんの声が聞こえる。小型のボートに乗って幽実香さんと永と遠わさん、それとはるかのメル友のいかつい白人の男たちがこちらにやってきた。

「今日はもう解散にしましょう」

　はるかが言う。

「えっと、なんと言うんだ。さっきの話なんだが」

「竜たつ弥や君に何かアドバイスをもらおうとは思っていませんよ。わたしの問題は、わたしが解決することです」

　はるかの言っていることは正しい。そこはぼくが踏み込む場所じゃない。だけど、一人で全すべてを抱え込もうとするはるかを見ていると、なんだか淋さびしい気持ちになる。

　こうして、姑こ息そくな妨害工作の準備を終え、ぼくたちは解散した。





　初めて、はるかの内面を見た気がした。他ほかの人たちが帰路についた後、ぼくははるかとの会話を思い出しながら、砂浜を歩いていた。

　いきなり攻撃されるとは思わなかったし、あれはやりすぎだと思う。だけど、はるかの言いたいことは分かった。

　大切な人を守るのなら、強くならなくちゃいけない。

　口だけなら何とでも言える。確かに、ぼくは死霊食いを倒したことで、気持ちが大きくなっていたのかもしれない。自分の言葉に責任を持つためには、それだけの実力をつけなくてはいけない。

　強くなる。それは、逃げることのできない、ぼくが解決しなくちゃいけない問題だ。誰だれかのせいにしたり、責任を押しつけたりすることはできない。

　はるかは自分の親の死を乗り越えて、今の実力をつけた。

　ぼくもやらなくちゃいけない。それは分かっている、だけど、気持ちが焦るばかりで、すぐに何かが変わるわけじゃない。それとも、何か劇的に変化するような行動を起こさなければならないのかな……。

　実力を大きく変えるのに、はるかがさっきしたように、いきなり実戦訓練をするというのも一つの方法なのかもしれない。はるかは滅め茶ちや苦く茶ちやな奴やつだが、考えなしで行動するような奴ではない。あれはあれで、はるかなりに考えたことだったのかもしれない。

　波の音にまぎれて、違う音が聞こえてくる。

　ギターの音色。人の歌声。

　聞き覚えがある。ぼくは引き寄せられるかのように、その音の聞こえる方へと引きつけられていった。たどり着いた場所は、以前波は多た野のさんに教えてもらった、海と空の見える絶壁だった。今は黒い海と、黒い空が見える。

　絶壁に立つ一人の少女。月光に照らされたその人物は、波は多た野のさんだった。

　波多野さんは、夜の海に向かって歌っている。

　夜の雰囲気に合う、静かで流れるような綺き麗れいなメロディだった。ぼくは曲に聴き入った。

「少年」

　海の方を向いたまま、波多野さんが言う。ぼくはびくっと体を震わせた。

「気づいていたんですか？」

　波多野さんはギターの演奏を止やめ、ぼくの方に振り返る。満面の笑みを浮かべ、夜なのに周りの空気を明るくするような表情だった。

「まぁな。この前の事故は大丈夫だったかい？」

「はい。大きな怪け我がはしませんでした」

　ふと、あの時の波多野さんの笑顔を思い出し、体に寒気が走る。彼女は、事故を起こしたバスを楽しそうに見ていた。あれは、ぼくの目の錯覚か何かだったのだろうか。

「それならよかった」

　波多野さんはギターの弦をはじいた。綺麗な音が響く。

「それで、こんな時間にお散歩かい？」

　まさか、地雷や機雷をセットしていました、とは言えない。

「ええ、まぁ、そんな感じです」

　とりあえず、そういうことにしておいた。

「夜の海はいいだろ。こっちに来いよ」

　そう言われ、ぼくは波多野さんの横まで進む。眼下の様子は暗くてよく見えないが、岩石にぶつかって飛び散る白い泡があることだけは、何とか分かった。

　二人で前みたいに、崖がけから足を垂らして座る。星はほとんど見えなかったが、丸い月は綺麗に輝いていた。

「夜の海を散歩で歩くってことは、なにか悩みでもあるのか？」

　波多野さんは鋭く尋ねてくる。

「分かるんですか？」

「夜の海を見たいって思う奴やつは、本当に海が好きな奴か、人生に行き詰まっている奴か、花火をしたい奴のどれかだ。少年は人生に行き詰まっているタイプだろ」

「はい。そうですね」

　人生に行き詰まる、か。

　そこまで深刻ではない。いや、そうなのか？　今抱えている問題はぼくの人生全体に影響するかもしれない。

「言ってみな」

「でも、何も知らない人に相談するのも……」

「バカか、少年。あたしに言うんじゃない。海に言うんだよ」

　そんなセリフを大おお真面目まじめに言えるのが凄すごいな。

　そうですね、とぼくは笑った。

「夢があるんです。大きな夢が。それは、使命っていってもいいかもしれません。でも、その夢を実現するだけの力がぼくにはない。どうやったら、ついてくるのかもよく分からない。気持ちばかり焦って、自分の無力さが嫌になる」

　ぼくは真っ暗な海に、呟つぶやくように言った。

　波は多た野のさんは何も言わず、静かにギターの弦を弾いていた。

「どうすればいいのか分からないんです」

　海は何も答えてくれない。ただ、足元で波が砕ける音がするだけだった。

「少年」

　波多野さんが言う。

「海っていうのは、今みたいに豊かな状況になるまで何億年もかかったんだぜ」

　ぼくは波多野さんの横顔を見る。彼女は、歌っている時みたいに楽しそうに、それでも真剣な目をしている。

「音楽だって同じだ。一瞬でギターが上う手まくなる奴やつなんていない。最初はみんな押さえられないコードで苦戦するんだ」

「はい」

「焦るな。夢を叶かなえようと思ったら、できることを、着実に進めるしかないんだ。それに、考えてもみろよ」

　波多野さんが両手を挙げると、そのまま寝転がった。

「簡単に叶うような夢じゃ、つまらないだろ」

　まさか波多野さんにそんなことを言われるとは思ってもみなかった。だけど、彼女の言葉はぼくの心に自然に入ってきた。

　一流の退魔師になって、多くの人々を守る。

　そんなのは、もしかしたらぼくの驕おごりが生み出した夢なのかもしれない。だけど、たとえそれでもいいじゃないか。

　それは簡単に叶えられることじゃない。だからこそ価値がある。名門の宿命、という理由だけじゃない。それがぼくの望んだ道だからだ。確かに、今のぼくは本当にその夢を意識している。

「波多野さんには夢があるんですか？」

　ぼくは大空を見上げる波多野さんに尋ねる。

「あるぜ」

　そう言うと、波多野さんは親指を上に向けた拳こぶしをぼくの方に突き出した。

「でっかい夢がな」

「ミュージシャンとして成功する、とかですか？」

「ああ、それもあるが、今は違う」

　波は多た野のさんはまっすぐに空を見る。都会の光でほとんど星が瞬かない空だ。

「今、たくさんの仲間たちと一緒に、でっかいことをしようとしているんだ。上う手まくいけば、この世界は変わるぜぇ」

「音楽で世界を変えるつもりですか？」

　波多野さんは笑った。

「それ、いいな。きっと、音楽でも世界は変わる。だけど、その前に変えなくちゃいけないことがある」

　波多野さんは上半身を起こし、元の体勢に戻った。

「少年、あたしたちは、この世界のルールを変えるんだ」

　そう言う彼女の表情は、今までにない強い決心を感じさせた。

　この世界のルールを変える……。

　それは、どこかで聞いたことのある言葉だった。

　その後、彼女はずっと海に向かって歌っていた。ぼくは途中で帰ったけど、最後まで彼女の歌声が途切れることはなかった。



    

  
    
      
第四章　夏だ！　海だ！　渚なぎさの女王コンテストだ！





　東ひがし浦うら海浜公園につくられた特別ステージ。そのステージを囲むように、大変な数の観客が集まっていた。周りは人で埋め尽くされており、ステージに到着するまでに何十メートルも密集した人の間を抜けなければいけないような状況だった。フランクフルトや焼きトウモロコシの売り子たちの声があちこちで発せられ、すさまじい喧けん騒そうが盛夏の浜辺を満たす。

　ぼくたちはそんな熱気に満ちた空間にいた。

「凄すごいな。こんなに人が集まるとは思わなかった」

　ぼくは隣にいるはるかに言う。今日の化ばけ物もの部ぶの面々はみんな私服だった（永と遠わさんはアイアンメイデンが私服だと理解してほしい）。幽実香ゆみかさんはすでに出場者待機場所で待機しているため、この観客席にはいない。

「さっきから、何か低い音がしませんか？　モーター音みたいなのが……」

　ぼくは辺りを見回す。ちょうど冷蔵庫が出すような音が聞こえてくる。だけど、ここは海辺だ。そんなものがあるわけ……いや、一つだけあった。

「排熱ファンの音だ」

　永遠さんが言う。音はアイアンメイデンから聞こえてきていた。

「熱対策で取りつけたんだ。おかげで前よりはずっと快適になった。フロンを使った冷却システムも考えたが、容量の問題から断念した。今回はオリジナルの大型ファンを自作して、上部につけたんだ」

　必要は発明の母というやつか。

「たっちゃん！」

　人ごみの中から突然声が聞こえる。そして、何人かの悲鳴がその後に続いた。ぼくはその声の主が誰だれなのかすぐに察する。

　人ごみをかき分けるように、緋ひ色いろのビキニ姿の姉さんが現れた。

「もう！　同じところに行くんだから、一緒に行こうって言ったじゃない！」

　今朝、ぼくは姉さんを置いて、一人で出てきた。一緒に行くのは恥ずかしいし、ぼくは幽実香ゆみかさんの応援に来ているんだ。ライバルである姉さんと仲良くやってくるのも問題だろう。

「あら」

　姉さんの鋭い眼球がはるかを捕らえる。

「あなたがたっちゃんのお友達？　出場するわけじゃないみたいだけど……」

　姉さんははるかを上から下まで眺める。はるかは帽子をかぶり、サマーカーディガンにスカートという出いで立たち。水着でない時点で、出場者だとは考えられない。

「はじめまして。荒あら瀬せはるかといいます。今回は、わたしたちの部の部員が出場するんです」

　はるかはそう言って微笑ほほえんだ。こいつにも、波風立てないように人と接する、という気配りの精神があったのか。初対面の人の印象としては悪くない立ち居振る舞いだ。

「そう。ところで、あんたはたっちゃんとどういう関係なの？」

　姉さんは直球ど真ん中のボールを投げ込んできた。

「そんなのただの友達に決まっているじゃないか！」

　ぼくがそう言うと、姉さんは片手でぼくを制し、はるかを睨にらみつける。

「あなたに訊きいているの。どうなの？」

　はるかは困ったような顔を見せる。

「どうと言われましても……」

「じゃあ、あんたはたっちゃんのことをどう思ってるの！」

　はるかの煮えきらない態度に、姉さんは口調を厳しくする。これは、まずい。姉さんが暴れだしかねない勢いだ。

「わたしの彼氏は、竜たつ弥や君のことをすごくいい奴やつだって言っていました」

　は？　彼氏？

　はるかの予想外の答えにぼくはびっくりする。

「え？　あんた、彼氏いるの？」

「はい！　大好きな彼が言うんだから、きっと竜弥君はすごくいい人なんだと思います。もともと、竜たつ弥や君に入部してもらったのも、ダーリンの紹介なんですよ。テヘ」

　はにかみながら、はるかは笑っている。

　何だろう。ぼくは背筋が冷たくなった。この女、平気な顔で嘘うそをついている。そして、このキャラクターは気持ち悪い。

「そうなんだ。なるほどね」

　姉さんは少し安心したように言う。しかし、まだ完全に警戒を解いたわけではなかった。

「あんた、彼氏がいるならなおさらだけど、たっちゃんに手を出したら……きっと、生きているのが苦しくなるような世界を見ることになるからね」

　姉さんは真面目まじめな顔をして言う。その台詞せりふは何日か前に暴力団の組長が言っていたのと同じような……。それに対して、はるかは目を丸くする。

「そんな、わたしは彼氏を裏切りません！　それに、竜弥君はわたしなんかになびかないと思いますよ」

　そして、ぼくの方をちらりと見て微笑ほほえんだ。これはこいつの演技だ。ぼくは黙っていた方がいいだろう。

「竜弥君、部室でお姉さんの話ばかりしているんですよ」

　それを聞いて、姉さんの攻撃的な姿勢が一気に崩れた。威い嚇かくするような視線は柔和になり、小さく口を開けて、予想外の発言に驚いているようだった。

「え？　本当に？」



    

  
    
      



    

  
    
      「ええ、だから今日も……、って、あ！　これは秘密だったね」

　そう言って、はるかはぼくに、ごめん、と小さく謝った。

　怖い、怖いよ！　ここまで平然と演技で相手を騙だまそうとするはるかを見ていると、本当に身震いがする。

「え？　なに？　何かあるの？」

　姉さんは期待に目を光らせて、ぼくの顔を覗のぞき込んだ。ぼくは何を言えばいいか分からず、ただ黙って俯うつむくだけだった。

「あ！　参加者の受付がもうすぐ終わる時間ですよ。早く行った方がいいと思います」

　そう言われて、姉さんは渋々といった感じで、ぼくたちの前を去っていった。姉さんの姿が見えなくなると、はるかの顔から先ほどの笑顔が完全に消え去り、ニュートラルの状態になった。

「何と言うか、凄すごいな」

　素直に感想を言う。あそこまで完かん璧ぺきに違うキャラを演じられるのは、もはや才能と言っていいだろう。

「あれだけブラコンだと、さすがに病院に行った方がいいかもしれませんね」

「いや、姉さんも凄いけど、はるかも凄いな。よくもまぁ、あれだけ嘘うそをぺらぺらと……」

　はるかは片かた眉まゆを上げる。

「女の子はみんなこんな感じです」

　ぼくははるかの言葉を信じないことにした。その方が、きっとぼくの今後の人生のためだと思う。



「夏だ！　海だ！　渚なぎさの女王コンテストだ！」

　ステージの上で、司会のお兄さんとお姉さんが元気よく叫ぶ。それに応こたえて、会場にいた観客たちは大きな声援と拍手で応えた。

　いよいよ、コンテストの始まりだ。

「みんなー！　夏は好きかー！」

　司会の男の人がマイクを観客に向ける。観客の合唱がそれに応える。

「みんなー！　海は好きかー！」

　司会の女の人がマイクを観客に向ける。その場にいた人間は大声援でそれに応える。

「それじゃあ、始めるぞー！　渚の女王コンテストだー！」

　スピーカーから音楽が流れ始め、いよいよコンテストが始まった。最初にコンテストのルール説明があり、その後に一人ずつ女の子が出てきて自己紹介と自己アピールをする。観客たちは投票用紙を持っており、最終的に気に入った女の子を三人までチェックして投票するという仕組みだった。上位十名が二次審査の遠泳大会に進むことになる。

「ところで、幽実香ゆみかさんの遠泳はどうするつもりなんだ？」

　ステージでは最初の女の子が歌を披ひ露ろうし始めた。あまり上う手まくなかったが、振り付けをしながら歌う姿は可愛かわいらしい。そんなステージの様子を腕組みしながらつま先立ちで見ている小柄なはるかに、ぼくは訊きいてみた。

「ちゃんと手は考えてあるから大丈夫です。……それにしても、もう少し前の方の位置をとっておけばよかったですね」

　そう言いながら、はるかは飛び跳ねてみたりしたが、あまりよく見えないらしい。ぼくも背が高い方ではないので、ステージが見えづらかった。

「これじゃあ、合図のタイミングが難しいですね」

　合図？　何をするつもりなんだ？

　コンテストはどんどん進んでいく。女の子の一人あたりの自己アピール時間は二分間。それでも、これから一時間以上時間がかかる。前半の女の子は投票の時には忘れられてしまう危険があるし会場が温まっていないこともある。その一方、暑さで客がばてるので、後半の自己アピールも絶対に不利になる。ちょうど真ん中あたりでインパクトの強い芸ができればベスト。順番は実行委員会がランダムで決めるらしいので、そのあたりにははるかの買収の力がいきているかもしれない。

「それでは、次の方！　エントリーナンバー七！　山やま伏ぶし椛もみじちゃんです！」

　会場がそれまでより一段と大きな声援に変わる。姉さんの登場で、会場のボルテージは確実に上がった。我が姉ながら、客観的な外見の評価が高くつくのは理解できる。あの突拍子のない中身さえなければいいのだが。

「椛さーん！」

　観客の中から、飛びぬけて大きな声が飛ぶ。

　……その声には聞き覚えがあった。

「頑張ってくださーい！」

　その声の主は、椛命、と書かれた巨大な旗を振り、声を嗄からせながら声援を飛ばしている。

　片かた山やま庄しよう司じだ。彼はぼくのクラスメイトなのだが、姉さんに常軌を逸いつした入れ込み方をしている。どこで嗅かぎつけたのか、姉さんが出場するのを知って、駆けつけてきたらしい。

「こんにちは！　椛です！」

　姉さんは会場に手を振る。そして、ぐるりとその場で一回転した。どよめきにも近い感嘆の声が会場からあがる。潮風に舞う長い髪と、健康的な笑顔。そのまま海の家のポスターにできそうな、爽さわやかな美少女の姿に、会場は盛り上がりをみせる。

「それじゃあ、自己アピールやります！」

　そう言うと、ステージ袖そでからスタッフらしき人が出てきた。スタッフは姉さんに木製バットを渡すと、再び引っ込んだ。

　何が始まるんだ？

「今からバットを折ります！」

　そう言うと、会場が驚きの声をあげる。姉さんはバットを立てると、慎重にその位置を調整した。普通、空手の達人などがバットを折る時、一人がバットを支え、折る人間はそれを蹴けるものだ。しかし、姉さんはそんな雰囲気ではない。一人でバットを持っている。また、蹴ろうという様子もない。

　同じことを観客たちも思っているのだろう。一体、ここからどうやって折るのか、という興味によって、全員の神経がステージ上に集中している。

「行きます！」

　姉さんは右腕を振り上げた。

　そして、ぼくたちは信じられない光景を見た。

「どっせい！」

　掛け声とともに、姉さんはバットを折った。いや、感覚としては裂いたといった方が近いかもしれない。

　姉さんは手刀で、バットを縦にばっさりと切り裂いたのである。斬ざん新しんだ。いや、斬新すぎるバット折りである。

　数秒遅れて、拍手が鳴り響く。しかし、それは偉業の大きさに比べて、あまりにも小さな称賛だった。

　ぼくの周りの観客たちもひそひそとお互いに話している。

　それもそうだろう。さすがに、あれはありえない。

　観客たちの心には共通の疑念が浮かんだはずだ。姉さんが全身凶器であることを知っているぼくだって、今のことは疑わしく思う。

　つまり、バットに最初から細工がしてあったのではないか、という疑惑。ステージ上の姉さんも、それを感じ取ったのだろう。明らかに、場内の空気はおかしい。

「もしかして、皆さん。バットに仕掛けがあったって疑ってますか？」

　姉さんは少し怒った口調で言う。

「疑ってません！　最高です！　今度は俺おれを斬きって！」

　空気を読まない庄しよう司じの声だけが虚むなしく響いた。

「えっと、それじゃあ……」

　姉さんは折れたバットの片方を軽く振り回し、何度か舞台を叩たたいて何の細工もないことを示すと、バットの真ん中辺りを握った。

「それじゃあ、今度は違う方法でバットを折ります！」

　姉さんは呼吸を整えると、会場に向かって大声を張り上げる。

「皆さん、カウントをお願いします！　いきますよ！　スリー！　ツー！　ワン！」

　会場の声も揃そろい、その場の全員がこれから起こる奇跡に注目した。

「ゼロ！」

　姉さんの顔が赤らみ、腕の筋肉が隆起する。

　ベキベキと音を立て、バットが曲がる。姉さんは握力だけでバットを握りつぶしているのだ。信じられない。ここまでくると、観客も若干ひいている。

「うおぉぉりゃぁぁ！」

　姉さんは絶叫とともにバットを完全に握りつぶし、縦に分断されたバットはさらに二つに分けられた。

　バットの両端がステージに落ちる。誰だれもが口を開けて、その奇跡の瞬間を眺めていた。

「以上です！　どうもー！」

　姉さんは満面の笑顔でそう言って、観客に向かって手を振る。

　少し遅れて、観客たちは大きな拍手と声援を送った。ここまでのことをされれば、みんな素直に偉大さを認めるしかない。これ以上インパクトのある自己アピールはもうないだろう。

「悔しいですが、椛もみじさんは通過するでしょうね」

　はるかが呟つぶやく。平淡な言い方だったが、下唇を噛かんでいるところから、割と本気で悔しがっていることが分かった。なんだか、世界びっくり人間コンテストみたいだ。

　そこからさらに出場者たちの自己アピールが続いた。それなりに面白いものや、感心するものもあったが、やはり姉さんのインパクトを超えるようなものはなかった。

「さぁ、どんどん行きましょう！　エントリーナンバー一九！　五百蔵いおろい幽実香ゆみかちゃんです！」

　再び、会場がどよめく。幽実香さんが太陽みたいに輝く笑顔で登場した。

「皆さん、こんにちはー！　五百蔵幽実香です！」

　会場の声援に応こたえて、幽実香さんは手を振る。さすが、幽実香さん。その愛らしさで会場全体に衝撃を与えている。

「今日はモノマネをします」

　幽実香さんは一体何のモノマネをするつもりなんだろう。全員が言葉の続きを待つ。

「カメのひなたぼっこ！」

　そう言うと、幽実香さんは四つん這ばいになって、太陽の方に向かって首を伸ばす。

　そして、会場の時間は止まった。

　もしも、会場の人間が漫画のキャラクターだったら、みんな頭のうえにハテナマークが浮かんでいることだろう。

　誰も幽実香さん独特の世界観を理解していない。というか、きっと人類が彼女の内面に追いつくには、あと何万年もの年月が必要だろう。

　……やばい。これは、やばい。

　あまりにもシュールすぎる！

　アイアンメイデン、はるか、亀かめ……。どうやら、幽実香さんは動きのあるモノマネはできないらしい。そんなことに、今になって気づくなんて。

　会場は静まり返っている。完全に幽実香さんのモノマネは失敗だ。

「どうするんだ？　これじゃあ……」

　心配するぼくの隣で、はるかが片手を挙げていた。何をやっているんだ？

「ぁ」

　幽実香ゆみかさんは亀かめの鳴き声まで完全に再現している。しかし、それが起死回生の一手になるわけもない。

　終わった。どれだけ幽実香さんが可愛かわいくても、ここまできてしまうともはや一次審査通過は難しい。

　はるかが片手をおろした。すると、それまで静まり返っていた会場から、いきなり大歓声がわきあがった。

「可愛い！」

「ひゃーはっはっはっ！　腹が捩よじれる！」

「感動をありがとう！」

「アンコール！　アンコール！」

　これは一体どういうことだ。幽実香さんの亀の鳴き声はそんなにも人々の心を掴つかんだのか？　いきなりのことでぼくや周りの観客たちも戸惑っていたが、他ほかの騒ぎに流され、ついつい自分も拍手をしてしまう。

　謎なぞの大盛り上がりをうけ、幽実香さんは笑いながらステージを下りた。

「一体、何が起こったんだ……」

　ぼくの感覚が、世間からずれているんだろうか。

「さっきの声援はサクラです」

　はるかが小さな声で言う。

「こんなこともあろうかと、観客の中に幽実香さん応援団を仕込んでいます」

「幽実香さん応援団？」

「こういうのは場の空気が大切なのです。どんな芸でも、オーディエンスが盛り上がれば、それは成功したといえます」

　さっき言っていた合図云うん々ぬんというのは、こういうことだったのか。なんにせよ、盛り上がったことは盛り上がった。声援だけならば今まで一番大きかった。色々な意味で、観客たちの印象に残る自己アピールだっただろう。

　この後も新しい出場者がどんどんと自己アピールをする。当然、それを見る観客たちには真夏の太陽光が容赦なく降り注ぐ。

　熱気は体力を奪う。予想通り、一次審査の後半は、観客たちから元気がなくなり声援も小さくなっていた。

「それでは、最後の出場者です！　締め切り直前に滑り込みで参加してくれた、キュートな女の子だ！　エントリーナンバー四四！　波は多た野の愛あ海みさんです！」

　波多野愛海？　天てん真しん爛らん漫まんなギター少女の姿がすぐに頭の中に現れる。波多野さんも出場することになっていたのか。

「ちーっす！」

　波多野さんは緑の水着を着て、背中には以前と同じ、甲羅が描かれたギターケースを背負って登場した。

「今日は人間どもにあたしの歌を聞かせてやるぜ！」

　ピースサインをつくり、横柄な態度で挨あい拶さつをすると、波は多た野のさんはギターを弾き始めた。

　彼女がギターの音にあわせて歌い出す。静かな、滑らかなメロディが流れ始めた。ゆっくりとしたバラードはその場にいた全すべての人間を魅了し、それまでにもいた歌で自己アピールをした出場者たちとは明らかなレベルの違いを見せつけた。

　観客たちはいつの間にか、体を左右に振っていた。ぼくも、自然とその流れに乗って、体を左右に振る。

　何だろう。この歌を聴いていると、だんだんと頭がぼうっとしてくる。心が落ち着き、波多野さんから視線を外すことができなくなる。これが波多野さんの言う『歌の力』なのだろうか。

　その時、右の脛すねが急に痛んだ。

「痛ッ！」

　はるかがぼくの脛を蹴けっていた。

「何するんだよ！」

　はるかは両手で耳を塞ふさぎ、こちらを睨にらんでいる。同じようにしろ、と言いたそうだ。

「何してんだよ！　ちゃんと、歌を聴けよ！　って、痛い！　痛い！」

　はるかは何度も脛を蹴る。地味に痛いぞ！

　仕方なく、ぼくは手を耳に当てる。せっかく、心地よい歌だったのに……。ぼくが手で耳を塞いだのを見て、はるかは軽く頷うなずいたが、その表情は険しいままだった。

　観客たちの揺れはどんどん大きくなる。ぼくの周りの観客たちも、とろんとした表情で、歌にあわせて体を揺らしていた。

　歌が終わると、観客たちは叫ぶように歓声を送った。波多野さんは笑顔で手を振りながら、ステージを下りる。

　観客たちは、波多野さんがいなくなってからも、まだ声をあげ、波多野さんを呼び続けた。なんだか、その様子は異常だ。

「あの女、普通の人間じゃありません」

　耳から手を離したはるかが言う。周りの熱狂ぶりはヒートアップし、今にも波多野さんのところにみんなで押しかけそうな勢いだった。

「催眠……洗脳……。いや、これは術式か」

　腕を組み、辺りを見回しながらはるかが言う。表情はいつもの無表情に戻っていたが、その声は心なしか、いつもより緊迫しているように聞こえる。

「術式？　どういうことだ？」

「歌い出しから、部分的に詠の発動文言が隠れていたような気がするのです。途中で耳を塞いでしまったので断定はできませんが」

　そう言いながら、はるかは顎あごを指でこすった。

「それじゃあ」

　ぼくの周りの人たちは両腕を高く振り上げ、目を見開いて絶叫している。

「これは、術式のせいなのか？」

「術式そのものというよりも、その応用という感じですが、その可能性はあります」

　波は多た野の愛あ海み。あの人は一体何者なのだろうか……。

「あの女、ちょっと注意が必要ですね」



　一次審査の投票が始まった。三人まで投票できるが、ぼくらはもちろん幽実香ゆみかさんにだけ投票し、開票作業が終わるまで待つことになった。本当は、姉さんにも丸を描きたかったけど、それがはるかに知られたら何をされるか分からない。幽実香さんも合流して、ぼくらは昼食のために海の家に入った。

「亀かめのマネってあんなにうけるんですね！」

　幽実香さんは楽しそうだった。あの大歓声の秘密は墓場にまで持っていこう……。

「問題はここからですよ」

　そう言って、はるかは目の前のかき氷にスプーンを突き刺す。

　そうだ。一次審査は通過できても、二次審査がそう簡単にいくとは限らない。というか、幽実香さんにとっては大ピンチだ。

「頑張ります！　死んでも泳ぎきります……って、わたしはもう死んでますけど」

　幽実香さんは笑いながら言っているが、この前の様子を見る限り、とても泳ぎきることができるとは思えない。

「それにしても」

　はるかは不満そうな顔をして、かき氷の山を崩す。

「かき氷は、氷に対してシロップが少ないことが多いですよね」

「いや、それは食べ方のバランスの問題だろ」

「いえ、かき氷の作り方の問題です。わたしとしては、質量比が七対三くらいの割合でちょうどいいと思うんですよ」

「シロップが三だと少し甘すぎじゃないか？」

　ぼくはかき氷の氷が全すべて解けたところを想像する。

「いえ、氷の方が三です」

　はるかは眼鏡めがねを持ちあげ、当然のことのように言う。

「お前はカブトムシか！」

　それじゃあ、シロップの上に氷が浮いている状態になるだろ。

「三番でお待ちのお客様！」

　自分の番号札を呼ばれ、永と遠わさんが動き出す。周りのお客さんは、アイアンメイデンに入った永遠さんを訝いぶかしそうに見ている。

「本当に幽実香さんに泳いでもらうのか？」

　ぼくははるかに念押しで訊きいてみる。何か策はあるのか？

「『五百蔵いおろい幽実香ゆみか』に泳いでもらうことは間違いありません。そうしなければ、反則になってしまいますからね」

「おい、それはどういう意味なんだ？」

「七番と八番でお待ちのお客様！」

　ぼくと幽実香さんは自分の番号が呼ばれたので立ち上がった。海水浴客やコンテストの観客たちでごったがえす店内で、人の間をすり抜けながらカウンターへと向かう。

「わたし、本当に大丈夫だよ」

　幽実香さんは自信満々に言う。

「でも、この前の様子だと……」

　塩に触れた部分が光り輝き、幽実香さんは昇天しかけていた。どれだけ頑張っても、あの状況では泳ぐどころではない。

「塩なんかには負けないもん！」

　そう言いながら、ぼくたちは商品を受け取る。ぼくはカレーで、幽実香さんは焼き鳥だった。

「その焼き鳥、タレですか？　塩ですか？」

　そう問うと、幽実香さんは微笑ほほえむ。

「わたし、塩の方が好きなんだよね」

「いや、だから幽実香さんは塩がダメなんですって！」

　ぼくの忠告を無視して、幽実香さんは歩きながら焼き鳥を頬ほお張ばった。もぐもぐとしっかり噛かみ、飲み込む。

「ほらね！　気合で塩なんか……」

　不自然な沈黙。

　幽実香さんの様子がおかしい。目の焦点が合っていない。

「ふしゅぅ」

　幽実香さんの耳から煙が出た。

　おかしいよ！　こんなの人間の構造上あり得ないよ！　いや、幽実香さんはもう人間じゃないからあり得るのか？　違う！　今はそんなことを考えている場合じゃない。

　力なくその場に倒れる幽実香さんを支える。水着姿の幽実香さんを支えるとなると、どこに触れても幽実香さんの体と直じかに触れあうことになる。緊張するので、その事実は考えないようにしながら、ぼくは席に戻った。

「あれ？　カレーはどうしたんですか？　こぼしたんですか？」

　はるかが訊く。

「カレーの前に、幽実香さんを心配しろよ！　幽実香さんが塩を食べたんだ」

「そうですか。まぁ、まだ体が原形をとどめていますし、放ほうっておけばよくなると思いますよ」

　はるかは基本的に厳しいし、人を助けようとしない。

「そうなのか？」

　ぼくは意識のない幽実香ゆみかさんを椅い子すに座らせると、カウンターに置きっぱなしにしてきたカレーをとって戻ってきた。永と遠わさんの前にはラーメンが置かれている。

「海の家に来ると、日本人が好きな食べ物が何なのか大たい抵てい分かるな」

　そう言いながら、永遠さんはアイアンメイデンの中から腕を伸ばす。箸はしで麺めんを掴つかむと、そのまま腕は中に引っ込んだ。

「熱ッ！」

　アイアンメイデンが揺れる。どうやら、中で麺についた汁が飛んだらしい。出てくればいいのに。

「先ほどの話の続きですが」

　はるかが切り出した。

「『五百蔵いおろい幽実香』の中身を変更する作戦でいきます」

「どういうことだ？」

　まったく意味が分からない。

「今回のコンテストには四〇人以上の参加者が出場しています。その中にどんな子がいたかなんてみんな覚えていません」

　……まさか。

「つまり、替え玉作戦です」

　こいつ、審査員を買収しているという立場を利用して、そういう戦法に出るのか。

「それで、誰だれが代わりに出るんだ？」

「この部の中で、人間では絶対に勝てない体力を持つ人は一人しかいません」

　そこで、アイアンメイデンが再び揺れる。

「おい、まさか！」

　永遠さんが怒った声を出す。

「永遠さん、まさか忘れたとは言わせませんよ」

　はるかははっきりと言う。

「自分がエントリーされなければ、どんなことでも協力する。そう言いましたよね。エントリーしたのは幽実香さんです。そして、永遠さんは幽実香さんとして出てもらいます」

「それは詭き弁べんだ！　あの場では自分が出場しないという意味で使ったんだ！」

「いえ、そんな言い訳は許されませんよ。繰り返しますが、わたしはあの約束を守り『五百蔵幽実香』がエントリーしました。今度は永遠さんが約束を守る番です。水着は用意してあるので大丈夫です」

　これです、と言ってはるかはアイアンメイデンの穴から、水着を無理やり押し込んだ。

　実際、永遠さんはゲームで負けている、いかさまだけど。その部分の負い目もあるのだろう。永遠さんはそれ以上何も言わなかった。

「遠泳は、一次審査とは違い観客が一人の出場者に注目することはありません。目立たないように、こっそりとしていれば大丈夫ですよ。海に入ってしまえば、観客すらいなくなりますからね」

「……本当か？」

　永と遠わさんが心配そうに尋ねる。

「本当です。わたしは嘘うそをつきません」

　それが既に嘘だ。

「……」

　永遠さんは黙っている。

「ここで断れば、ゲームでの勝敗も無視、一度した約束も無視、ということになります。永遠さんはいつからそんな嘘つきの卑ひ怯きよう者ものになったんですか？」

　永遠さんも、絶対にこいつだけには言われたくないだろうな。

「……分かった。そこまで言われるのなら、引き受けよう」

　永遠さんようやく同意した。

「よかったです。それじゃあ、わたしはちょっとやることがあるので、先に行きますよ。後で合流しますので、心配しないでください」

　そう言って、はるかはかき氷の最後の一口を食べると、席を立った。きっと、何か悪いことをしにいくのだろうな、ということは予想できたが、止めても無駄だろうから何もしない。ぼくもだいぶあいつとの関かかわり方を覚えてきた。

「わたしが泳ぐ……みんなの前で……」

　永遠さんは上ずった声で呟つぶやいていた。

「大丈夫……じゃないですよね」

　何か慰めの言葉をかけようと思ったが、見つからない。下へ手たなことを言えば、ぼくにとばっちりがくる可能性もある。

「どうすれば、目立たないんだ……」

　自問自答をするように永遠さんは呟き続けた。

「えっと、ほら！　姉さんとかかなり派手なパフォーマンスをしたし、波は多た野のさんっていう女の子の歌は凄すごかったし、きっとお客さんは、そういう人たちに注目しますよ」

　だが、実際は突然白銀の髪の女の子が現れるのだから、そちらに注意をひかれるだろうな……。永遠さんと幽実香ゆみかさんがすり替えられていることに気づかれないかどうか、ということの方が心配になるな。

「そ、そうかな」

「そうですよ！　頑張りましょう！」

「う、うん。頑張る……」

　こんな弱気な永遠さんは珍しい。

　しばらくすると幽実香さんが目を覚ました。ぼくは彼女に事情を説明する。

「えー！　……でも、仕方ないか」

　さすがに、先ほどの焼き鳥で懲こりたのか、幽実香ゆみかさんは肩を落とし、涙ぐませたものの、替え玉作戦に納得した。

　海の家を出ると、ぼくたちは近くの無料休憩所に移動した。無料休憩所といっても、屋根がついていて日陰になっているだけで、下は土だし、いくつかベンチがあるだけで何か特別なものがあるわけではない。そこに入った時、ちょうど開票作業終了の放送が始まった。一次審査通過者の名前が次々と発表される。その中には、姉さん、幽実香さん、そして波は多た野のさんの名前があった。投票の結果、一位通過は波多野さんだった。

「ああ、通過したのか……」

　あれだけの裏工作があったのだ。幽実香さんが通過することはほぼ確定的だったが、永と遠わさんは落胆の声をもらした。もはや、彼女はどちらの味方なのか分からない。

「お、竜たつ弥や！」

　不意に声をかけられ、振り返る。するとそこには庄しよう司じがいた。庄司も強烈な日光からこの無料休憩所に逃げてきたようだ。まだ、椛もみじ命と書かれた旗を持っている。恥ずかしい奴やつだ。そのまま電車とかに乗ってきたのかな。

「椛さんが出場するなら、初めから俺おれに言っておけよな。それにしても、やっぱり余裕の一次審査通過だったな」

　庄司は笑いながら言う。どうやら、姉さんが二次審査に出場することになったことで機嫌がいいらしい。

「竜弥の友達も出場してたんだな」

「初めまして。五百蔵いおろい幽実香です」

　幽実香さんはぺこりとお辞儀をする。

「それで、この置物は？」

　庄司はアイアンメイデンを叩たたく。永遠さんは何も言わない。彼女は初対面の相手にはとてもシャイなのだ。というか、既に置物の振りで通すつもりだな。

「幽実香さんは宗教的な理由で、常にこの置物と一緒にいるんだ」

　ぼくは適当な説明をした。

「そ、そうなんだ。まぁ、あれだ。信教の自由っていうのがあるし、それもまた自由だよな」

　さすがの庄司も、この説明には驚いたらしい。

「次は遠泳らしいですが、大丈夫かしら？」

　背筋がぞっとする。その声は庄司の後ろから聞こえてきた。

　意識しなければ認識できないくらい影が薄い。しかし、そこには一人の女性がいた。

　背のひょろ高い猫背の女性が出てきた。長い黒髪が表情を隠し、病的なほどに白い肌が夏の浜辺とのアンバランスさを表現する。

「猫ねこ洞ほら先輩も来ていたんですか……」

　彼女は猫ねこ洞ほら美み鈴すず先輩。庄しよう司じと猫洞先輩はオカルト大好きっ子クラブ、通称ＯＤＣという非常にいかがわしいクラブに所属している先輩だ。

「ええ。この辺りで謎なぞの海難事故が起こっていると聞いてね……」

　猫洞先輩の趣味はオカルト的なことの考察や情報収集である。まぁ、本人が好きでやっている分には構わないんだけど、それを周りに撒まき散らしだすとたまらない。

「なぜ、海難事故が起こっているか知ってる？」

「知りません」

　知っているわけがない。だって、新聞でも原因不明と書いてあるんだ。ぼくが知っているわけない。

「知りたい？」

　猫洞先輩がにんまりと笑う。

「いえ、あまり興味ないです」

　嫌な予感しかしない。

「ふふふ。しょうがないわね」

　ああ、日本語が通じなかったか……。

「この世界の面積の七割をしめる海には海底人がいるという、あまりにも有名で、政府が必死になって隠そうとしているけど、既に定説となっている常識的な事実は当然ながら知ってるわよね？」

　もう導入部分だけでお腹なかいっぱいです。

「今回の事件は確実に海底人たちの仕業よ。彼らは、人間を捕まえてその生態を調べているの。ああ、恐ろしい。捕まった人間たちは四肢を引き裂かれ……」

「いやぁ！」

　幽実香ゆみかさんが耳をふさいでしゃがみこんだ。この手の話に弱いのだ、幽霊のくせに。

「だから、海に入るのは危険よ。わたしはその警告に来たの」

「そ、そうなんですか。でも、もう遠泳の準備ははじまっていますし、今回は大目にみるということでどうでしょうか？」

　ぼくが言うと、猫洞先輩は音もなくぼくに近寄ってきた。怖い怖い怖い怖い。

「昔、西欧の船乗りたちは、ある化け物を恐れていた。その化け物は美しい歌声で船を引き寄せ、難破させる……」

　歌で人を呼び寄せる？

「海っていうのは、恐ろしい化け物の巣そう窟くつなのよ。あなたの友達も、海に引きずり込まれたら抵抗できない」

「そ、その時は……ぼくが守ります」

　そう言うと、猫洞先輩は細い目をさらに細める。

「そう……。それなら期待しているわ」

　猫洞先輩は再び音もなく離れ、そのまま人ごみに消えていった。何だったんだろう、あの人は。

「竜たつ弥や君……」

　涙目になっている幽実香ゆみかさんがぼくを見上げる。

「何かあったら守ってね」

　そんな目で見ながら言われたら、ぼくは動揺して何も返事できなくなる。でも、幽実香さんが泳ぐわけじゃないんだけどね。

「猫ねこ洞ほら先輩はあんなこと言っているけど、絶対に遠泳を中止になんかさせないぞ！」

　庄しよう司じが鼻息を荒くして、力強く言う。

「このコンテストにはみんなの夢が詰まっているんだ。女の子たちの希望にあふれているんだ！　それを、謎なぞの海難事故なんかで中止になんかさせない！」

　庄司は片手を強く握り、瞳ひとみには情熱の輝きを宿らせながら言う。そんな熱い男の横で、幽実香さんは庄司が持っていたデジタルカメラを勝手に操作していた。

「うわぁ……。竜弥君のお姉さんの写真ばっかりだよ……。このアングルって……もしかして、盗撮？」

　我が友ながら本当に情けない。

「こんな奴やつがいるなら、姉さんに二次審査の出場を棄権するように忠告してこようかな。なんか、姉さんの身が心配だよ」

　そう言うと、庄司はぼくの足にへばりついてきた。

「ちょっと、待ってくれ！　それだけは！　どうかそれだけは勘弁してくれ！」

「デジカメの写真を全部消去したら考えを変える」

　ぼくが言うと、庄司は低く唸うなって考え始めた。

「デジカメの中には過去の椛もみじさんの御姿が……」

　庄司は頭を抱える。一生に関かかわる問題の答えを求められているような様子だ。

「しかし、俺おれは！」

　庄司が目を見開いた。

「これからの椛さんの方が、過去の椛さんよりもずっと輝くと信じている！　確かに過去は美しい。思い出は馨かぐわしい。それでも、俺は椛さんの無限の可能性を秘めた未来を信じる道を選ぶ！」

「それじゃ幽実香さん、そのデジカメをシャワーで洗ってあげてください」

「らじゃ」

　幽実香さんは無料休憩所の横にあったシャワーの方に駆け寄ると、デジカメを綺き麗れいに洗った。

「あああぁぁ！　未来の椛さんを記録する方法がぁぁ！」

　こいつのバカは、きっと死んでも直らないと思う。



　二次審査開始まであと少しという時間、無料休憩所から簡易トイレに行った帰り、ぼくの目の前に一人の女の子が現れた。

「パンダさん！」

「アキホちゃん！」

　ぼくの目の前に、アキホちゃんがいた。暴力団組長の娘、権ごん田だアキホだ。彼女は麦わら帽子に小さなアロハシャツを着て、ぶんぶんとぼくに向かって手を振っている。

「ど、どうしたの、こんなところで？」

　アキホちゃんがここに一人で来るわけがない……。

「じいじと遊びにきたの」

　よりよってじいじと来たのか！　まずい。かなりまずい。ここにぼくらがいることを知れば、あの爺じいさんはまたぼくらを殺そうとするに違いない。

「じいじはどこにいるの？」

「あっち」

　アキホちゃんは人ごみのなかを指さす。海水浴客に紛れて、派手なアロハシャツを着た人物が一人……。周りの人とは明らかに空気の違う人間がいた。

　間違いない。組長だ。

「パンダさん、遊ぼう」

「ごめんね、パンダさんは森に帰らなくちゃいけないんだ」

　ぼくはアキホちゃんの頭を撫なでながら、目はまっすぐに人ごみに向けていた。姿勢を低くし、このまま逃げ通す覚悟を決める。

「えー！　やだやだ！」

　アキホちゃんが大きな声を出す。両腕を振りまわし、ぼくの体をぽかぽかと殴る。

「ね、アキホちゃん、静かにしよう。そんな声出したら、じいじがこっちに気づいて、パンダさんがとんでもないことに……」

「ヤダヤダヤダヤダ！」

　ついにアキホちゃんが大きな声で泣き出した。その声に気づいたのか、アロハシャツを着た組長が、こちらにやってきた。

　まずい！　これは逃げるしかない！

　ぼくはアキホちゃんをその場に残して、一目散に逃げ出した。

　何で、こんなところにあの人たちが来ているんだよ！

　後ろの方では、何人かのどなり声が聞こえている。どうやら、舎弟たちも来ているようだ。ぼくは砂浜を走り、松林に入る。岩肌がむき出しになった海辺に出ると、ぼくは足を止めた。両りよう膝ひざに手をつき、肩で息をする。

　全力で逃げてきた。多分、上う手まく逃げきれただろう。

「よう、兄ちゃん」

　体がびくっと震える。恐る恐る振り返ると、明らかに堅気ではない男たちと、それに囲まれたアロハシャツの老人。その老人に抱きかかえられたアキホちゃんがいた。

「また会ったな」

　組長が笑う。ずらりと並んだ金歯が真夏の太陽を反射する。

「そ、そうですね」

　ぼくの声は震えていた。

「だが、残念だ」

　舎弟の男たちがわらわらとぼくの方に寄ってくる。ぼくは一歩ずつ後ずさりしながら、だんだんと岸壁へと追いつめられる。

「ここで、もう永久にお別れだな」

「ひぃ！」

　組長の顔は本気だった。

「ゆ、許してください！　もう二度とアキホちゃんとは喋しやべりませんから！」

「二度とアキホと喋らんというのも難しいだろう。どこでアキホと会うかも分からんしな。安心しな、二度と喋れない体にしてやるからよ」

　何ていう天才的発想！

　ぼくは完全に岸壁の端まで追いつめられた。あと一歩下がれば、海に落ちるだけだ。

　このまま、この人たちに捕まるくらいなら、飛び降りた方がましかもしれない。こっそりと下を覗のぞいてみる。

　数メートル下では、むき出しの武骨な岩が波を砕いている。

　……案外高い。飛び降りれば、それはそれで無事で済みそうにないな。

「やれ！」

　組長が叫ぶ。舎弟たちが迫る。

　どうする？　もう、迷っている暇はない！

　右足を半歩下げる。何もない空間を、右足が彷徨さまよう。

　ええい！　このまま落ちてしまえ！

「少年、落ちるぜ！」

　ぼくが飛び降りようとする寸前、ギターとともに女の子の声が聞こえた。

「そこは人が落ちやすいんだ、気をつけな」

　波は多た野のさんだ。彼女はギターを弾きながら、岸壁の縁を歩いて、こっちにやってきた。

「亀かめさんだ！」

　アキホちゃんが、緑の水着に、甲羅を描いたギターケースを背負う波多野さんを見て、嬉うれしそうにそう言った。

「姉ちゃん、何者だ？」

　組長は低い威い嚇かくするような声で問う。波多野さんはいつも通りの、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔でギターの弦をはじく。

「波多野愛あ海みだ。よろしく！」

　老人はにこりともしない。

「へい、老人。あたしの歌を聴くかい？」

「悪いが、忙しいんだ。今なら見逃してやってもいい」

「そうはいかないよ。あたしは歌うと決めたら歌うんだ。何といっても、歌は自由だからな」

　そう言って、波は多た野のさんは歌い始めた。

　一次審査を思い出して、ぼくは思わず耳をふさいだ。この歌は何か不思議な力がある。

　組長と舎弟たちは、訝いぶかしげに波多野さんを見ていたが、やがてその目は生気を失い、腕をだらりとたらし、体を左右に振り始めた。

　波多野さんは楽しそうに歌っているが、その姿にぼくはそら寒いものを感じた。

　やっぱり、この歌はおかしい。

　暴力団関係者はゆっくりと歩き出し、そのまま松林の方へ向かっていった。何かに操られるみたいに、ふらふらと歩き、そのまま見えなくなった。

「ありがとうございました」

　波多野さんのギター演奏が終わるのを見て、ぼくは手を耳から離した。

「いや、いいってことよ」

　そう言って、波多野さんはにっこりする。

「波多野さんも渚なぎさの女王コンテストに出場していたんですね」

「少年が言っていたのを聞いて思いついたんだ。人がかなり集まると思ってさ。そっちの方が効率いいだろ？」

「効率？」

「あたしの歌をたくさんの人に聴いてもらうにはさ」

　そういうことか。

「波多野さんの歌って、何か秘密があるんですか？」

「ビブラートには気を使っているんだ」

「いや、そういうことじゃなくて……」

　はるかは波多野さんの歌の一部に詠の文言が入っていると言っていた。それが、本当ならば波多野さんも退魔師だということになる。

「おっと、そろそろ時間だぜ。二次審査が始まる」

　そう言うと、波多野さんは一人で砂浜の方に戻ってしまった。

　人を惑わす歌……。ぼくも彼女の後を追って、砂浜へと戻った。





　いよいよ二次審査開始の時間。選手召集の放送がかかり、嫌がりながらもアイアンメイデンの中から出てきた永と遠わさんは既に水着姿だった。アイアンメイデンは更衣室にもなるらしい。

「こ、これって大丈夫か？　これで着方はあっているのか？」

　永と遠わさんは顔を真っ赤にしている。彼女が身につけているのは、フリルのついたピンクの水着だった。永遠さんの白い肌や、白銀の髪とのコントラストが鮮やかで、彼女に似合っているかどうかと問われれば、満点をあげたくなるくらい似合っていると思うし、最高級に可愛かわいいと思うのだが、その派手なデザインにはるかの悪意を感じずにはいられない。

　それにしても、永遠さんの体のラインがここまではっきりと分かる服装を初めて見たが、想像以上にスタイルがいい。幽実香ゆみかさんほどとまではいかなくても、はるかよりもずっと魅力的なプロポーションをしている。

「こんなフリルがついてたら、抵抗が大きくなって泳ぎにくいだろ。もっと、ウエットスーツみたいなのが、いいんじゃないのか？　顔まで隠れるようなやつがあるだろ」

　永遠さんはずっとぶつぶつ言い続けている。でも、競泳選手が着るような、全身タイツみたいな水着でミスコンに出場するような人はいないと思う。

「集合場所はあっちみたいですよ」

　幽実香さんが指さした場所には、既に一次審査を勝ち抜いた、一〇名の出場者たちが集まりつつあった。

「それじゃあ、行ってくる……」

　まるで死地に赴おもむくような形相で、永遠さんは下を向きながら歩き出した。そのうち、ほふく前進とかしないかと心配になる。

　そんな永遠さんと逆方向に歩いてくる一人の影。亡霊のようにゆらゆらとしながら、明らかに生気の感じられない顔でこちらに近づいてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      「たっちゃん……」

　その人物は姉さんだった。顔を真っ青にして、今にも倒れそうなほどに体を揺らしながら姉さんがぼくに近づいてきた。

「どうしたの、姉さん！　体調悪そうだよ！」

　悪そうだよ、なんてレベルじゃない。こんなの誰だれが見たってドクターストップものだ。

「体調悪いわけないじゃない。だって、たっちゃんが作ってくれたお弁当を食べたんだもの……。そのお礼を言いに来たの」

　姉さんは両手を膝ひざに当て、脂汗を流している。ぼくが作った弁当？　そんなもの作った記憶はないぞ。

「さっきの女の子、はるかちゃんだっけ？　あの子が持ってきてくれたの。たっちゃんが恥ずかしがってなかなか渡そうとしないからって。さっきあの子が言っていたことってこれだったのね。……うぅ……」

　姉さんが嗚お咽えつを漏らす。

　はるかだ！　はるかがぼくの名を騙かたって姉さんに毒を盛ったんだ！

「姉さん、ダメだよ！　こんな調子じゃ遠泳なんてできないよ！」

　そんなぼくの肩に、姉さんは優しく手を置いた。

「わたしがたっちゃんのお弁当を食べて、気分が悪くなると思う？　そんなことは絶対にない。絶対にさせない」

「姉さん……」

　狂気だ。これは、もはや狂気だ。

「たっちゃんのお弁当を食べて、わたしが優勝する。こんな姉弟愛にあふれたハッピーエンドは他ほかにないわ……」

　そう言って、ぼくの忠告など少しも聞かずに、姉さんはふらふらと集合場所へと向かった。

「歩けるのが驚きですね」

　いつの間にか横に来ていたはるかが平然と言う。

「お前、いつの間に！」

「さっきです。しかし、お姉さんは元気そうでしたね」

「どう見ても元気じゃないだろ！」

　ぼくははるかを怒鳴りつけた。さすがに、あれはやりすぎだ！

「そうですか？　完全に動けなくなると思ったんですが」

「人の姉に何をしてくれるんだ！」

　ぼくが何を言っても、はるかは片かた眉まゆひとつ動かさない。

「あれだけ丈夫なら、明日には体調が回復していますよ。まぁ、今回の遠泳で実力を出すのは難しいでしょうけどね」

　こいつの外道っぷりはワールドクラスどころか、ギャラクシークラスだ。

　一次審査通過者の集合完了の放送が流れる。ぼくたちは砂浜につくられた観客席へと移動した。一次審査と同じ男女の司会者が、スタートラインに並ぶ。

「さぁ、いよいよです！　優勝賞金一〇〇万円をかけた二次審査！　遠泳レースのスタートだ！」

「この東ひがし浦うら海浜公園をスタートして、五〇〇メートル離れた梅島に上陸し、チェックポイントを回って再びここに戻ってきてもらいます！」

　男女の司会は二人ともノリノリで喋しやべる。

「それでは、一次審査を通過した女の子たちの登場です！」

　十名の出場選手たちがスタートラインへと入場してきた。顔を真っ赤にしてずっともじもじしている永と遠わさん。顔を真っ青にして今にも倒れそうな姉さん。そして、スタートラインの一番隅には、ギターを背負った波は多た野のさんの姿があった。波多野さんはギターを背負ったまま泳ぐつもりなのか？

「作戦通りやれば、間違いなくわたしたちの勝利です」

　はるかが言う。そりゃそうだろう。スタートラインから海までの砂浜、およそ三〇メートルには無数の地雷が仕掛けられている。ほとんどの参加者がそこで試合を棄権するだろう。永遠さんは走らずに、ただ黙って立っているだけでライバルの脱落を目の当たりにできるのだ。

「しかし、念には念を、です。レースが始まったら移動しますよ」

「は？」

　この観客席を出て、どこにいくというのだ？

「それでは、位置について、よーい！」

　参加者たちの目が血走る。体勢を低くし、スタートダッシュの準備をする。そんな中で、永遠さんは顔を両手で覆って、地団太を踏むように足踏みをしている。

　……大丈夫かな。

「スタート！」

　遠泳のレースがスタートした。



    

  
    
      
第五章　地獄の遠泳勝負





　一斉に全員が走り出す。そこで、ぼくたちは予想外の光景を目の当たりにした。

「もう嫌だぁー！」

　最初に群を抜いて飛び出したのが永と遠わさんだった。

「お、おい！　永遠さんが飛び出したぞ！」

「恥ずかしさのあまり、作戦よりも観客の前から早く抜け出すことを優先してしまったようですね」

　はるかは冷静に状況を分析しているが、それどころじゃない。永遠さんの先には、ぼくらが昨日苦労して埋めた地雷が埋まっているのだ。

「うわぁぁ！　見ないでぇぇ！」

　絶叫しながら、永遠さんは地雷原へと突入した。

　地雷の上に永遠さんの足が乗る。

　次の瞬間、砂浜を揺るがす猛烈な爆音とともに、地面がめくれあがり炎が噴きあがった。砂すな埃ぼこりが辺りを覆い、黒煙が揺らめく。

　ここは戦場か？

「あれのどこがオモチャ地雷だよ！」

「本当ですね。どうやら、いくつか本物をサービスしてくれたみたいです」

　はるかはメル友にちゃんと使用目的を伝えたのか？　しかし、そんな猛攻をものともせず、永遠さんは走り続ける。爆風をかわしながら地雷原を疾しつ走そうして、トップで海へと入った。

「ここ東ひがし浦うら海岸は、源平の合戦の頃ころの激戦地だったらしいですから、その頃の名な残ごりですね、きっと！」

　司会者が明らかな嘘うそを言う。どうやら、こいつらもはるかに買収されているらしい。でも、こんな嘘に騙だまされる人なんか……。

「源平の合戦って凄すごかったんだね！」

　ぼくの隣にいた。幽実香ゆみかさんは目を見開いて、何度も首を縦に振っている。いや、あれは昨日ぼくたちが自分で埋めたんでしょ！

　永遠さんに続く他ほかの出場者たちはみんな足を止めている。ほとんどが目の前の惨劇の意味を理解できないのだろう。そりゃそうだ。永遠さんがほとんど爆破解体してくれたとはいえ、目の前でいくつもの地雷が爆破したのだ。まともな精神の持ち主なら、これ以上の参加はできないだろう。一〇〇万円で命を買うことはできない。

「面白いじゃないの……」

　よろよろと永遠さんの後を追って地雷原を歩き始めたのは姉さんだった。

「たっちゃんとわたしの……愛の力を見せてあげる」

　……ぼくは全然愛の力を出してないぞ。

「へへへ。焦るウサギは勝てないんだぜ？」

　そう言って、波は多た野のさんもかなり遅れて走り出した。二人の出場者が動き出したことで、他ほかの三名の女の子が恐る恐る浜辺を動き出す。残り四名はリタイアを表明した。

「まぁ、リタイア者が出たのでよしとしましょう」

　はるかは堂々と言うが、おかげで永と遠わさんはかなりのダメージを負っているぞ。

「さて、わたしたちも海に出ますよ。ボートが待っています」

「海に出てどうするんだ？」

　海は機雷原になっているはずだ。たぶん、それも永遠さんが破壊して進んでいくことになるんだろうけど、それ以外にまだ邪魔をするつもりなのか。

「悪戯いたずらです」

「明らかに、ぼくたちのやっていることは悪戯のレベルを超えているぞ」

　はるかに続き、ぼくと幽実香ゆみかさんは砂浜から少し離れた岩場に横付けされた小型ボートに乗り込んだ。ボートにはやはり日本ではない国の人が乗っていた。はるかはその男にどこかの国の言語で何か言うと、ボートは猛スピードで走りだした。

　遠泳は順調に進んでいた。トップは永遠さん。まだ、機雷原には入っていないらしく、平穏に泳いでいる。それに続くのが一般の出場者。体調を崩している姉さんはその後ろを泳いでいるが、どうもいつもの一〇〇分の一の力も出ないらしく、なかなかスピードが上がらない。他の女の子たちがその間に入り、最後尾は波多野さん。波多野さんはマイペースに平泳ぎをしている。背中のギターケースはそのままで、まるで亀かめのコスプレをして泳いでいるみたいだった。

　遠泳コースから数十メートル離れた場所にぼくたちは船を停泊して、双眼鏡でレースの様子を窺うかがう。

「このままだと、永遠さんが機雷原に突っ込むぞ！」

「仕方ないですね。先に機雷を全すべて爆破して、永遠さんの道を開けましょう」

　自分たちでセットしたものを、自分たちで取り除くなんてばかばかしいにもほどがある。だが、この状況ではそれ以外に手はない。

「あれ？　あれれ？　何も見えないんだけど……」

　ぼくは幽実香さんが逆に持っていた双眼鏡を正しい位置に戻してあげた。

「どうやって、機雷を爆破するんだ？」

「サメ型魚雷を使います」

　この前見たあれか。はるかは船に積まれた操縦機を操作する。しばらくすると、背ビレを海面に浮かべた魚雷が数発やってきた。

「せっかくの魚雷を人間相手に使えないなんて、残念ですね」

「お前、本当に人間として腐ってるな」

　ぼくは思ったことを素直に口に出した。背ビレは永遠さんの進む先、機雷原へと向かう……が、途中で方向を変え、永と遠わさんへと向かう。

「ん……。おかしいですね」

　はるかはあまり慌てているようには見えないが、状況は明らかに切迫している。

「おい、何が起こっているんだ！」

「わわ！　サメが永遠さんにぶつかる！」

　幽実香ゆみかさんが双眼鏡を下ろし、目を両手で覆う。

　水しぶきが上がり、波が砕けて爆音が轟とどろいた。

「うーん。上う手まくいかないですね。どうしてでしょうか」

　はるかは落ち着いている。この状況で冷静なのは立派なことだが、心情的にはもっと慌ててほしい。

　魚雷は次々と永遠さんの方に突進する。永遠さんはそんな攻撃に負けず、力強く泳ぎ続けている。しかし、明らかにそのスピードは落ちていた。普通の人間なら何回か死んでいるダメージだ。原形を保っているだけでも不思議なのだ。

　永遠さんは四発目の魚雷の直撃を受ける前に、機雷原に入った。そのため、魚雷は機雷にぶつかり、爆破。そこから周りの機雷や魚雷に誘爆し、周辺の海域で同時に爆発がおこる。海面は大きく盛り上がり、無数の白い泡が舞い上がる。耳を劈つんざく爆破音は全すべての波の音をかき消した。

　塔のように立ち上がった水柱が重力に引き寄せられ、再び海面に戻ってくる。それと同時に、大きな波が立ち、ぼくらの乗るボートもその波に揺らされ、大きく傾かしいだ。

　後続の出場者たちは誰だれも泳いでいなかった。突然の大波で体勢を崩され、目の前の海戦さながらの様子を呆ぼう然ぜんとして眺めている。

　恐怖に顔を歪ゆがめながら、次々と出場者たちは陸地へと逃げていく。そんな中、姉さんは前進を続けていた。

「これだけのものを見せつけて、なおも進みますか……」

　姉さんの雄姿を見て、はるかは意外そうに言う。どうやら、はるかでさえも、姉さんの根性は予想外だったらしい。

「あのぉ……永遠さんが見えないんですけど……」

　永遠さんを探す幽実香さんが双眼鏡をあちこちに向けながら心配そうに言う。

「もしかして、さっきの爆発に巻き込まれて……」

　ぼくはそこで言葉を切った。自分で、その先を続けるのが怖くなる。

「そ、そんな！　永遠さぁぁん！」

　幽実香さんが泣き声で海に向かって叫ぶが、返事は返ってこない。

「永遠さんが……」

　ぼくはその場で膝ひざをつき、肩を落とした。

　確かに変わった吸血鬼だったが、かけがえのない仲間だった。それを、まさか自分たちの仕掛けたトラップによって……。

「大丈夫です。吸血鬼は通常兵器の攻撃では倒せません」

　あ。

　そうだった。ぼくと幽実香ゆみかさんはお互いに顔を見合わせる。幽実香さんは笑いながら、涙を拭ぬぐった。

「恐らく、水中に潜もぐっているのだと思います。機雷もありますし、海面を移動するのは危険だと……いや、永と遠わさんのことですから海中ならば人に見られないからと思ったのでしょうね」

　あまりにも非常識な予想だったが、ぼくは後者が正しい気がした。

　最後尾の波は多た野のさんは相変わらずのスローペースで泳ぎ続け、姉さんも必死に泳いでいる。

　この遠泳は何なのだ。残った人たちは、みんなどこかおかしい人たちばかりだ。

「永遠さんの作戦無視のため、彼女自身かなり大きなダメージを負っています。このままだと、永遠さんが余裕で優勝するという構図が崩れてしまうかもしれませんね」

「確かに永遠さんは作戦を無視したけど、お前が立案した作戦に大きな問題があることもちゃんと認めろよ」

「わたしの計画に問題なんかありませんよ。ですが、そんなことを言っていても仕方ありません。次の手を打ちますよ」

「おい、まだ何かあるのかよ！」

　ぼくの質問を無視したはるかは、船を出すように指示を出す。今のはるかなら、艦砲射撃くらいやりかねない。

　船は姉さんの前にまで来る。はるかは取り出した帽子を目ま深ぶかにかぶり、口にマスクをつけた。

「おい、どういうつもりだ？」

「竜たつ弥や君と幽実香さんは隠れてください。ばれます」

「ばれる？」

「早くしてください」

　仕方なくぼくと幽実香さんは船のヘリの陰に隠れた。すると、はるかは大きな矢印の描かれた横断幕を取り出した。

　こいつ、姉さんに嘘うその進路を教えるつもりだな。古典的で地味だが、卑ひ怯きようさの度合いでいえば、今までで一番卑怯な作戦かもしれない。

「ノー、ノー！　ソッチジャナイヨ」

　船を運転していた外国人が姉さんに声をかける。ヘリからこっそりと顔を出して様子を窺うかがうと、姉さんは虚うつろな目で矢印を見ていた。

「前を泳いでいた人は、こっちに行ったと思うけど……」

「アノコマチガエタ」

　外国人は両手を開いてオーバーなリアクションをとる。

「アナタ、マチガエナイ。アナタユーショーネ」

「それじゃあ、あの子に間違えてること教えてあげなきゃ」

「ソノヒツヨウナイ」

「だけど、それじゃ危ないでしょ！　さっきの爆発といい、この海は何かおかしい……」

　姉さんは真剣な顔をしている。

　姉さんもぼくと同じ退魔師。名門山やま伏ぶし家の長女だ。人を守るという仕事の重みを理解している。だから、危険にさらされている人を無視することなんてできない。姉さんの、ぼくに対する態度ばかり見てると忘れがちになるが、本当の姉さんは正義感の強い優秀な退魔師なのだ。どれだけ自分のコンディションが悪くても、為なすべきことは為す。

「あなたたちは危ないからここにいて。わたしがあの子を止めてくる」

　そう言って、姉さんは永と遠わさんが泳いで行った方向、つまり正しいルートを進み始めた。そんな姉さんの後ろ姿を、はるかは眺める。姉さんは泳いでいるだけでも辛いはずだ。それなのに、最悪の状態の体にムチをうって人を助けに行った。

「……」

　はるかは言葉を失っている。きっと、自分がやってきたことの虚むなしさを痛感しているのだろう。

　人は時としてまっすぐに生きる人間に出会うと、その人間の眩まぶしさに呆ぼう然ぜんとすることがある。はるかもここで自分の人生を考え直してほしい。

「チッ。この作戦に騙だまされないなんて……」

「おい！　もっと他ほかにコメントあるだろ！」

　少しでも、はるかに改心を期待したぼくがバカだった。

「あ！」

　双眼鏡を手にした幽実香ゆみかさんが叫ぶ。

「永遠さんが島に上陸しました！」

　どうやら、本当に潜水で泳ぎ続けていたらしい永遠さんが、かなり先の方まで進んでいたようだ。あれだけの味方からの攻撃を受けてなお、走り続ける永遠さん……。その姿はメロスさながらだった。

　船は折り返し地点の島へと向かう。

　島の砂浜には折り返し地点を示すフラッグが立てられ、そこには審判が立っていた。永遠さんはふらふらと砂浜を走り、フラッグを回ると再び海へと向かう。

「も、もう……」

　ふらついていた足をもつれさせ、永遠さんが地面に膝ひざをつく。よく見ると、彼女はあちこちが焦げつき、フリルのほとんども破れてひどい有様になっている。

「ダメだ！」

　永遠さんが完全に動かなくなった。いくら吸血鬼だとしても、これだけのダメージを受けたのだ。もうここが限界なのだろう。

「こんな恥ずかしいことこと、もうできない！」

　そう言って永と遠わさんは砂浜で丸くなった。

　え？　そういうことなの？

「そろそろ限界だと思っていましたよ、恥ずかしさが」

　そう言うと、はるかは拡声器を取り出して永遠さんの方に向ける。

「永遠さん！　特別にアイアンメイデンの使用を許可します！　今後、永遠さんの水着はアイアンメイデンであると見み做なします！」

　フラッグのところに立っていた審判が両手で丸をつくり、了解の意思を示す。こいつも味方なのか。もう、この世界で何かを信用するのは止やめよう、と心に誓った。

「アイアンメイデンは、そこの岩陰に隠してあります」

　どうやら、はるかは本当に永遠さんの恥ずかしさの限界がこの島であると予想していたようだ。それにしても、いつの間にこんなところに運んだのだろう。

　永遠さんは海辺の岩場へと飛び込んだ。それとほとんど同時に、姉さんが島に上陸する。永遠さん同様に、ふらふらとしながら砂浜を走る。

「何よ、こっちでコースはあってるじゃない……」

　姉さんは文句を言いながら、折り返し地点のフラッグを目指す。

「逃げてください！」

　突然、はるかが拡声器で島に向かって叫んだ。その声に反応して、審判が地面に刺さっていたフラッグを抜くと、フラッグを持ってそのまま島の奥へと走り出した。

「はぁ？　何で逃げるのよ！」

　そう言って、姉さんが審判を追う。

「これで、多少時間が稼げますね」

「このレースで何が起こっても、もう驚かないよ……」

　アイアンメイデンを装着し、いつもと同じ姿になった永遠さんがレースに復帰した。しかし、その移動速度は明らかに遅くなっている。あんな鉄の塊を身につけているのだから当たり前だが。

　そんな永遠さんに後ろから迫る姉さんの姿。その腕には気絶した審判と、フラッグが握られていた。どうやら、審判はあっという間に捕まってしまったらしい。姉さんはフラッグを元の位置に戻し、審判をその辺りに放ほうると、ごそごそと動く永遠さんに追いつく。

「あんた！　なんでそんなの着てるのよ！」

「うるさい。わたしは吸血鬼だから日光が苦手なのだ」

　あ。

　永遠さんはついつい、いつもの口くち癖ぐせのような言い訳をしてしまったのだろう。

　これが、普通の人相手だったら、ただの冗談で済む。しかし、姉さんは退魔師。化け物を狩る仕事だ。

「吸血鬼？」

　姉さんの空気が変わる。足を止め、先を進む永と遠わさんの背中を睨にらんだ。

「……だから、あの爆発にも耐えられたの？」

　服毒していても少しも減じることのない殺気。離れたボートに乗っているぼくにもその威圧感は伝わってくる。

「こんなところで化け物に出会うなんて予想外。ましてや、特に危険種とされる吸血鬼と出会うだなんて」

　姉さんの指が永遠さんの背中を指す。それに気づかない永遠さんは海の中へと入った。いつもなら、ぶれることなくまっすぐ狙ねらう姉さんの指だったが、今は震えている。間違いなく盛られた毒のせいだ。それでも、姉さんは攻撃態勢を崩さない。

「夏の恋　一夜の夢だと知ってても」

　姉さんの発動文言の詠唱が始まる。姉さんの詠の文言は極めて独特だ。というか、変だ。こんなふざけた発動文言のくせに、その威力は圧倒的なのだからたちが悪い。

「Ｉ　　ＹＯＵは　止やめられない☆」

　姉さんの指から散弾銃のように無数の光弾が放出された。それらの光弾は、煌きらめく軌跡を残し永遠さんへと収束する。

　光弾たちはほんのわずかな時間差をつけながら次々と永遠さんへと着弾し、花火のように火花を散らばせてはじけた。

　アイアンメイデンは煙を上げながら、それでも走って海の中に入った。

　あの状態で泳げるのか？　いや、どう考えても泳げない。案の定、永遠さんは泳ぐのではなく、海の底を歩き始めた。

「永遠さんのアイアンメイデンは完全防水なので、海底を歩けるのです」

　はるかがアイアンメイデンの方を指さして言う。それにしても、姉さんの攻撃を受けてもまだ動けるとは、あのアイアンメイデンの強度はかなりのものだ。本当に、あの拷ごう問もん器具はどうなっているんだろう。

「止まれ、化け物！」

　姉さんが怒鳴る。

「うるさい！　目立つようなことをするな！」

　永遠さんはこの状況においても、恥ずかしくないことが優先事項なのか。

「これ以上、わたしに恥ずかしい思いをさせるなら……」

　アイアンメイデンから腕が生え、海の中をまさぐる。

「てりゃぁ！」

　雄たけびとともに、永遠さんが海底に埋まっていた岩を持ち上げる。直径五メートルはありそうなその岩を姉さんの方に投げつけた。

　それとほとんど同じタイミングで、姉さんの指先が光る。印か？　あまりの発動の速さに、どこで発動指式を組んでいたのか全然分からなかった。

　永遠さんが投げつけた岩を、一直線に伸びる紅の閃せん光こうが貫いた。

　勢いを失わず、まっすぐ姉さんに突進する岩だったが、その途中で岩は赤い光を放ち、炸さく裂れつ音おんとともに粉々に砕け散った。

「わずかな時間で、あれだけの威力の印を組みますか。名門の名は伊だ達てじゃないですね」

　はるかは静かに呟つぶやく。腕組みした手の指で自分の二の腕を何度も叩たたいている。表情では分からないが、はるかはかなり驚き、そして慌てているらしい。

　その間に永と遠わさんはどんどん進み、頭まで海の水に浸つかる。しかし、そこで様子がおかしくなった。中から手が出てきて、ばたつかせている。どう見ても苦しんでいる。

「おい、永遠さん苦しんでないか？」

　完全防水じゃなかったのか？　そこで、はるかが手をポンと叩いた。

「そういえば」

　何か大事なことを思い出したらしい。

「新しく排熱ファンをつけたと言っていましたね。そこから水が入ってきているのかもしれません」

「そんな！」

　しかし、永遠さんはアイアンメイデンの中から出てこようとしない。

「さっきの攻撃で、何かが壊れて出られないんじゃないのか？」

「その可能性が高いです」

　はるかはいつも通り慌てない。腕組みをしたまま、永遠さんの苦しむ様子を見ているだけだ。それなら、早く助けなきゃ！

「わわわ！　も、椛もみじさんがぁ！」

　幽実香ゆみかさんが浜辺を指す。その方向を見てぞっとした。

　巨大な槍やり。強烈な光を放つ、三メートルほどの槍を姉さんが持っていた。それは、姉さんが強力な大型種の化け物を仕留める時に使う、術式でつくりだした武器だった。いや、その威力は武器というよりも兵器といった方がしっくりくる。姉さんは永遠さんを本格的に強敵だと認識したらしい。

「やばい！　あれをくらったら、いくらアイアンメイデンを着ていても、丸ごと永遠さんが粉々になるぞ！」

　ぼくは大げさに言ったつもりはない。いくら姉さんの体調が悪くても、本当にそれくらいの威力はあるだろう。早く姉さんを止めないと！

「姉さん！」

　ぼくは大声を張り上げる。しかし、戦闘に集中する姉さんの耳に、遠くから響くぼくの声は届いていない。

　姉さんが槍を振りかぶる。永遠さんはまだ海水に苦しんでいるらしく、とてもかわせそうにない。

「姉さん！　攻撃を止めて！」

　ぼくはもう一度叫んだ。

　姉さんは止まらない。

　槍やりが手から放たれる。

　槍は一筋の光線のようにまっすぐと、慈悲のないスピードで永と遠わさんへと突き進む。

　直撃する！

　その直前、永遠さんの周りの水が凍りついた。永遠さんの体がその氷によって一気に持ち上げられる。永遠さんは突き上げられた氷山の一番上に鎮座する形になった。

　槍は氷山の麓ふもとに突き刺さると、一瞬光を失い、何もなかったかのように消え去った。

　微かすかな沈黙。

　その次の瞬間、槍は光の塊となり、氷を全すべて一瞬で蒸発させた。

　そのまま光は、周りの海水を全て押しのける灼しやく熱ねつの爆炎を広げた。

　音というよりも衝撃波に近いような轟ごう音おんがぼくらの体を揺らし、永遠さんのいた場所に巨大なキノコ雲が立ち上る。

「とんでもない威力ですね」

　片手で船のヘリを掴つかみ、もう片方の手で眼鏡めがねをおさえながら、はるかは言う。

　船は爆発による波により、転覆しそうになりながらも、何とか正しい状態を維持している。ぼくらは豪雨のような水しぶきを浴び、びしょ濡ぬれになった。

「今の氷は、はるかか？」

「ええ。今はまだ永遠さんを失うわけにはいきませんから」

　ぼくは叫んで姉さんを止めることしかできなかったが、はるかはその間に術式を発動させていたらしい。しかし、直撃こそ避けられたものの、あの爆発に巻き込まれたのだ。恐らく、永遠さんは上空に……。

　ぼくは空を見上げる。太陽の方向に、黒い豆粒みたいな影がある。それは放物線を描きながら、かなり遠い沖合に着水した。

　間違いない！　あれが、永遠さんだ。

「永遠さんを助けなきゃ！」

　幽実香ゆみかさんが悲鳴のような声を出しながら、着水地点を指さす。アイアンメイデンの中には海水が入り込んでいるはずだ。さらに自力で出られないとなれば、誰だれかが出してあげなきゃいけない。

「これは大変です」

　はるかが言う。そりゃそうだ。早く助けなきゃ！

「すぐに永遠さんが落ちた場所に！」

「そうじゃなくて、遠泳です」

「何でだよ！」

　はるかは冷たくこちらを睨にらむ。

「この状況で永遠さんを引き上げれば、椛もみじさんの追撃の的になりますよ。今の状況なら、椛さんだって永遠さんを攻撃できないでしょう。彼女は吸血鬼ですから、しばらくは大丈夫ですよ」

「確かにそうだが……」

　だからといって、レースを優先させるのは……。ん？　遠泳といっても、もう泳ぐ人がいないじゃないか。

「仕方ありません。ここからはわたしが泳ぎます」

「は？　どういうことだ？」

「この瞬間から、わたしの名前は五百蔵いおろい幽実香ゆみかです。既に、ほとんどの出場者がリタイアしている状態なので、わたしでも優勝できるでしょう」

「また勝手にルール違反をするのか……」

「ルール違反なんかしていません。初めから、わたしがルールです」

　そう言って、はるかが突然服を脱ぎ始めた。

「お、おい！　何やってるんだ！　こんなところで……」

　はるかを止めればいいのか、それとも視線をそらして違う方を見ればいいのか分からず、その場であたふたと手を左右に振る。ああ、ぼくは一体何をしているんだ。

「部長！　ダメですよぉ」

　慌てるぼくや幽実香さんを無視して、はるかはどんどん服を脱いでいく。

「竜たつ弥や君、見ちゃダメです！」

　幽実香さんに言われて、ぼくは急いで視線をそらしたが、衣きぬ擦ずれの音が気になり、こっそりと、はるかの方を盗み見る。神様ごめんなさい！　こんなぼくを許してください。

「何ですか？」

　はるかと目が合う。まずい！　と思ったのは一瞬で、彼女が既にワンピースタイプの黒い水着姿であることに気づいた。どうやら、はるかは服の下に水着を着ていたらしい。

「下にもう水着を着ていたのか……」

　ちょっと興奮してしまった自分が情けない。

「何を妄想しているんですか。本当に無差別に人を欲望の対象にするんですね、竜弥君は。サルならサルなりの節度を持ってください」

「既に、ぼくはサルであることが前提なんだな」

　はるかは船に備えつけられていた浮き輪を装着する。

「何というか、似合うな」

　ぼくは思った通りの感想を口にした。

「それはどういう意味ですか？」

「いや、その、体のラインが直線的だから、浮き輪がはめやすそうだなぁって……」

　はるかはぼくをじっと見ている。そして、こちらに近づいてきた。予想外の行動で、ぼくは次に何が起こるのか全く想像できない。

「竜弥君」

　はるかはぼくと浮き輪分だけ離れた距離まで近づくと、上目づかいになって言う。その声は、いつもの無機質な機械音ではなく、はにかむ少女のものだった。

「こういう女の子は……嫌い？」

　え？　え？　何この展開！

　そんなことを問われるとは思ってもみなかった。

　なんて答えればいいんだ？　というか、こいつは何でこんなことを訊きいてくるんだ？

　もしかして、自分の幼児体型がコンプレックスだったのか？

「ねぇ……」

　はるかはぼくの両手を掴つかみ、胸の前に持ってくる。うるんだ瞳ひとみで、はるかはじっとぼくを見つめたままだ。

　え？　何？　何が起こるの？　頭が混乱して、正しい判断や認識ができない。

　カチリ。

　何かの金属音。ぼくの手には手錠がはめられていた。

「は？　これは？」

「手錠です」

　先ほどの艶つやっぽい声から一転して、いつものはるかの声。彼女はしゃがみこむと、すばやくぼくの足にも手錠をかける。

「何で、ぼくは手錠をされているのかな？」

「時間稼ぎです。椛もみじさんの足止めをしてください」



    

  
    
      



    

  
    
      　そう言うと、はるかはぼくをためらいもなく蹴けり飛ばした。手足の自由を奪われ、バランスを崩したぼくは、そのまま海に落ちる。

「おい！　どういう……ウプッ……つもり……バフッ……だ！」

　ぼくは海水に口や喉のどを侵食されながら怒った。服を着た状態で、しかも両手両足を縛られた状態では、浮かんでいることすら維持しがたい。必死でもがくが、体はどんどん沈んでいく。

　せめて、口と鼻だけは海面から上に出ていないと死んでしまう。それは分かっているのだが、どうすればいいのかが分からず、ただ体をがむしゃらに動かすだけだった。

「それでは、わたしは行きます」

　そう言って、はるかが海に飛び込んだ。

　ぼくは必死になって呼吸をしようとする。だが、口を開けても鼻から吸っても海水は体内に侵入した。

　拘こう束そくされた状態では水中でバランスをとるのも難しく、体勢は一定しない。そのため、波が来るたびにぼくは顔面に水の山を受け、そのたびに苦痛の喘あえぎ声をもらした。

　ボートが遠のいていく。恐らく、はるかが指示したのだろう。幽実香ゆみかさんがぼくの名前を呼んでいるようだったが、その音は聞こえない。

　ぼくは海の真ん中に取り残された。

　手足が拘束されているので、両足を交互に動かすことができない。これが想像以上に体の動きづらさを生んでいる。両手両足を同じように動かすと水の抵抗が大きくなり、しかも体全体のバランスが崩れ、足を動かすたびに、顔が海中へと引きずり込まれる。

　まともに泳ぐこともできず、息も絶え絶えになりながら、波に翻ほん弄ろうされる。

　もしかしたら、このままここで溺でき死しするかもしれない。

　あらゆる場所から入ってくる海水がそんな考えに現実味を与えていく。

　まさか、人生の最期が味方の裏切りによってもたらされるとは……。

　ひときわ大きな波がやってくる。波の頂上に体が上る前に、足が浮き上がり、そのまま逆さになる形で海へと潜もぐった。

　もう体に空気は残っていない。

　底の見えない暗い海。そこにぐいぐいと引き込まれていく。

　不思議と怖くはない。頭の中は苦しい、ということばかりが支配していて、闇やみの底へ引き込まれていくことに対する恐怖心は薄い。怖がるだけの余裕すらない。

　もう、ダメだ。

　何かを考えることすらできない。力も込められない。

　後はゆっくりと沈んでいくだけだ。

　たっ……ゃん。

　水泡のように儚はかなくか細い響き。だが、海水は確かに振動していた。

「たっちゃん」

　水中にわずかに伝わる音。確かに、そう聞こえた。

　襟が誰だれかに掴つかまれる。そして、そこから一気に体が海水から引き上げられた。

「たっちゃん！」

「姉さん……」

　虚うつろに浮かぶ姉さんの顔。相変わらず青ざめていて、体調は悪そうだったが、間違いなく姉さんだった。

「どうしてこんなことに……」

　姉さんは手錠を力ずくで引きちぎる。両手足が自由になったぼくはようやく自分の力で立ち泳ぎをすることができるようになった。

「はぁ、ありが……とう、姉さん」

　切れ切れながら、ぼくはそう言った。生まれて初めて、姉さんに心から感謝した。今まではただのブラコンの困った姉としか認識してこなかったが、今回ばかりは命の恩人だ。

「たっちゃん……」

　姉さんが力なく言う。

「ちょっとわたし……疲れたみたい……」

　そう言うと、姉さんは目を閉じ、そのまま動きを止めた。体が沈み始めたところで、ぼくは驚いて姉さんの体を支える。

　毒を盛られて、遠泳をして、強力な術式まで使ったのだ。今まで活動できていた方がおかしい。一度、島に戻って姉さんを休めた方がいいだろう。

「竜たつ弥やくーん！」

　ぼくが姉さんを連れて島に戻ろうとした時、背後から幽実香ゆみかさんの声が聞こえた。彼女はボートに乗って戻ってきた。

「どうしても竜弥君が心配で、部長にはダメって言われてたけど戻ってきちゃった」

　幽実香さんはもじもじしながらそう言った。

「ありがとうございます。助かりました」

「この人に言いたいことを伝えるのに苦労して、遅くなっちゃったの」

　船を運転していた外国人がこちらに向けて親指を立てた。どうやって、二人は意思の疎そ通つうをしたんだろう。

　幽実香さんに手伝ってもらって、気を失った姉さんも船に乗せる。これで、姉さんもリタイアになってしまった。

「このままボートではるかに追いつこう！　もう、一〇〇万円とかどうでもいいから、あいつに思いっきり文句を言ってやる！」

　今回のことはさすがに許せない！

　船は遠泳コースを進み、はるかに追いつく。ゴールまではもう少しという距離だった。

「おい！　はるか！」

　ぼくはボートから、泳ぐはるかに向かって怒声を浴びせる。浮き輪に身を任せ、優雅にバタ足をするはるかは悪びれることもなく、ぼくを見上げる。

「椛もみじさんはどこですか？」

「姉さんはリタイアだよ！　これで満足か？　人の家族に毒を盛って、ぼくを海に突き落として、お前のやっていることは本当に許されないことだぞ！」

「そんなことより」

　はるかはまっすぐ前を見ている。

「そんなことだと？　ぼくは死にかけたんだぞ！」

「出場者が減っていませんか？」

　は？　こいつは何を言っているんだ？　出場者を減らすために、地雷や機雷を仕掛けたんだろ。

「みんな途中でレースを棄権したんだろ」

「リタイアした人の数はカウントしています。あと一人は海にいるはずなのですが、もう誰だれも泳いでいない」

「数え間違えじゃないのか？」

「竜たつ弥や君の文句はゴールしてから聞きます。先にゴール付近に行ってください。嫌な予感がします」

　ぼくたちはまた、はるかに何か陥おとしいれられようとしているのではないか、という不安が胸をよぎったが、そうでもないらしい。

「はるかも乗るか？」

「わたしは遠泳をしている途中です」

　はるかは船を運転している外国人に、よく分からない言語で命令を飛ばした。船は猛スピードで浜へと向かう。

　浜辺に近づくにつれ、ぼくたち全員が異変に気づいた。

　遊泳区域には人の姿はなく、逆に砂浜には人が集まっていた。海で何か事故があったというわけでもなさそうだ。浜辺にいる人たちは綺き麗れいに整列し、みんな直立不動の形で固まっている。服装が軍服に揃そろっていれば、非常に優秀な軍隊の整列にも見える。それくらい、全員が整列したままぴくりとも動いていない。

　その一群の前に一人の水着の少女が立っていた。ギターを弾きながら歌っている。

　波は多た野の愛あ海み。

　その姿は、間違いなく彼女だった。

　あの人は一体何者なんだ。ボートを岸につけるためには、砂浜から離れた場所に回らなければならない。ぼくはボートが海底に乗り上げないぎりぎりまで寄ってもらい、自ら海中に飛び込んだ。

「わたしもすぐに行きます！」

　海に入ることができない幽実香ゆみかさんは船に乗って、そのまま乗りつけられる場所へと向かう。ぼくは足がつくところまですぐに泳ぎつくと、そこからは全力で走った。

「おい！」

　砂浜にたどり着くと、歌声を遮るようにぼくは叫ぶ。

「なんだい、少年」

　波は多た野のさんがぼくを睨にらんだ。口元は微笑ほほえんでいるが、その目には野生動物のような鋭さがあった。

「あたしの歌を聴きに来たのかい？」

　波多野さんの歌声が途絶えると、その場にいた人々が次々と倒れ始めた。何の抵抗もなく、その様子はまるで……。

「少年も魂を抜かれたいんだろ？」

　波多野さんが笑う。魂を抜く？

「一体、お前は何者なんだ！」

　ぼくは足を開き、すぐに動ける体勢をとる。

「何者って……」

　波多野さんは微笑む。

「化け物と言えば分かりやすいかい？」

　一度深呼吸。

　状況を整理しろ。

　冷静になれ。



    

  
    
      



    

  
    
      「本当なんですね」

　波は多た野のさんがギターを鳴らす。その通り、とでも言いたいのか。

「ここで何をしているんだ！」

「何って、見れば分かるだろう？　歌をうたっているんだ」

　波多野さんはおどけたように言う。それで、みんな聴き惚ほれて寝てしまったということではないだろう。一次審査の時も含めて、波多野さんの歌はおかしい。

「その代金として、ちょいと魂をいただいたけどね」

「魂？」

「そう。魂さ」

　倒れている人々はぴくりとも動かない。この人たちは、みんな魂を抜かれているというのか？

「さて、どうする少年？　君には助けてもらった恩もある。邪魔をしないのならば、見逃してやってもいい」

「そういうわけにはいかない」

　そうだ。ぼくにはぼくのやることがある。

「ぼくは退魔師だ」

「そうか。それは残念だ。まぁ、退魔師の名門山やま伏ぶし家の少年からも魂をいただいたとなれば、あたしの名も知れるってもんだ」

「ぼくのことを知ってるのか？」

　まさか、化け物たちの間でも山伏家の名前が広まっているとは思わなかった。

　波多野さんがギターの弦をはじき、妖あやしい調べを奏でる。ぼくはすぐに耳を塞ふさいだ。この人の歌を聴いちゃダメだ。

　相手が化け物だと分かったからには、倒すのは退魔師の仕事だ。ましてや、人の魂を抜くと言うのだから、そんな危険な化け物を野放しにしておくわけにはいかない。

　波多野さんには助けてもらった恩がある。だけど、今はそんなことを言っている場合じゃない。奪われた多くの人たちの魂も、今なら取り返せるかもしれない。ここにはぼくしかいないのだから、ぼくがやるしかない。

　竜たつ弥や君は弱いです。

　はるかの言葉が頭を横切る。

　そんなことは分かっている。

　ギターをかき鳴らす化け物の背後には倒れた人々。

　今ここで、誰だれが戦える？　誰がみんなを守れる？

　ぼくだってやれる。ぼくがやらなくちゃいけない！

「神をも焼き殺すカグヅチの焔ほむら」

　目の前にいる波多野さんにしっかりと狙ねらいをあわせる。

　その姿は普通の女の子だ。

「哀れな愚者を……」

　あれは化け物だ。

　それは分かっている。だけど、ぼくは彼女と一緒に海を見たし、彼女の歌を聴いた。その時も、今だって、彼女はどう見ても人間だ。

「……」

　次の文言が出てこない。人間の形をしたものを爆破することに、どうしても躊躇ためらいがある。

「どうしたんだい？　攻撃してこないのかい？　それなら、こっちからいくよ」

　波は多た野のさんはギターをかき鳴らす。

「エラトーの竪たて琴ごと　奏でる旋律　アインザッツ　アッチェレランド！」

　え？　まさか、これは詠？

　気づいた時にはもう遅い。敵との距離はかなり詰まっていたが、ぼくに向けられた手が青く光ったことを認識した次の瞬間には、ぼくの体は宙を舞っていた。

　何かが見えたわけではない。例えるなら、透明のトラックにいきなり轢ひかれたような感覚。

　全身を同時に強く打ちつけられ、強烈な衝撃が貫通した。造作もなくぼくは三メートルほど吹き飛ばされ、砂浜を転がった。

「う……うぅ……」

　痛みと同時に、頭の中をかきまぜられてるみたいな、気持ち悪さを感じる。

　何なんだ、あの攻撃は……。何も見えなかった。それなのに、今は体中が痛み、頭はくらくらする。

　この攻撃は術式？　どうして、化け物の波多野愛あ海みが術式を……。

「どうして、術式が使えるんだ」

　ぼくはよろめきながら立ち上がり、敵を睨にらむ。恐怖とダメージで膝ひざが笑い、体が安定しない。まっすぐ立とうとしても、バランスが上う手まくとれない。

「退魔師の連中は、本気で術式を使えるのは自分たちだけだと思っているのかい？　大切なのは研究だよ」

　波多野さんは呆あきれ顔で言う。

「研究？」

「研究したんだ。自分たちを苦しめてきた術式についてね」

　そんなの人間たちだって術式については何千年も前から研究している。そして、結果として術式は特別な才能のある人間にしか使えないことが分かったんだ。

「そして、あたしたちは術式を自らの武器にすることに成功したのさ！　凄すごいだろ！」

　波多野さんはガッツポーズをする。

「そんなバカな！」

　人類が不可能だと判断したことを、化け物が可能にできるわけがない。

「それじゃあ、あたしが使ったのは術式じゃないと思うのかい？　そっちの方がずっと不自然だろう？」

　確かに、さっきのは詠だった。

「だけど、化け物にそんな研究が……」

「おいおい。人間が使う術式だぜ？　研究したのは人間に決まってるだろ」

「……どういうことだ？」

「そのままの意味さ」

　ギターの弦がはじかれる。

「あたしたち霊れい子し体生物の研究には多くの人間が関与している」

「化け物が術式を使えるようになる研究に、人間が関係している？」

　そんなこと信じられるか！　ましてや、そんな研究が成功しているなんて、とても受け入れられるものじゃない。

「そうさ。間違いなく、わたしたちに協力してくれているよ。そして、研究は成功している」

　受け入れられるものじゃないのだが、目の前の現実はぼくの方が間違っていることをはっきりと伝える。

「エウテルペーの笛　紡がれる音階」

　また、詠唱が始まった。先ほどとは違う詠だ。次に直撃を受けたら、もう立ち上がることができなくなるかもしれない。

　かわす？　しかし、先ほどの術式は目に見えない、衝撃波のような攻撃だった。そうなると、攻撃コースを予想するしかない。

「ピウモッソ　ノントロッポ！」

　相手の手が青く光る。周辺の空間がわずかに歪ゆがんで見え、その歪みが一気に広がる。

　これなら、注意深く観察すれば攻撃を把握できるかもしれない。

　攻撃を見極めるべく、目を凝らす。

　すると、わずかだが空間の歪みを目視できた。

　壁だ。衝撃波は音もなく、壁のようにぼくに逃げ場を残さない絶壁の形で迫る。右へ走っても左へ走っても、後ろに逃げてもとてもかわせそうにない。

　ぼくはその場に丸くなり、頭を守った。もう、こうするしか方法がない。

　先ほどと同じような衝撃が体を貫き、内臓まで揺らされる。どれだけ頭を守っても、この攻撃は全すべてを通過し、全身を直接攻撃してくる。

　脳が揺らされ、意識が遠のく。

　しっかりと認識できたのは、自分の体がさらに遠くへ飛ばされていることだった。

　再び砂浜を転がる。よかった、まだ生きている。だが、立ち上がることができない。世界がぐらぐら回り、気持ち悪い。頭の中を衝撃波が走ったためか、体中の痛みが気にならないくらいに気持ち悪かった。

　体がいうことをきかない。腕や足の動かし方を忘れてしまった。

「名門山やま伏ぶし家、まさかあたしがそんな家の人間の魂を奪えるとはね」

　波は多た野のさんの声が聞こえるが、それがどの方向からか認識できない。目の前に見えるのは砂ばかりで、他ほかの五官もまともに機能していない。

　こんな感覚は初めてだ。自分の体が、全く別のものに変わってしまったようだ。

　攻撃もできない。防御もできない。逃げることすら叶かなわない。

　ぼくはこいつに魂を奪われるのか。

「噂うわさは嘘うそだったみたいだな。山伏家にはまだ近づくな、なんてのは。本当に、根拠のない噂だった。さぁ、魂を差し出してもらおうか」

「ふざけるなよ」

　ぼくは腹に力を込める。

「なんだって？」

「ぼくは退魔師だ」

「知ってるよ。だけど、少年。君は弱い」

　そうだ。ぼくは弱い。情けなくて泣けてくるくらいに、ぼくは弱い。

　人を守る？　死霊食いを倒したことで気が大きくなった貧弱な退魔師の戯たわ言ごとじゃないか。

　実力もないくせに大おお見み得えをきるからこういうことになるんだ。

　逃げなきゃ。逃げなきゃ。このままだと殺される。

「さようならだ」

　波多野さんが冷たく言う。

　波多野さんの後ろには多くの人たちが倒れている。波多野さんがどんな目的で魂を集めているかは知らない。だけど、倒れている人たちは何の罪もない人たちだ。

　脳は既に体へ退却命令を出している。体はゆっくりながらその命令通り動きだした。

　自分の心音がやけに大きく聞こえる。

「……ぼくは弱い」

　ぼくは弱い。事実、誰だれも守れていない。ただ、一回だけ化け物狩りに成功しただけの男だ。そのことで驕おごっていたのかもしれない。ぼくの言葉は軽薄だったのかもしれない。

「だけど……」

　そんなのはここで逃げ出していい理由にはならない。人々が倒れている。彼らを救えるのは、この場にはぼくしかいない。どれだけ確率が低くても、ぼくがやらなくちゃいけない。

「ぼくはみんなを守る」

　両手を地面につく。そして、ゆっくりとぼくは立ち上がった。体がふらつき、世界が安定しない。一度転び、尻しりもちをついたが、それでもぼくは再び立ち上がった。

「少年、既に勝負はついてるぜ？」

「まだだ。まだ、これからだ！」

　あきらめちゃダメだ。ぼくは弱いかもしれない。それでも、簡単にあきらめたらだめなんだ。夢を叶かなえるために、ぼくは今できることをしなくちゃいけない。

「まったく、この落ちこぼれの足手まといは山やま伏ぶし家のみならず、退魔師全体の評価を下げていますね。こんな人の魂を持っていくと、他ほかの魂が腐りますよ」

　誰だれかの声。

　冷たく言い放たれたセリフに腹は立つものの、この状況では最も頼りになる声。

「ようやく上陸か」

　ぼくは一人の少女を見る。逆光になりシルエットしか見えないが、そのフラットな体と大きな浮き輪から人物は特定できる。

「どうやら、遠泳のゴール前にやるべきことがあるようですね」

　はるかは浮き輪を外し、ぼくの横に並ぶ。

「そちらの女の子は？」

　波は多た野のさんがはるかを睨にらむ。

「うちの部の部長だ」

　ぼくははるかを紹介した。

「荒あら瀬せはるかです。あなたは？」

「人間には波多野愛あ海みと名乗っているよ」

「それじゃあ、波多野さんですね。申し訳ありませんが、抹まつ殺さつさせてもらいます」

　浮き輪を外し、手を後ろに組んだはるかはあっさりと言う。

「大した自信だな、少女」

「自信過剰、とよく言われます。そんなことはないんですけどね」

「そうか、死ぬことになるぜ？　逃げなくていいのかい？」

「退魔師は化け物を抹まつ消しようするのが仕事です。自分の仕事を遂行します。その前に、少し訊ききたいことがあります」

　はるかは五メートルほど離れたところにいる波多野さんと対たい峙じしたまま、後ろに組んだ手の指をしきりに動かしている。

　こいつ、会話をしながら印を組んでいる。

「何だい？」

「魂を集めてどうするつもりなんですか？　あなたは魂を食べる種類の化け物ではないでしょう」

　波多野さんが笑う。

「へへへ。気になるかい？」

　はるかは後ろ手に手を組んだまま、何も言わず波多野さんを見ている。

「君たちは超能力を信じるかい？　透視や予言はあり得ると思うかい？」

　はるかは眉まゆをひそめて答える。

「信じません」

「もしも、それを本当にできる人間がいるとしたら、それは人間だと思うかい？」

　はるかの指の動きが止まった。

「何が言いたいんですか」

「もしも、他ほかの人間には絶対に実現不可能なことをできる人間がいたら、それは人間じゃないってことさ。違う生き物だよ、それは」

　波は多た野のさんは大きく手を広げた。

「なるほど。それは確かにそうかもしれませんね」

「それじゃあ、君ら退魔師はどうだい？　君らは人間なのかい？」

　普通の人間には絶対できないことを、することができる退魔師。それは、退魔師が特別なのではなく、そもそも違う生き物なのではないのか、ということか。

　波多野さんはぼくたち自身が化け物だとでも言いたいのか。

「いえ、わたしたちは生物学的には間違いなく人間です」

「そうなれば、結論は一つだろ？」

　同じ生物ならば、できることも同じ。

　つまり、他の人にも術式が使える？

「それは違います。術式は決まった人間にしか使えません」

「いや、退魔師は術式を使いやすいというだけで、他の人間も使えるんだよ、これが。あたしたちはそれに気がついた」

　はるかの指が再び動き出す。

「それで、人間の魂を集めることとどんな関係があるんですか？」

「一般人は術式が使えないんじゃなくて、その力が術式を発動させるに満たないだけってこと。逆に言えば一般人でも、その力をたくさん集めれば退魔師一人分の力になる。そこで、わずかな力を寄せ集めて……」

　波多野さんがはるかの術式に気づき、言葉を切る。しかし、彼女が防御態勢に入る前にはるかの術式が発動した。

　波多野さんの足元から、青い光とともに氷の槍やりが突き出した。

「くッ！」

　波多野さんは咄とつ嗟さにその攻撃をギターで受け、体を反らせる。ギターは粉々に砕けたが、彼女自身は氷の凶器に触れることなくかわしきった。

　その動きは、ぼくの目ではほとんど追えないほど素早い。

「喋しやべっている途中に攻撃するなんて、卑ひ怯きようだぞ！」

「喋っている間に攻撃してはいけないのなら、初めからそう言っておいてください。そんなルール知りませんでした」

　はるかの指は動き続けている。

「お前が質問してきたから答えているんだろ！　律儀に答えるあたしに、感謝の念とか、尊敬の念とか……」

　再びはるかの術式が発動する。今度はもう身を守るものはない。はるかの容赦のない不意打ちは確実に、敵の中心を捉とらえ、貫いた。

　金切り声の悲鳴が辺りに響いた。波は多た野のさんを串くし刺ざしにした氷の槍やりは伸び続け、三メートルの高さまで彼女の体を持ち上げたところで止まった。その惨さん憺たんたる光景に、ぼくは目をそらした。いくら化け物とはいえ、人間の形をしているんだ。この攻撃はちょっとぼくには刺激が強すぎる。

「親切に答えてくれたことには感謝しますが、別にあなたの善意に期待なんかしていません。訊ききたいことは力ずくで訊き出す。わたしはそう学校で教わりました」

　どんな学校に行っていたんだ、こいつは。

「やってくれるじゃないか、クソ人間」

　震える声が頭上から聞こえる。ぼくは恐る恐る見上げた。

　武骨な氷の先に、体を貫かれた少女。血は一滴もたれておらず、まるで人形のようにそこにいる。しかし、その顔には人形とは思えぬ憤ふん怒ぬの形相が描かれていた。

「少女がそのつもりなら、あたしも本気で殺しにかかるよ」

　そう言いながら、波多野さんは全身を痙けい攣れんさせる。形こそ人間だが、その様子は人間のものとは思えない。体をびくつかせながら、波多野さんは少しずつ、少しずつ膨張していく。血色はどんどん悪くなり、深い緑へと変化し、背中の皮膚が硬化していき甲羅へと変化する。鈍重そうな四本の足が砂浜に着くころには、体を貫いていた氷の槍は崩壊し、その傷跡はすっかり強力な筋肉と分厚い皮膚で埋められてしまった。

　波多野さんは、全長五メートルはあろうかという、巨大な亀かめになった。

「えらく大きな亀が出てきましたね」

　はるかは落ち着いているが、ぼくの鼓動はどんどん速くなっている。

「そ、そうだな。あれは亀なのか？」

「多分、亀ですね」

「あれを倒すのか……」

　自分でも分かっている。ここで逃げられるわけがない。

「竜たつ弥や君、動けますか？」

　そう問われ、ぼくは頷うなずく。ようやく三半規管も回復し、ふらふらせずにまともに動けるようになった。

「どうやって、倒すんだ？」

「竜弥君はわたしの盾になってください。そうすれば、わたしが倒します」

　やっぱりその作戦か。

「先手必勝です。完全に変わりきる前に叩たたきますよ」

「その意見には賛成！」

　卑ひ怯きようと言われようとも、わざわざ相手が凶悪に進化するのを待つ必要はない。

「あんまり焦るなよ、人間。焦ったウサギはサメに食べられたんだぜ？」

　それまでの少女の声とは似ても似つかぬ、低いうなり声のような音。もう、昔話を混同しているなんて細かなツッコミを入れる気にはなれない。

「ニブルヘイムの氷ひ室むろの扉　ヘルの輝く涙の飛礫つぶて　か弱き亡者に慈悲の粒を」

　はるかが発動文言を詠唱する。すると、巨大な亀かめの動きとは思えぬ素早さで、露出していた全すべての体のパーツが甲羅の中にしまわれた。

　無数の氷弾が亀の甲羅に降り注ぐ。それらは、以前にぼくの腿ももや肩をいともたやすく切り裂いた、鋭い刃やいばだ。

　ほとんど間をおかず、一点に集中して氷弾が甲羅へと命中した。しかし、氷の弾丸は甲羅にはじかれ、粉々に砕け散った。氷の粉は太陽の光を受け、ダイヤモンドダストのように空気が輝く。甲羅には傷ひとつついていない。

「わお」

　はるかが目を少し大きくする。彼女なりに驚きよう愕がくしているようだ。

「硬いですね」

「どうするんだよ！　攻撃が通じていないぞ」

　亀が頭だけ出す。

「ふふふ。あたしの甲羅の硬度は、鉄の三〇倍の……」

「今がチャンスだ！　早く！」

「分かっています」

「おい！　少しはあたしに説明をさせろ！」

　再び亀は頭を引っ込める。手足や頭が収納された場所には蓋ふたがされ、完全に防御態勢に入る。再びはるかの氷の槍やりが亀の甲羅にぶつかるが、やはり氷の方が粉砕され、敵は無傷だった。

「なんて硬さだ」

　あれだけの攻撃を受けて、本当に傷ひとつついていない。

「こちらの攻撃は通じていないようですが、あの状態では向こうも攻撃してこられないんじゃないですか？」

　顎あごをさすりながら、はるかが言う。

「確かにそうだな」

　亀は甲羅に籠こもったまま何もしてこない。

　これなら、こっちが攻撃し続けていれば、いつかは倒せるんじゃないのか？

　だが、そんな想像は甘かった。

　亀の甲羅が左右に揺れる。

　次の瞬間、突然甲羅が飛び上がり、こちらに向かって降ってきた。予想外の出来事に、わずかに反応が遅れたが、ぎりぎりのところで亀の甲羅の押しつぶし攻撃をかわす。こいつ、なんでこんな身軽な行動ができるんだ！

　ぼくとはるかはそれぞれ右と左に分かれてよけ、二人の間に亀が割って入る形になった。

「追撃がきますよ」

　そう言われて、甲羅の中から重低音が聞こえてくることに気がついた。聞き取りにくいが、確かに言葉を呟つぶやいている。

　詠だ！

　亀かめの甲羅が再び左右に揺れる。甲羅は砂浜の砂を散らして上空に高く飛び上った。

　何が起こる？　何をするつもりだ？

　ぼくは一〇メートル以上上空にいる亀の甲羅を見上げた。

　甲羅が青く輝く。次の瞬間、前に直撃したのと同じ、猛烈な衝撃波が空中から浴びせられた。防御不能の攻撃に、ぼくの体は貫かれ、体中が痺しびれるような感覚で足元がふらつく。鼻血がこぼれる。どうやら、本格的に体が内側から壊されているらしい。

　手足がいうことをきかない。目もかすみ、耳には音が届かない。

　ただ、感じるのは頭と腹の中の渦巻きだけ。気持ち悪くて、吐き気がする。

　気がつくと、自分の意思とは無関係に膝ひざをつき、前のめりになって倒れていた。

　敵を確認しなきゃ。

　どこから次の攻撃がくるか分からない。

　ぐるぐると回る世界の中で、自分がどんな体勢をとっているのかもよく分からない。それでも、ぼくは無理に仰あお向むけになった。

　首だけ動かし、周りを確認する。敵の姿はない。

　どこだ？

　どこにいるんだ！　あんな巨体がそうそう隠れられるわけが……。

　ぼくの周りが突然影になる。

　顔を真上に向け、体中が縮んだ。

　上空から甲羅が降ってくる。地球の引力にひかれて、自らが凶器となって亀が落下してくる。

　まずい！　押しつぶされる！

　かわせるか？

　立てるか？

　動けるか？

　答えは全すべて否。まともに動けそうにない。

　どうする？　どうしようもない！

「右手で砂浜を叩たたいてください」

　遠い世界から少女の声が聞こえる。砂浜を叩く？

　逡しゆん巡じゆん。だが、考えている場合じゃない。ぼくは声の通り、右手で砂浜を叩いた。砂の下に何か硬い感触がある。

　これって、もしかして……。

　手を離すと、ぼくの体は爆風に吹き飛ばされた。痛覚は死に、まるで自分が別のところで自分を見ているようだ。

　痛くもない。

　熱くもない。

　怖くもない。

　死を直感した脳が、全すべての感覚を消し去ってくれたのかもしれない。

　ぼくは自分で地雷を爆破した。そして、自分で吹き飛ばされた。

　爆破とほぼ同時に、ぼくがさっきまでいた場所に亀かめが落下してきた。地面が揺れ、亀の甲羅はかなり深いところまでめり込む。その様子を、ぼくは砂浜を転がりながら見た。

「命の恩人に感謝してくださいね」

　力なく倒れ、ゾンビのようなうめき声しかあげられないぼくの横に誰だれかが立っている。足しか見えていないが、それが誰なのかはすぐに分かる。

「本当に、オモチャ地雷だったんだな」

　掠かすれて弱々しいながらも、ぼくは言った。声を出すたびに体中が内側から痛む。

「体がつながっているのが不思議だよ。でも次からは、もう少し穏便なアドバイスをくれ」

　ゆっくりと体に感覚が戻ってきた。

　腕と腹の肉が裂け、背骨は軋きしみ、内臓が歪ゆがみ、皮膚が焼け、脳が揺れている。立ち上がるだけで痛みと気持ち悪さで吐きそうになる。服は地雷で焦げつき、ズボンもあちらこちらが破れている。満まん身しん創そう痍いとはこのことか。

「命があるだけでも感謝してください」

　はるかは腕組みをして、亀を見ている。

「おい、足元ふらついているぞ」

　はるかは何度か足を左右に動かし、バランスをとっている。先ほどの攻撃ははるかにも命中したはずだ。平然としているが、はるかにもダメージがあるのだろう。

　亀はめり込んだ体を抜き出そうと、甲羅を左右に振っているが、手足や頭は出していなかった。こちらの攻撃を警戒しているのだろう。

「これで、さっきわたしが竜たつ弥や君を突き落としたことは相殺ですからね」

「分かったよ。それで、どうするんだ」

「人に訊きいてばかりじゃなくて、少しくらい自分で考えてくださいよ」

「作戦が思いつかないのか？」

　はるかは何も言わない。ただ、無表情に亀を見ているだけ。どうやら、一生懸命考えているようだ。

「それじゃあ、こんなのはどうだ？」

　ぼくは昔学校で飼っていた亀のことを思い出す。確か名前はジェルメーヌ。ぼくはジェルメーヌを持ちあげて、ひっくり返して腹を触ったことがある。腹も確かに硬かったが、背中の甲羅よりは柔らかかった。

　背中の甲羅に攻撃が通じないのならば、そこを攻撃してみる価値はあるはずだ。

「あいつをひっくり返して、甲羅の柔らかい腹を狙ねらう」

　はるかは眼球だけ動かし、こちらを見る。

「どうやってですか？」

「……それを二人で考えよう」

　はるかはため息をつく。しかし、心なしか少し微笑ほほえんでいるようにも見えた。

「竜たつ弥や君、動けますか？」

　体中が動けないと言っている。だけど、今はそんな意見を大人おとなしく聞いている場合じゃない。体をゆっくりとおこし、立ち上がる。

「動けるよ。まっすぐ歩けないかもしれないけどな」

「それじゃあ、陣を描いてください。わたしはそれをサポートします」

「陣を描く？　どこに？」

「亀かめの周りです。わたしを殺そうとした時と同じ戦法でいきましょう」

「殺そうと？　……あ！」

　はるかと手合わせをした時。ぼくはあの時、砂浜に陣を描いた。つまり、ぼくの陣であの亀をひっくり返すというわけか。

「ひっくり返したところをわたしが攻撃します」

　はるかと目が合う。

「できますか？」

　返事は決まっている。

「できる自信がなくても、やらなきゃ、やられるんだろ？」

　それなら、あとは覚悟を決めるかどうかだけだ。

「まぁ、そうですね」

　亀は少しずつ砂から抜け出し、通常の状態に戻っている。すぐに、次の攻撃に打って出てくるだろう。

　失敗した時のことなど考えなくてもいい。

　体は自由に動かない。術式だってまともに発動できない。はるかに言われた通り、ぼくは弱いし、力がない。人を守るなんておこがましいのかもしれない。

　それでも、ぼくは退魔師なんだ。人を守るために、ぼくはこの道を選んだ。

　腹をくくれ、山やま伏ぶし竜弥！

「やるよ」

　はるかが小さく頷うなずく。完全に砂から抜け出した亀からは、また重低音が漏れ出す。ぼくはもつれる足を無理に動かし、走り出した。

「ニブルヘイムの極寒の玉座……」

　はるかが詠唱を始める。その発動文言は、独特の音程とリズムがつけられている。彼女は発動文言を口にしながら、足はステップを踏むように砂浜の上に図式を描き、指はしなやかに指式を組む。その様子は、歌いながら踊っているようにも見えるが、その歌は詠であり、足元の図形は陣であり、舞う指先は印だった。

　相変わらず器用な奴やつだ。はるかは三つの術式を同時に発動させることができる。ぼくは亀かめの周囲を大きく回りながら、足で陣を描いていく。

　はるかの術式が発動する前に、亀が青く光りはじめた。

　また、あの衝撃波がくる！

　あれの直撃を受ければ、ぼくはきっと二度と立てない体になるだろう。

　それならどうすればいいんだ。全方位に向けられるあの攻撃をかわすことは不可能。何かに隠れるにも、砂浜に障害物として利用できるものはないし、何よりあの攻撃は全すべてを貫通して内臓にダメージを与える。

　来る！

　青い光が、衝撃波発射寸前にまで強まった時、亀の脇わき腹ばらに何かが飛び込んだ。そして、そこから紅ぐ蓮れんの炎と黒煙がまきあがり、爆発音は渚なぎさ全体に広まった。

「ウォォ！」

　亀が悲鳴をあげる。攻撃は中断され、青い光は消えた。

「やった！　命中！」

　その声は幽実香ゆみかさんだった。幽実香さんが、ラジコンの操縦機のようなものを持って砂浜に立っている。

「魚雷か！」

　それは、ボートにあったサメ型魚雷の操縦機だった。

「助けに来ました！」

　幽実香さんがこちらに向かってピースサインを向ける。完かん璧ぺきなタイミングのアシスタントだ。浅瀬には、たくさんのサメたちが座ざ礁しようして、スクリューを海の外で回転させている。勢いよく砂浜にまで飛び出せたのは、あの一匹だけだったらしい。

「幽実香さん、ナイスです！」

「イエイ！」

　幽実香さんはピースサインをつくる。

　間髪いれず、はるかの周りが青く光り始めた。

　空から氷の塊が嵐のように降り注ぎ、亀の甲羅へ次々と衝突する。しかし、全ての氷の刃やいばは甲羅に弾かれ、砕けて辺りに飛び散った。粉々になった氷の粒が辺りを舞い、光を浴びて輝く。

　甲羅は全く傷つかないが、その激しさに敵の注意は逸そらされる。氷塊の嵐は、敵の注意をひくための囮おとり。ぼくはそれを理解し、陣の完成を急ぐ。

　はるかの二つ目の術式が発動する。ぼくの周りに冷気が流れ始め、砂浜の気温が急激に下がり始めた。その次の瞬間、小さな塀へいのような氷の壁が現れ、波打ち際に並ぶ。

　以前の失敗のように、陣が波で消されないように、という配慮だろう。こういう時だけは気がきく女だ。ぼくは亀の周りに陣の図形を描ききる。

　残すのは最後の一画。

　はるかを見る。

　はるかもこちらを見る。

　お互いに考えていることが通じている。

「くらえ！」

　最後の一画を加えた。

　陣自体が青く輝き、陣の中の砂粒たちが細かく振動する。

　陣から強い光があふれだす。その光に照らされ、亀かめは自分の危機を感じ取ったが、既に遅い。砂浜は揺れ、亀の周囲の土が低い音を立てて盛り上がり始めた。

「ウォォ！」

　亀が雄たけびをあげ、その場から逃げだそうとするが、もう手遅れだ。亀を乗せた砂の山はそのまま、五メートルほどの高さの山になった。

　山が光る。まばゆい閃せん光こうが辺りを照らし、振動がさらに激しくなる。亀は山から下りようとするが、それより先に光が最高潮に達した。

　盛り上がった山は、激しい爆発とともに破裂する。今までで一番の爆発音が海岸を振動させ、爆風で砂が竜巻のように舞い散った。

「ヴオォォォ！」

　亀の巨体が宙を舞い、そのまま裏返しで地面に墜落する。

「今だ！」

　ぼくは嗄かれた声で叫ぶ。

「いいタイミングです」

　はるかが指をまっすぐに亀の方に向ける。

　最後の術式。印だ！

　亀は手足と頭を出し、それをばたつかせて体勢を戻そうとする。

　はるかの周りの空間が青く光りはじめる。

　亀は体を左右に振り、その勢いで元の位置に戻ろうとしている。

　どっちが早い？　間に合うか？

　はるかの光が直視できないほどの強さになる。

　術式の方が先に発動した！

　氷の剣が亀の直上に形成される。

「もうすぐ世界のルールが変わる！　この世界が変わるんだ！」

　亀が叫ぶ。

「さようなら」

　はるかが指を下ろす。

「ギィィ！」

　今まで聞いたことのないような高音の断末魔の叫び声が全すべての音を掻かき消した。氷の剣は亀かめの腹に突き刺さった。

　亀はやがて動かなくなる。

「波は多た野のさん！」

　ぼくは亀に駆け寄る。虚うつろな亀の巨大な眼球がぼくを捉とらえた。

「なんだい、少年……」

「……ぼくは自分の夢を叶かなえます」

　大きな夢だからこそ、やりがいがある。たとえ、時間がかかっても、今やるべきことを着実にこなす。そう教えてくれたのは波多野さんだった。

「そうか……あたしは叶えられなかったみたいだ……」

　強烈な青い光が亀の体を包みはじめる。そんな最期の中、ぼくは確かに波多野さんの一言を聞きとった。

「あたしも、新しい世界が見たかった……」

　粒子が飛散していくように、青い光は舞い散り、化け物の体は消えていった。

　消え去った体からはたくさんの光球が飛び出し、それらの多くは倒れた観客たちへと向かって飛んでいった。他ほかの光球は空高く昇り、そのまま見えなくなった。

　真夏の海には似つかわしくない静寂。

　寄せては返す波と、浅瀬に座ざ礁しようするたくさんの魚雷たち。

　氷が突き刺さり、あちらこちらに地雷でつくられた穴のある白い砂浜。

　太陽だけがいつもの夏と同じように降り注ぐだけで、ここはぼくが愛する平和で常識的な世界からはかけ離れている。

　だけど、ここがぼくの生きる世界。化け物から人々を守ると決めた日から、ぼくはこの世界の住人になったのだ。

　自然と膝ひざをつき、頭から砂浜に倒れこむ。もう、体力の限界だ。

　瞼まぶたを開くこともできず、ただ暗い闇やみの中で音だけを聞いた。

「竜たつ弥や君、大丈夫ですか？」

　幽実香ゆみかさんの声。

「竜弥君にしては、なかなか頑張りましたね」

　はるかの声だ。

「点数で言うと八〇点です。千点満点中ですが」

　やっぱり、こいつは腹が立つ。

「おい」

　ぼくははるかに言う。倒れたままで言うのは不本意だけど、ぼくには言いたい言葉があった。無理に瞼を開き、最後の力を振り絞る。はるかはぼくを腕組みして見下ろしていた。

「ぼくは弱い。そんなぼくが人を守るなんて、調子づいているのかもしれない」

　はるかはまっすぐにぼくを見ている。ぼくも彼女の瞳ひとみをしっかりと見る。

「だけど、ぼくには守りたい人がたくさんいる。だから、助けてもらうことがあるかもしれない」

　そう。ぼく一人では、あの亀かめの化け物を倒すことはできなかった。

「だけど、はるかがピンチの時はぼくが助ける。仲間だからな」

　そう言うと、はるかの目が少しだけ大きくなった。

「一人じゃどうにもならない敵だって、二人で協力すれば倒せることもあるはずだ」

「そうですね」

　仲間というのはそういうものだろう。

　はるかが困っていればいくらでも手助けする。はるかには、もう大切な人を守れないという悲しい思いはさせない。

　きっと、はるかは辛しん辣らつな言葉を返してくる。

　足手まといなので協力したくありません。

　どうして、わたしが竜たつ弥や君の子守をしなくちゃいけないんですか。

　そんな言葉が脳裏をかすめた。ぼくは視線を海の方に向け、はるかが向けてくるであろう冷たい視線をかわすことにした。

「そういうのも、いいかもしれませんね」

　いつもと同じ、無感情な言い方だった。だけど、心なしかいつもより柔らかな響きがある。

　驚いてはるかの方を見やると、彼女はもうぼくを置いて歩きはじめていた。

　ぼくは変わった。だけど、変わったのはぼくだけじゃないのかもしれない。
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「かなりねばったのですが……」

　はるかは眼鏡めがねに手をかけ、もう片方の手に資料を持っている。渚なぎさの女王コンテストから三日後。ぼくたちはまた部室に集まっていた。

　ぼくは学校に行く途中に号外でもらった新聞を机の上に置いた。新聞の見出しは『謎なぞの海難事故の被害者　全員生還』。どうやら、今回の海難事故には波は多た野のさんが絡んでいたらしい。波多野さんがやられたことにより、海難事故の被害者たちも奪われた魂を取り戻すことができたのだろう。よかった、よかった。

「ダメでした。わたしたちの優勝は認められず、賞金もなしという結果になりました」

　結局、一〇〇万円は手に入らなかった。渚の女王コンテスト自体が中止になってしまったのだ。はるかはかなり抗議したようだったが、最後に全員が意識を失ってしまったのがよくなかったらしい。誰だれが最初にゴールをして、誰がゴールしていないかの判断がつかなくなってしまったのだ。

「今回の準備だけで結構な費用を投資したのですが、とても残念な結果になってしまいました」

　あれだけの兵器を投入したのだ。実は、準備費用だけで一〇〇万円以上かかっているのではないか、と心配していたが、やはりかなりの金がかかっていたらしい。

　はるかは無表情ながらも、しきりにボールペンで机を叩たたいている。彼女なりに悔しさと苛いら立だちを感じているらしい。まぁ、あれだけ不正行為をしてまで優勝したかったのだから、その気持ちは分からないでもないが、因果応報という言葉も同時に思い浮かぶ。

「それじゃあ、銀行への返済はどうするんだよ」

　ぼくが尋ねると、はるかは眼鏡を持ちあげ、資料を提示した。

「波多野愛あ海みと名乗る化け物の情報を売ることにより、多少の収益が出ましたので、それで返済をしました」

「どういうことだ？」

「あの亀かめの化け物と、以前に退治した死霊食いとは無関係ではないと思います。術式を使う化け物。人間の魂を集める化け物。そして、最期の言葉」

　世界のルールが変わる。

　それは、死霊食いも残した言葉でもあった。

「それらの情報は、もしかしたらこの国の、いや世界の治安維持や国防に関して大きな意味のあることかもしれません。ですから、価値のある情報として買ってもらったのです」

「買ってもらったって、誰に売ったんですか？」

　幽実香ゆみかさんが首を傾かしげる。

「日本政府内務省退魔委員会です」

「内務省？」

「戦前は国内の治安維持などを担当した役所です。現在では公にされていませんが、主に人間相手以外の国防や治安維持を担当する省庁です」

　内務省のことは父さんから聞いたことがある。化け物から国民を守る国の組織だ。

「国からはおよそ三〇〇万円の報奨金をもらい、このことを口外しないように、という念書を書かされました」

「三〇〇万円！」

　ぼくと幽実香ゆみかさんが声を揃そろえる。

「それじゃあ、二〇〇万円余るじゃないか！」

「いえ、いい機会だと思って、コネクションづくりのためにあちこちにばらまきました。なので、五万円しか残っていません」

「おい！　もっと考えて使えよ！」

　そんな使い方をしているから、いきなり一〇〇万円が必要になったりするんだ！

「竜たつ弥や君の数億倍考えて使っています。私的流用しなかっただけでも、大いに感謝してほしいくらいです」

「不正しなかったっていうのは、自慢にならないからな」

「五万円かぁ」

　幽実香さんがうっとりしたように言う。

「何食べられるかな……」

　どうやら、その五万円で何かを食べに行きたいらしい。

「あ！　わたし塩焼きそばって食べてみたいんだよね！」

「だから、幽実香さんは塩がダメなんですって！」

「えー。多分、大丈夫だよ。気合で何とかするから」

　ダメだ、この人は今回の一件で何も学習していない。

「まぁ、塩焼きそばはダメだとしても、みんなでご飯を食べに行くのはいいかもな」

　五万円もあれば、みんなで慰労パーティーでもやることは十分できる。コンテストに向けて苦労したし、怪け我がもしたのだ。それくらいしてもいいだろう。

「慰労会もいいですが、まずこの部室に冷蔵庫を置きたいと思っています」

「あ！　それ、賛成！」

　幽実香さんが手を挙げる。確かに、あると便利かもしれない。

「安いものを買えばお金が余るかもしれません。あと、残金でやりたいこととして……」

　そう言いながら、はるかは黒板に文字を書き始めた。

「おいおい。もう、全部使い方決まってるのかよ」

　そんなことを言っていたぼくだが、黒板の字を見て青ざめる。

　永と遠わさんサルベージ大作戦。

「あ」

　部室には三人しかいない。

　あの事件以降、永と遠わさんの姿を見ていない。自分の治療で精いっぱいだったので意識していなかった。

　そうなると、永遠さんはまだ海の中で……。

「それでは、永遠さんをどうやって残金で引き上げるかを検討しましょう。それとも、先に慰労会のお金を引いておいて……」

「まず、それが最優先だろ！　もっとお金を残しとけよ！」

「わたしとしては、竜たつ弥や君が潜もぐって引き上げる作戦でいこうと思っているので、お金は基本的にかからない算段なのですが」

　相変わらずとんでもないことを言ってくれる。

　はるかはいつも通り、無感情にこちらを見ている。当然、やることになる。そう言いたそうな顔だ。

　多分、ぼくは本当に海に潜ることになるのだろう。

　容赦のない女、荒あら瀬せはるかの顔を見れば、そんな自分の運命は容易に想像できた。

　ぼくの苦難はいつまで続くんだろう。
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　こんにちは熊谷くまがいです。まずはお礼から。今回も作品に素晴らしいイラストをつけて、この本の価値をぐっと高めていただいた魚さかなさんに最大級の感謝を。本当にいつもありがとうございます。そして、作品づくりに協力していただいた編集部の皆様と、製本・流通・販売に関かかわった方々にも感謝です。いつも同じようなことしか書けなくて申し訳ないのですが、本当に心から感謝しています！

　さて、今回の作品の舞台はミスコンです。著者の高校には文化祭で男女それぞれの王者を決定する、ミスター・コンテストとミス・コンテストがありました。ああいうのは、単純な見た目の良し悪しだけではなく、本人の人間性や交友関係が大きく影響しますよね。「あの子の友達に投票してってお願いされたから……」とか権謀術数蠢うごめく世界です。

　ミスターやミスの決定の他ほかにベストカップル賞とかもありました。でもこれは後年、忘れたい（知られたくない）過去になる可能性もあるので諸もろ刃はの剣ですね。高校の時に付き合っていたカップルが、そのままゴールインだったら、凄すごく素敵な思い出になるでしょうけど。彼らは今どうしているんだろう。

　かくいう著者も、ミスコンではありませんが、中学校の卒業文集企画のアンケートで上位に食い込んだことがあります。そのテーマは……

『将来、幸せな家庭を築きそうな人ランキング』

　上位陣はみんな保守的なイメージの人ばかり。著者の名もそこに連ねられました。今でも基本的に防御主体の生き方をしていますが、その傾向は当時からあったみたいですね。あの時、著者に票を入れてくれた皆さん、熊谷はそれなりに幸せに生きていますよー。でも、いつか攻める人生を送ってみたい……。

　最後に一つだけ自慢させてください。実は著者は赤ん坊のころに、『可愛かわいい赤ちゃん写真グランプリ』的なコンテストで賞をとったことがあります。しかも、風ふ呂ろ場ばでの撮影だったため、セミヌードの写真です。わお、大胆。つまり、当時の著者は神がかり的に可愛かったのです。え？　赤ちゃんはみんな可愛いって？　そんなの聞こえません。そんなの聞こえません。しかし、著者がこの話をしても誰だれも信じてくれません。なんでだろう。なんでだろう。

　そんな感じでミスコンではるかたちが大暴れする『荒あら瀬せはるか、容赦なし！　２』。少しでも有意義な読書が楽しめていただけたのなら、それに勝る幸せはありません。





二〇〇九年　一○月　熊谷雅まさ人と



    

  
    
      　著者

　熊谷雅人（くまがい・まさと）

　　『ネクラ少女は黒魔法で恋をする』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作受賞。

　　愛知県名古屋市在住。好きな料理はイタリアン。苦手な食べ物はレーズン。趣味はマジックでお寺や保育園で時々マジックショーをしたりしてます。



　イラスト

　魚（さかな）

　　８月生まれ、東京都在住。

　　「ＣＡＮＶＡＳ～セピア色のモチーフ～」「ＣＡＮＶＡＳ２～茜色のパレット～」「ＣＡＮＶＡＳ３～白銀のボートレート～」などの原画を担当。

　　小説の挿絵では、「たま◇なま」シリーズ（ＨＪ文庫）、「ぱんつぁのーと」（スーパーダッシュ文庫）などを手がける。



    

  
    
      荒瀬はるか、容赦なし！２



著者名……熊谷雅人

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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